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　青年は船の上で怯おびえていた。歳としの頃は二は十た歳ち前後。眼鏡めがねにそばかす、身体からだはひょろひょろと縦にだけ細長い、よく言えば真ま面じ目め、悪くいえば日陰で育った野菜のような、いかにもひ弱な青年である。

　名前はカルドという。彼は南大陸の田舎いなかの町から、北の大陸にある大学へと、留学に向かう途中だった。

　そのためには南と北の大陸の間にある広大な内海を渡らねばならない。

　そして、コンスの港街で、無事に北行きの船に乗せてもらった……までは、よかったが……。

「あ、あの……」

　青年、カルドが声をあげると、ぎろりと横に立つ男がにらみつけた。こちらは、青年とは正反対に、がっちりとした体格にあご髭ひげ、さらには頰ほおに傷のある、よく言えばたくましい、悪く言えば凶きよう悪あくな面つら構がまえの男だ。

　彼はヴァルバトスという。本当の名前かどうかは知らないが、カルドにはそう名乗った。

　男はコンスの港街で、カルドに声をかけてきたのだ。そのときの男は非常に陽気でにこやかで親しみやすく、頰の傷もカルドには気にならなかった。

『この飾りは、海かい賊ぞくどもと小こ競ぜりあいをしたときについちまってね。海の男の勲くん章しようさ』

　そう豪ごう快かいに笑うヴァルバトスは、本人の名乗りどおり、荒くれ者の海の男に見えたのだ。

『チェッタまで行きたい？　なら、うちの船に乗ればいい。内海をまっすぐ行けば、五日で着くさ』

　ヴァルバトスの頼もしい言葉に、カルドは喜んで彼が副船長を務つとめるという船に乗ったのだ。

　船乗りだという本人の言葉に噓うそはなかった。しかし……。

　まさか、彼が海賊だとは思わなかった。

　船が港を出るまではよかった。白い帆ほの張られた船は、乗組員が多少凶暴な顔つきをしていたものの、船乗りなんてこんなものだろうと、カルドは思っていたのだ。

　ところが、沖おきへ出たとたん、ヴァルバトスの『野郎ども！　偽ぎ装そうを解とけ！』という言葉とともに、船の雰ふん囲い気きは一変したのだ。

　白い帆は薄布一枚被かぶせただけのもので、それが取り去られると、漆しつ黒こくの帆があらわになり、そこにはしっかりと髑髏どくろを模もした海賊の印があった。

　そして、乗組員たちも強い日差しの中、着こんでいた上着を脱ぬぎ去り、シャツ一枚に。『ようやく窮きゆう屈くつじゃなくなったぜ！』と凶悪に声をあげて笑う彼らの中には、シャツ一枚どころか、上半身裸の者もいる。

　そして、その腕うでや背中や胸には、いかにも海賊らしい入れ墨ずみがあった。定番の碇いかりに、ライオンや虎とら、竜や悪魔などの幻想の怪物まで。

　真っ黒な帆に恐ろしい入れ墨、それだけでカルドは腰こしを抜かして、甲かん板ぱんの上にへたりこんでしまった。

「み、港に戻ることはできないでしょうか？」

　カルドはヴァルバトスに向かい、情けない声で哀あい願がんした。それに対してヴァルバトスは、歯を見せて凶悪に微わ笑らう。

「いったん港を出た船が、すぐに戻れるかよ。次に陸にあがるのは、半年、いやことによりゃあ、一年は先の話だ」

「は、半年……そんなぁ」

　それでは一月後の大学の受験に間にあわないではないか。なんのために、田舎からはるばる内海を渡って、チェッタの大学を目指したのか。

　いや、大学受験より前に、このままでは海賊に連れ去られ、永遠に故こ郷きようにも戻れないかもしれない。カルドはがくがくと震ふるえて、ほとんど泣きたい気分で叫さけんだ。

「戻してくれ！　僕は騙だまされたんだ！　港に帰してくれよ！」

「ふん、帰りたきゃ、海に飛びこんで泳いで戻るんだな」

「そんなぁ！　僕は泳げないんですよ！」

　水が恐くて、桶おけに張った水にさえ、顔をつけられないカルドだ。こんな波高い海など、まして、港まですでに相当な距離がある。泳ぎの達たつ者しやな者でなければ、戻れるわけもない。

　カルドの情けない悲鳴に、「そりゃ、ちょうどいい」とヴァルバトスが、声をあげて笑う。

「この海はサメがうようよしているんだ。そいつに食われる前に溺おぼれちまえば、かじられたって痛くもねぇだろう」

「そ、そんなぁ……！」

　サメと聞いただけでカルドはぶるぶると震えた。彼は生きたサメを見たことはなかったが、コンスにある宿屋兼飲み屋で、壁に飾られた剝はく製せいを見ていた。

　その口の大きさなど、大の男さえ一ひと吞のみにしそうだった。そのうえ、ぎざぎざノコギリのような、乱らん杭ぐい歯ばが覗のぞいていたのだ。

　あんなのにかじられたら、痛いなんてものじゃないと、カルドは想像だけで、気が遠くなりそうだった。

「そ、それじゃあ、僕はどうしたらいいんですぅ～！」

　船は港へ戻らない、泳いで帰ることもできない。サメの餌えさなどまっぴらだと、カルドが情けない声をあげれば、ヴァルバトスはますます凶悪な微笑ほほえみを見せる。

「なら、海賊になるしかねぇな」

「か、海賊なんて、僕はならないぞ！」

　冗じよう談だんじゃない！と、カルドは叫ぶ。自分は大学に行き、教師になることが、田舎から送り出してくれた両親の期待に応こたえることになるのだ。

「ならねぇなら、すぐにこの船を降りることだな。今、言ったとおり、海に飛びこんでな！」

　首根っこをつかまれ、甲かん板ぱんから海へと放り出されそうになり、カルドは「ひいいっ！」と悲鳴をあげた。必死にそこらへんにある綱つなにつかまりすがって、放り出されないようにする。

「い、嫌だ！　サメの餌になるのは！」

　見たくもないのに、覗きこんだ下には、荒れ狂う海が見える。白い波がサメの背びれのように見えて、カルドはぞっとする。

「この船にいたけりゃ、働くことだ。言ったとおり、陸に戻るのは早くても半年後だ。そのときには、お前は立派な海賊になってるか、それとも、サメの腹に収まっているか、わからねぇけどな」

　「ようこそ、地じ獄ごくの入り口へ」とヴァルバトスに言われて、カルドは己の目の前が真っ暗になるのを感じた。

　

　

　海賊になるのは嫌だが、死ぬのはもっと嫌だ。かくして、カルドはしぶしぶ船の仕事につくことになった。ヴァルバトスから、別の水すい夫ふに引き渡される。

「新入りだ」

　ヴァルバトスが声をかけると、樽たるに座って銃じゆうの手入れをしていた水夫は顔をあげた。その姿を見て、カルドは『なんだ』と、内心で思った。

　その水夫が、二十歳のカルドより明らかに年下の少年だったからだ。こちらを見た翠玉エメラルドの瞳は印象的ではあるが、顔は大たい砲ほうのオイルで汚れ、頭は赤い布で覆おおわれている。そして、スカーフにも、白いシャツにも、ズボンにも黒いオイルのシミが所々にとんでいて、ひどい有あり様さまだった。それこそ、街中の煙えん突とつ掃そう除じ人にんといい勝負だ。

「よろしく頼むぞ」

　そうヴァルバトスは言い残して、去っていった。その大きな背中を、カルドがぼんやり見送っていると「おい、新入り」と声をかけられた。

「まずは、甲板掃除だ。この辞書で、ぴかぴかに床を磨みがくんだ！」

「辞書!?」

　なんで、掃除に辞書なんか使うんだ!?と思っていると、「ほらよ！」と煉れん瓦がより一回りほども大きな石を渡された。

「うわっ！」

　ずっしりと重いそれに、カルドは悲鳴をあげた。少年はけらけらと笑い「そいつで、甲板を磨くんだ！」と言う。

　これがどうやら、〝辞書〟らしい。確かに、大きさと形はそっくりであるが。

「とっとと聖なる石で板をこする！　そのケツを豚ぶたみたいに蹴けられたい？」

「は、はい！」

　カルドは慌あわてて、渡された石で甲板をこすりあげた。「それでいい、サボるなよ！」と少年は言う。

『どうして僕がこんなことをしなきゃならないんだ！』

　ぶつぶつと胸の内で文もん句くをつぶやきながら、カルドは〝辞書〟もしくは〝聖なる石〟とやらで、甲板を磨いた。近くでは荒くれ男どもの声が聞こえているし、誰だれが見ているかわからない。

　いい加減、腕とかがんだ腰が痛くなった頃、カルドはふと顔をあげて、樽に座った少年が、相変わらず銃の手入れをしていることに気づいた。見た目、サボっているふうに見えなくもない。

「君も、甲板を磨かなくていいのか？」

「それは、騙されて船に乗りこんだ〝マヌケ〟のやる仕事だ」

「ま、マヌケはないだろう!?」

「じゃあ、この船が初めから海賊船と知っていて、乗りこんだの？　見た目と違ってずいぶんな強者だね」

「…………」

　カルドは、思わず黙だまりこんだ。それに少年がクスクスと笑う。

「ほら、マヌケ面づらだ」

「マ、マヌケなんてひどいな。確かに、僕は騙されたけど、でも、騙すほうが悪いんじゃないか！」

「じゃあ、聞くけど、タダで船に乗せてもらえるなんて、都合のいい話を頭から信じこんだの？

　その上着のポケットの中にある旅費を、ケチらなければ、まっとうな船に乗れたのに」

　翠玉の瞳に貫つらぬくように見られて、カルドは思わず上着の内ポケットを上から押さえた。これは大切な旅費だ。そして、船代が浮いたなら内陸にあるチェッタまでの道中、少しはマシな宿に泊まれるか……と、思ったのも事実ではある。

「安心するといい。マヌケのなけなしの金を、かすめ取るほど、ここの海賊は腐くさっちゃいない。狙ねらうなら、金持ちの大物の船だ」

「正義の海賊を気取るなら、僕もすぐにこの船を降ろしてもらいたいな」

「それは無理。この船が陸にあがるのは、半年か、一年後だ」

　「それとも、今から泳いで港に戻る？」先ほどのヴァルバトスと同じことを言い、馬ば鹿かにしたように鼻で笑う少年に、カルドは怒りを爆発させた。

「一年後なんて、冗談じゃない！　僕は大学に行って、少しでも早く故郷に帰って、教師になって、両親に楽をさせなきゃならないんだ！」

　「くそっ！　絶対に海賊になんかならないからな！」とカルドが叫ぶ。

「なんだ!?」

「新入りがなにか騒さわいでいるぜ！」

　しまった！とカルドが思ったときには、凶悪な海賊たちに囲まれていた。

「こいつ、まだ海賊にはならないなんて、世よ迷まよい言ごとを叫んでやがる」

「正気付かせるために、少しかわいがってやるか？」

「そうだな」

　襟えり首をつかまれ『殴なぐられる！』と、カルドが思った、そのとき。

「待て！」

　若い水夫がけして大きくはない声で言った。カルドを殴ろうとしていた海賊の拳こぶしがぴたりと止まる。少年は椅い子す代わりにしていた樽から立ちあがり、襟首をつかまれたままのカルドの顔を、下から覗きこむ。

　油で汚れていてわからなかったが、このとき初めて、この少年の顔がひどく整っていることに、カルドは気づいた。その翠玉の瞳が美しいこともだ。至近距離で見つめあう形になり、思わず息を吞んだ。
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「騙されてこの船に連れてこられたのはマヌケだが、お前は今までの奴やつと毛色が違うみたいだ。

　だいたい、ここに騙されて連れられてくる奴は、街で働かずに遊んでいる放ほう蕩とう者ものや、ならず者だ。そして、半年か一年この船で〝磨かれて〟背せ筋すじが伸びる。

　男になって、船を降りるか、それともこの船が気に入って、本当の海賊になるかどちらかだ」

「僕は海賊になんてならないぞ！」

　カルドは叫んだ。もう殴られても構わないと思った。自分は大学に行って、故郷に帰り、教師になる！　その強い気持ちが、この青年を動かしていた。

「まだ、馬鹿なことを言ってやがる！」

　カルドの襟首をつかみあげていた荒くれが、再び拳を振りあげるが、それに水夫が「殴るなと言っている」と、またそう大きくない声で言った。「へ、へえ……」と男は、自分の肩かた口ぐちまでしか背せ丈たけのない若い水夫に恐きよう縮しゆくし、そしてカルドの襟首を離した。

　したたかに布で首を締しめあげられていたために、カルドは甲板にへたりこんで、ごほごほと咳せきをする。水夫は「気の毒どくだったな」とカルドに声をかけた。

「だが、お前が海賊になりたくないなら、半年か一年で、この船から解放される。そのときには、給金も十分に支払われるから」

「誰が……海賊なんかの金」

「このっ！」

　カルドの言葉に頭にきた海賊の一人のみならず、二人が拳を振りあげた。

「だから、殴るなと言っている！」

　今度は強い声で水夫が言った。海賊たちは、ぴたりと動きを止める。不ふ承しよう不ぶ承しようではあったが、拳を下ろす。

「しかし、こいつは俺たちのことを……」

「海賊なんて……か？　だが、まっとうに生きている者たちからみれば、わたしたちなど所しよ詮せん略りやく奪だつ者しやだ。盗とう賊ぞくの一味に過ぎない」

　少年の言葉に海賊たちは反論の言葉もなく、うなだれている。そして、少年はカルドを見て言った。

「今後、この新入りに仕事はさせても、殴る蹴るの暴力は禁じる。彼は数年後には教師になる身の上だ」

　その言葉に、海賊たちは「へえ」と返事をする。カルドは内心で、丁てい重ちように扱あつかってはくれても、陸には戻してくれないのか……と思ったが。

「君は一体何者なんだい？」

　思わず、尋たずねていた。明らかに自分より年下の少年なのに、荒くれ者たちが素直に従っているなど、カルドには理解できなかった。

「わたしはこの船の……」

　少年が口を開きかけた、その時。

　どぉん！という大きな音とともに、船が大きく揺れた。船に慣なれている海賊たちでも、甲板を転がる者が出るほどだった。様々な物が転がり、甲板は騒そう然ぜんとなる。

　さらには。

「取とり締しまり船せんだ！」

「女王の犬の船だぞ！」

　取締船とは、海賊を捕とらえる船だ。それが沖に浮かぶ島陰から、突とつ如じよ姿を現し、この船を大砲で攻撃しているのだ。

　女王といえば、北の強国マーシアに違いない。

　助かった！と、カルドは一瞬考えたが、さらにドン！ドン！と立て続けに衝しよう撃げきが走り、へたりこんでいた甲板を転げるうちに、これはやばいのではないか……と、再び考え直す。

　助け出される前に、この海賊船が沈しずんでしまっては台だい無なしだ。カルドの頭には再び、サメの餌……という言葉がよぎった。

「うろたえるな！　それでも、紅の人魚ル・セーレーン号の乗組員か！　女王の犬が一匹現れたぐらいで、大騒ぎするな！」

　空に向かい銃の引き金を引く。とどろく銃声とともに、少年が叫ぶ。

「帆をいっぱいに張って、どこでもいいから、逃げるんだ！　こんなときは、逃にげ延びたほうが勝ちなんだからな！」

　続けて少年は「大砲でも鉄砲でも、相手に撃うちこめ！」と命じた。そして、その指令を復唱するようにヴァルバトスが、声を張りあげる。

「野郎ども、船カピ長タンの命令どおり、帆をめいっぱい張れ、西風をとらえろ！　あとの奴らは、大砲と鉄砲を撃て！」

　「へい！　船長！」と答えた海賊どもは、いままで右う往おう左さ往おうしていたのが噓のように、それぞれの持ち場へと走る。

　カルドは混乱していた。ヴァルバトスや海賊たちの言葉からすると、あの少年がこの船の船長ということになる。しかも、海賊船の！

「そこの日ひ陰かげのほうれん草もぼうっとしていない！」

　そんな声とともに、細長いものが投げられ、反射的に受け取ると、それは長銃だった。投げた相手は、あの少年だ。

「ほ、ほうれん草ってなんだよ！」

「わたしが船室の窓辺で育てた、鉢はち植うえのほうれん草だ。ところが、日当たりが悪かったのか、ひょろひょろとしか育たなくて、サラダ一皿分にもならなかった。

　お前はそれにそっくりだよ、日陰のほうれん草君」

　少年は答えながらも、己も銃を手に持ち、追いかけてくる船に向かい撃つ。

　それと同時に、相手のマストから、一人の船員が落下したのだが、カルドにそれを見ている余裕などない。

「なあっ！　僕は断じて、ほうれん草などではないぞ！　だいたい、どうして僕が戦わないといけない！　こんな銃など必要ない」

「なら貸せ！」

　少年はカルドの手から銃をもぎ取ると、相手の船に向かって、また撃った。今度は、砲ほう撃げきの指揮をとっていた赤い軍服の将校が、甲板にひっくり返ったが、それもカルドは見ることなく、怒ど鳴なり続ける。

「僕は取締船に保護してもらって、チェッタに行くぞ！」

「馬鹿かお前は！　保護してもらえるどころか、捕つかまるなり縛しばり首で、甲板から海へ吊つるされるぞ！」

　そう怒鳴りながら、少年が撃った銃を放り投げると、別の海賊がそれを受け取り、もう一人の海賊が「姫！」と、新しく弾たまを込めた銃を手渡す。〝姫〟という、船カピ長タンとはまた別の、とんでもない呼び名に、カルドは再び混乱する。

「馬鹿！　船長と呼べと、いつも言ってるだろう！」

　怒鳴りながら、少年が引き金を引く。今度は思わずそちらを見たカルドの目には、甲板の上の大爆発が見てとれた。

　少年が、今にもこちらの船に向かって砲撃しようとしている、大砲に向かい撃ったのだ。

　銃弾はなんと大砲の筒つつに吸いこまれ、そこで中の火薬に引いん火かして、大爆発を起こした。船と船との距離が近いとはいえ、砲撃と乱暴な航こう行こうで揺れ続ける船上からの狙そ撃げきとしては、すさまじい腕前だった。

「どうして、僕が縛り首に!?」

「海賊の船に乗っていたら、海軍の軍服でも着てない限り、全員海賊と見なされる。自分は無理やり船に乗せられたんだ……なんて言い訳、誰も聞く耳なんて持たない。女子供関係なく、海賊の船に乗っている者は全員縛り首だ！」

「そんな乱暴な！　北の女王の取締船だろう!?　縛り首にするにしろ、公正な取り調べののちに、裁判にかけるべきだ!!」

　それが国としての常識だ！とカルドが言えば、少年は鼻で笑うように口の片端をつりあげる。

「取締船は正義の味方なんかじゃない。あくまで己の国の荷物を荒らす、海賊を討とう伐ばつするのが目的だ。それに、乗っている軍の士官たちも、出世に目がくらんだ犬ハイエナばかりだ。奴らは縛り首にする海賊の数が、一人でも多ければいいと思ってる。それが本当に海賊かどうかは、この際、関係ない」

「……そんな」

　少年の話にカルドは絶ぜつ句くし、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくした。この船に乗ってから、カルドの想像もできないことが次々と起こって、できることならこのまま気絶したい気分だ。そして、目が覚めたら、すべて夢だったらいいと思う。

「おい、ここで目を開いたまま、寝ている場合か！」

　目の前で不ふ機き嫌げんな顔をする少年の声も、耳に入ってこなかった。

　しかし、そこにカルドの目を覚ますように、どぉん！とひときわ大きな衝撃が、船を襲おそった。

「わあっ！」

　それは、カルドの目を覚まさせるどころか、そのひょろ長い身体を宙に放り投げ、甲板から海へと投げ出されそうになる。少年がそれに気づいて、手を伸ばす。カルドはその手を思わず握にぎりしめる。

　そして、その瞬間、少年の髪を覆っていたスカーフが海風にさらわれ、吹き飛ばされる。あらわになる、黄金の長い髪。その色は、輝く夏の太陽を思わせる。

　その美しさに目を見張ると同時に、カルドは少年が、少女であることに直感的に気づいた。それも、とても美しい少女だ。

「うわっ！」

　少女の身体も、カルドに引きずられるように、海へと投げ出されそうになる。

　このまま、サメのいる海へと、二人投げ出されるのか!?と、思った。そのとき。

「まったく、このお転てん婆ばめ！」

　そんな声とともに、少女の身体は力強い腕に、ひょいと掬すくいあげられていた。カルドの手は残ざん酷こくなことに、海水に濡ぬれて滑すべり、彼はそのまま、真まっ逆さかさまに海に落ちるかと思われたが。

「つかまれ！」

　鼻先にロープが投げられ、カルドは必死にしがみついた。ロープが引きあげられ、命からがら甲板に転がる。

「ガルシア！　今まで、どこにいたのよ！」

　少女の声に、カルドが目の前を見れば、長身の男が彼女を肩に担かつぎあげていた。

　砂さ漠ばくの民を思わせる褐かつ色しよくの肌はだに、逆に北の民を思わせる凍こごえるような銀の髪。それに蒼あおい瞳の美び丈じよう夫ふだ。整った容よう貌ぼうは、獲物を狙う鷹たかの鋭するどさと、草原に寝そべる獅し子しの威い厳げんを備そなえている。

　惜おしむらくは、片方の目を損そこねているのか、顔の右半分が銀の眼がん帯たいに覆われていることだが、それさえも、逆にこの整いすぎた美貌に陰を与え、海賊としての不敵で危うい魅力をくわえている。

　はだけたシャツから覗く胸板や、広い肩幅、少女を軽々と担ぐ腕は、いかにも海賊らしくたくましいが、たくましすぎることはない。北国の神話に出てくる戦士のような、すらりとした長身のせいもあるのだろう。ともかく、その姿は、まるで理想の騎き士しや王の彫ちよう像ぞうのようにさえ見えた。

「昼寝してたんだが、派は手でな目覚ましの鐘かねで目が覚めた。お前が耳元で叩たたく、フライパン並みだな、ヴィクトリア」

　この男の名はガルシア。少女の名はヴィクトリアだとカルドは知る。そのガルシアの姿を見るなり、海賊たちが「提督カピタン・ヘネラル！」と彼の姿を見て口々に叫ぶ。

　ここは海賊船なのに、提督!?とカルドは、先ほどの少女の呼び名以上に混乱する。

「船が大変なこのときに、優ゆう雅がにお昼寝？　このガルシアのぐうたらライオン！」

「遅ち刻こくして申し訳ありませんね、お姫様。しかし、トリア！　お前また、ドレスも着ないで男の格かつ好こうしていたな！」

「こんな船の上で、あんなずるずるしたスカートなんて、はいてなんかいられるもんですか！」

　二人の応おう酬しゆうをカルドは呆然と見ていた。そして、ヴィクトリアが先ほどの男言葉から、少女らしい言葉遣いに変わっていることに気づく。二人の親密さは、まるで親子か、恋人のような……。

「ま、いい。それより、あの小うるさい、犬をまくのが先だ」

　ガルシアは、「下ろしてよ！」とわめくヴィクトリアを肩に担いだまま、船せん尾びの大砲まで移動する。

「お前が照準をあわせろ」

　言いながら、ガルシアがヴィクトリアを肩から下ろす。

「左目だけっていうのはまだ慣れんし、距離感がつかめない」

「…………」

　ガルシアの言葉に、ヴィクトリアは一瞬なにか痛みをこらえるような顔をし、間近にせまる取締船をにらみつけるように、見る。

「どこを狙うの？」

「あれだ」

　ガルシアが相手の船を指さす。正直、どこを指しているのかわからないものだったが、ヴィクトリアは「わかったわ」とうなずく。

　そして、大砲をぺちぺち叩く。

「北北西、30度。角度はもう少し上だ。そう、ぴったり」

　彼女の言葉に、大砲の係が急いで角度と方向を合わせる。それにガルシアが「行くぞ」と言う。

「待って！　船が揺れて、少しずれた」

「構わねぇ、トリアが合わせたなら、当たるに決まっている」

「なに、その妙みような根こん拠きよ！」

　そんなふざけたことを言いながら、ガルシアの手は、船で揺れた分の砲ほう身しんのずれを微び妙みように調整し、そして、大砲の紐ひもを引っ張る。

「行け！」

　轟ごう音おんとともに、弾たまはまっすぐ取締船へと飛んだ。そして、見事メインマストへと突き刺さる。

　大砲の弾の直撃を受けて、柱はぽっきりと折れた。メインマストが使えなくなり、とたん船の速度は落ち、紅の人魚ル・セーレーン号は見事、敵を振り切ることができた。

「やったー！　さすが、我らが提督カピタン・ヘネラル！」

「さすが、姫！」

「だから、姫と呼ぶなと言っているだろう！」

「なら、姫船長プリンセサ・カピタナだな」

　そう言ったのは、ヴァルバトスだ。彼の言葉に、海賊たちは口々に「姫船長！」とはやし立てる。それにヴィクトリアは「姫じゃない！」と叫んでいたが、周りはまったく聞く耳を持たず、逆に盛りあがっているのを見て、諦あきらめたようにため息を一つつく。

「もう、姫でもいいわ。船長がつくなら」

　とヴィクトリアが肩をすくめれば、「姫の許しを得たぞ！」とヴァルバトスが言い、「だから、姫じゃない！」とヴィクトリアが叫んで、周りが笑う。そんな一幕もあった。

「提督！　提督！」

「姫船長！　姫船長！」

　そんなふうに輪をつくる海賊たちを、カルドは呆然と見ていた。

　これが、海賊船に乗りこんだカルドの一日目。そして、銀の獅子と呼ばれるガルシアと、その姫ヴィクトリアとの出会いだった。
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　取とり締しまり船せんから無事に逃のがれたものの、紅の人魚ル・セーレーン号の損そん傷しようは激しかった。船体の左さ舷げんに大穴が開いて、船ふな大だい工くの臨りん時じの修理が終わるまで、カルドは他の下したっ端ぱ船員とともに、流れこんでくる海水を搔かき出す作業に追われた。

　それが終われば、とっくに夜になっていて、出されたパン代わりのビスケットをかじりスープを吞のむと、船せん倉そう近くの部屋のハンモックに転がりこんで、泥どろのように眠ってしまった。

「朝だぞ！　起きろ、寝ぼすけども！」

「わあっ！」

　がんがんと鍋なべを叩たたく音で、カルドは飛び起きた。いつもの自室のベッドの上だと思っていたので、ハンモックから転がり落ちて、したたかに身体からだを打った。そんなカルドの姿に一緒の部屋で寝ていた下っ端たちが、声をあげて笑う。

「さあ、顔を洗って飯めしだぞ！　ほうれん草！」

　昨日から海かい賊ぞくたちはカルドをそう呼んでいた。ヴィクトリアがつけたあだ名が、すっかり浸しん透とうしてしまったらしい。カルドはもはや、反論する気も起こらず、ビスケットにワインの簡単な朝食をとる。

　そして「仕事だぞ！」と言われて、他の下っ端たちのあとについて、上の甲かん板ぱんへとあがろうとしたが。

「違う、てめぇは今日からこっちだ！」

　カルドの腕うでをぐいと引っ張ったのは、ヴァルバトスだ。彼はカルドに「ついてこい」と告げると、船せん尾びの区く画かくへと移動する。船尾は、戦せん艦かんならば艦長室や士官たちの部屋があり、商船ならば船長室や貴き賓ひん室しつと、つまりその船で一番身分が高い人々がいる場所だ。

「ここだ」

　案内され、開いた扉の向こうの光景に、カルドは目を見張る。

　船内ということで、空間自体は狭せまいが、そこはカルドが今まで見たどんな部屋よりも、豪ごう華かなものだったのだ。

　踏ふみしめた床は固い板張りの甲板ではなく、ふかふかとした絨じゆう毯たんだ。砂さ漠ばくの国渡りだとわかる、赤い薔ば薇らと緑のツタの意い匠しようが描かれた豪ごう奢しやで精密なもの。片側の壁を飾るのは、花園で眠る姫君を守る一角獣ユニコーンの絵を織りこんだ、タペストリー。いかにも、婦人が好みそうな、幻想的な神話の光景だ。

　もう片方の壁には、飴あめ色いろに輝くこれまた薔薇と翼のある神話の動物が彫ほりこまれた、本棚があった。そこには、貧乏学生のカルドから見て、思わずよだれを垂たらしてしまいそうな、高価で貴重な本が並んでいた。歴史に文学、地理、天文、最新版の百科事典もある。

　船の中でありながら、そこはさながらどんな王おう侯こう貴き族ぞくの城にも負けない、サロンのようだった。

　そして、猫ねこ脚あしの長なが椅い子すと、その横の椅子にはサロンにふさわしい住人が二人座っている。

「よお、昨日見たな。お前がヴァルが連れてきた、新入りか」

　そう声かけたのは、ガルシア。乱暴な口調であり、長椅子の片方の肘ひじ掛かけに、その長い脚を投げ出して横たわる、行ぎよう儀ぎの悪い姿である。しかし、それはどこか草原に悠ゆう然ぜんと身体を横たえ、うたた寝をする獅し子しのような、堂々とした威い厳げんに満ちあふれていた。

　こちら見る、蒼あおい瞳に射いすくめられるように、「はい」とカルドは答え、かしこまった。海賊なんて！と、今だって思っている。だが、彼の前では恭うやうやしくへりくだり、膝ひざをつき頭こうべを垂れるのが当然と思えてくる。

　王というのはこんな男のことを言うのだろうとカルドは思う。それと同時に、どうして彼が海賊などしているのか、わからない。

　そして、その海賊の隣の椅子に座る少女も、この華か麗れいなサロンならばともかく、海賊船にいるのは相当場違いだった。

　輝く黄金色の髪を垂らし、その左右にオレンジの造花がついたリボンが揺れている。ミルク色の肌は真しん珠じゆの光こう沢たくを持ち、なおかつ、薔薇色の血色がさらに彼女をはつらつと愛らしく見せていた。

　髪を飾る花と同じ、オレンジの花か冠かんの意匠のドレス姿。ほっそりとした首元を飾るのは透すけるチュールのスカーフ。同じく袖そでから覗のぞく腕も、たっぷりのブレンドレースの飾り袖に縁ふち取どられ、よけい華きや奢しやに可か憐れんに見える。
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　その少女が、美しい翠玉エメラルドの瞳で、まっすぐに自分を見ているのに、ドキドキとして、カルドはまともに彼女を見られなかった。そんなカルドの様子に、ガルシアが声をあげて笑う。

「うちの姫様があんまり綺き麗れいなんで、まともに見られないか？」

「い、いえ、あの……」

「まさか、わたしがわからないの？」

　聞き覚えのある少女の声に、カルドは目を丸くした。

「え、き、君!?」

「やっぱり、わかっていなかった！」

　少女、ヴィクトリアはあきれたような顔をする。長椅子に横たわるガルシアは、ゲラゲラと腹を抱かかえて笑う。

「ま、昨日のお前のオイルに汚れた艶あで姿すがたじゃ、見違えて当然だな」

「あれは、船尾の大たい砲ほうの調子が悪くって、手入れに手間がかかったのよ。おかげで無事に弾たまが出て、女王の犬の追っ手を振り切れたじゃない」

　そう、昨日のガルシアが撃うった大砲こそが、ヴィクトリアが油まみれになって、整備したものなのだ。

「そりゃ、ご苦労だったな。おかげで弾が出た」

　ガルシアは言い、カルドを見る。

「うちの姫様は綺麗だろう？」

「は、はい！」

　カルドは思わず元気よくうなずき、ガルシアが声をあげて笑うのに赤面し、「す、すみません」と言う。

「謝あやまることはない。ドレスを着たトリアが綺麗なのは、当たり前だからな」

「わたしはドレスなんて窮きゆう屈くつで嫌いよ。船の上では半ズボンキユロットのほうが動きやすいんだから」

「まだ、そんなことを言っているのか、このお転てん婆ばめ！」

　ガルシアが困ったとばかり、ため息をつき、ヴィクトリアは「ドレスじゃ、大砲の整備もできないじゃない！」とそっぽを向く。

　そんなすねた表情さえ、可愛かわいらしいとカルドは思う。昨日の不敵な海賊船の船カピ長タンの顔から、年とし相そう応おうの愛らしい少女の顔を見せるヴィクトリアに、カルドは魔法に掛けられたようにくらくらとした。

　そして、ガルシアとヴィクトリア、銀と金の二人が並んでいる様は、ひどく似合っている。まるで一枚の絵画のようだ。

　だが、二人の関係はなんなのだろう？とカルドは疑問にも思う。親子というには、ガルシアが若すぎるし、兄きよう妹だいというには二人の容よう姿しはあまりにも違いすぎる。

　そんなふうにカルドが考えていると、ガルシアが寝っ転がっていた長椅子からゆらりと身体を起こした。長身の彼がそんなふうに動くだけで、その王者の雰ふん囲い気きにカルドは圧あつ倒とうされて、思わず、一歩後ずさりそうになる。

　しかし、そのカルドの足をとどめるように、ガルシアはカルドを、ひょいひょいと手招きした。術にでも掛けられたように、カルドは彼の座る長椅子の前へと、歩み寄る。

「ふぅん、見事に悪党にはなれない面つら構がまえだな。俺たちに出会わなきゃ、役人か教師か、そんな平へい凡ぼんな人生で一生を無事に終えそうだ」

「平凡ですけど、教師になることはつまらないとは思いません」

　その言葉にかちんときて、思わずカルドは反論した。「ん？」と声をあげたガルシアの蒼い瞳に貫つらぬくように見られて、カルドは伸びあがるように、全身をこわばらせた。まさしく、獅子ににらまれたネズミである。

　それでも、カルドは震ふるえる声で告げた。

「確かに僕は教師を目指していますが、それがつまらない仕事だとは思いません。将来ある子供たちに学問を教える大切な仕事ですから」

「なるほど、職業には貴き賤せんはないと、東の国の果てだったか、どっかの偉えらい坊ぼうさんが言っていたな」

　ガルシアはあごに手をあて「ふむ」とうなずき、そして「悪かった」とカルドに言った。

「確かに俺は楽しく海賊をやっているが、本人がその仕事に誇ほこりを持っているなら、馬ば鹿かにするのは、いけないことだ。悪かったな、カルド先生」

「い、いえ、僕はまだ教師ではありませんから」

　海賊が素直に謝ることが、カルドには意外だった。しかし、謝られて悪い気がする人間はいない。まして、〝先生〟などと呼ばれれば。

「いや、アンタはこの船では先生だ。一年契けい約やくで、トリアの家庭教師をやってほしい」

「はい？」

「契約期間の一年が終われば、アンタを解放するし、望みどおりチェッタの街にも無事に送り届けよう。それに、十分な報ほう酬しゆうも与える。

　そうだな、マーシアの金貨、百枚でどうだ？」

「ひゃ、百枚!?」

　カルドは素すっ頓とん狂きような声をあげた。金貨百枚もあれば、四年の大学生活を十分送るどころか、好きな本も買えてかなり余裕のある暮らしができるだろう。それに、田舎いなかの両親も生活を切り詰めて、カルドに仕送りをする必要もない。

　しかし、相手は海賊である。こんなうまい話があるわけがない……とカルドは、即答で引き受けることを迷う。

　────いや、そもそも相手は海賊なんだから、その金を受け取って、教師になるなど……。

「ヴィクトリアはこの先生のこと気に入っているんだろう？」

「そうね、昨日〝面接〟して、ひ弱なほうれん草っていう印象は変わらないけど」

〝面接〟というのは、どうやら昨日の出会いらしいと、カルドは思い出す。甲板を石で磨みがかされた、あれが〝面接〟というのならば。

「けど、茎くきは太くて一本芯しんが通っている。歯ごたえがあるのは、嫌いじゃない」

　カルドの苦く悶もんをよそに、二人は話している。そして、ガルシアは「なら、決まりだな」と言う。

「ヴァル、いつもながら、お前の見る目は確かだな。この先生は合格だ。今日から、トリアの家庭教師をしてもらう」

「はい、提督カピタン・ヘネラルも気に入ったようで、探して連れてきたかいがあるってもんで」

　後ろで控ひかえていたヴァルバトスが、うれしそうに言うが、カルドはそれどころではない。

「ちょっ！　僕は引き受けるとも、なんとも……」

　慌あわててカルドが言えば、ガルシアが唐とう突とつに長椅子から立ちあがった。そして、カルドを見下ろすように見る。

「先生」

「な、なんですか？」

「どっちにしても、アンタにはこの船に一年はいてもらう。先生と呼ばれてトリアの家庭教師をして、椅子に座っているか、それとも、雨風に打たれながら辞書で甲板を磨き続けるか、どちらかを選ぶんだな」

　家庭教師を引き受ければ、楽な仕事に就つけるが、断れば、昨日のような重労働をさせられるということだ。

「ま、ここにいる奴やつらみたいに、男らしい身体つきになりたいっていうなら、甲板磨きの仕事を選んでもいいけどな」

　「どっちがいいか、考えるまでもないよな」と男らしくも凶きよう悪あくな微笑ほほえみを浮かべながら、バンッ！とカルドの肩かたをガルシアは叩いた。カルドはそれだけで、よろめく。

　その脇を通り過ぎて、ガルシアはヴァルバトスを連れて、船室を出ていった。

「ガルシアの命令は、この船では絶対よ。観念することね」

　呆ぼう然ぜんとしているカルドに、ヴィクトリアが声をかけた。カルドは振り返る。

「それに、甲板磨きより、わたしに学問を教えるほうが、よっぽど楽な仕事でしょう？一年で解放されるうえに、金貨百枚受け取れるんだから」

「そんな夢みたいな話を、僕が信用するとでも？　海賊なんて……」

「信用できない？　だけど、ガルシアは約束を守る男よ。彼を見て、なお信用できない男だなんて思う人を、わたしは知らない」

「…………」

　ヴィクトリアはきっぱりと言う。確かに彼が海賊だと知らなければ、カルドはきっとどこかの王様か貴族に違いないと思っただろう。そして、おそらく信用した。

「それから、あなたに言っておくけど、海賊というのは、王侯貴族以上に契約社会だ。下っ端にいたるまで、報酬は決められているし、その働きが同じなら、分配は平等にされる。その分配を決めるのは船カピ長タン。この場合は、提督カピタン・ヘネラルのガルシアね。

　海賊には地位も名めい誉よも関係ない。報酬がすべてだから、それが少しでも不平等なら、乗組員の間に、とたん不平不満がわき起こる。

　最悪の場合、反乱が起こり船長は小舟に乗せられて追放か、無人島に置き去りね」

　船からの追放というのは、極きよつ刑けいに等しい罰ばつなのだと、あとでカルドは知った。なにしろ、舟には一食分の水と食料しか与えられず、海うな原ばらの真ん中に放り出される、もしくは無人島に置き去りにされるのだ。いっそ、ひと思いに殺したほうが、まだ残ざん酷こくではない……というものだろう。

　だが、このときカルドはヴィクトリアの話し方に違和感を感じていた。そして、その違和感の理由に気づく。

　自分や他の海賊たちには男言葉で話し、命じるのに、ガルシアに対しては、年相応の娘らしい口調なのだ。感情豊かにすねて、甘える。

「……あの」

「なんだ？」

「君とあの提督カピタン・ヘネラルと呼ばれる人とは、どんな関係なんだい？　もしかして、君のお父さん？」

　カルドは疑問に思ったままを口にしただけだが、とたんヴィクトリアのレースの肩掛けに包まれた細い肩がびくりと震えた。形のいい細い眉まゆが、きりきりとあがる。

「ガルシアは、父親なんかじゃない！　わたしの……！」

　叫んだヴィクトリアは、それ以上は言葉につまり、そのまま部屋を飛び出していった。それを呆然と、カルドは見送った。
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　────ガルシアの馬鹿、馬鹿、馬鹿！

　ヴィクトリアの心は嵐あらしのように荒れ狂っていた。それは、このところなじみとなった感情だ。自分の後こう見けん人にんであり、育ての……なんといったらいいのかわからない存在に対してのいらだち。

　幼おさない頃から、ずっとガルシアはそばにいてくれた。船で国を出てからはなおさらだ。幼いヴィクトリアは船の生活にたちまちなじんだ。恐い顔をした海賊たちも、実は心優しくて『姫』『姫』と彼女を可愛がってくれた。当然、ガルシアも。

　彼はいろいろなことをヴィクトリアに教えてくれたのだ。船の操作の方法に、海かい図ずや、風の読み方。それに銃じゆうや大砲の撃ち方まで。

　そして、十五の誕生日には、この船、紅の人魚ル・セーレーン号を贈ってくれたというのに。船を見たとき、ヴィクトリアは飛びあがって喜んで、ガルシアに抱きついたほどだ。

『ありがとう、ガルシア！　大好き！』

『よせ、照てれるだろう』

　そんなふうに、ぶっきらぼうに言ったガルシア、なのに……。

『ちったあ、女らしくしろ』

　最近、ガルシアが口くち癖ぐせのように繰り返す言葉。男の格かつ好こうをしていると、必ずドレスに着替えろ！と言うし、あのひ弱な青年を家庭教師につけたのだって、勉強している間、ヴィクトリアが大人おとなしくドレスを着て、机に向かっていると思ったのだろう。

「思いどおりになんか、ならないんだから！」

　一番上の甲板まであがったヴィクトリアは、靴くつを脱ぬぎ捨て、重い絹きぬのドレスも脱いで、コルセットとパニエの姿になると、縄なわばしごを昇った。「姫!?」とまだヴィクトリアをよく知らない、入ったばかりの下っ端の海賊が声をあげる。それにヴィクトリアは律りち儀ぎに「姫って呼ぶなって言ってるだろう！」と叫ぶ。

　他の海賊たちは、ヴィクトリアがその格好でマストを昇る姿には、もう慣なれっこだ。誰だれもが平気な顔をしていた。

　するすると縄ばしごを昇り、メインマストの一番下の帆桁ヤードの上を歩く。大きな帆を支えるための、太い丸太のヤードであるが、それでも人二人がすれ違うには、慣れている者でないと難しい狭せまさだ。

　海風に髪をなびかせ、裸足はだしのヴィクトリアは、その上を危なげなく歩く。一番先まで行って、そこでヤードに腰こし掛かけた。

　幼い頃から、船はヴィクトリアの遊び場だった。だから、スカートをはいていたって、帆の上を跳んだり、駆かけたりすることだってできる。

　どんな船乗りにだって、負けやしない。ヴィクトリアはそう思っているのに、今さらガルシアは『女らしくしろ』と言う。

「ガルシアの馬鹿」

　口に出して、ぽつりとヴィクトリアはつぶやく。それは強い海風がマストを揺らす音に紛まぎれて、ヴィクトリアの耳以外、聞く者はいなかった。

『もしかして、君のお父さん？』

　唐突に、先ほどカルドに言われた言葉が蘇よみがえり、ヴィクトリアはむうっ……と口をとがらせた。

　なぜだか無性に腹が立った。ガルシアが自分の父と思われたことというより、自分と彼が親子だと思われたこと、それが嫌だった。

　ガルシアはああ見えて、二十五歳さいと若いのだ。

『俺の歳とし？　たぶん今年で二十五だろう？』

　孤こ児じだったから、正確な歳はわからないと、本人は平然と言っていた。そんな己おのれの出しゆつ自じを隠かくそうともしない。

　自分は自分だと、揺らぐこともない誇り高き海賊。ヴィクトリアが物心ついたときには、すでにガルシアは、一人前の海賊の男だった。

「父親に間違えられたと言ったら、あの海賊のことだから、笑い飛ばしておしまいね。

『十歳で隠し子とは、ずいぶんな強者だ』とかなんとか言いそう」

　豪ごう快かいに笑うその顔さえ想像できて、ヴィクトリアはむうっと眉み間けんにしわを寄せた。

「あんまり、しかめっ面ばかりするな。眉間にしわがある姫君なんて、理り屈くつっぽそうだって、王子様に敬けい遠えんされるぞ」

　下から声がして、そちらを見れば甲板の縁にガルシアが立っていた。彼の低くていい声は、耳のそばを吹き抜ける海風にも邪じや魔まされることなく、よく届く。

「誰がそんな顔させているのよ！」

「俺か？　なら、俺のため息の原因もお前だな」

「お互い様とでも言いたいの？」

　縄ばしごに足をかけ、こちらに昇ってこようとするガルシアに、ヴィクトリアは「来なくてもいい！」と言う。

「こっちから行くから」

　ヴィクトリアは帆桁から立ちあがり、狭い丸太の上を裸足で駆ける。

「馬鹿！　トリア！　それをやるな！」

　彼女が今からすることがわかったのか、ガルシアは叫ぶ。そのクセ、彼女を待ち構えるように、縄ばしごから足を外はずし、甲板に立って、両手を広げている。

「行くよ！」

　駆けてきた勢いのまま、ヴィクトリアは下へと飛び降りた。ガルシアの腕めがけて。

「まったく、このじゃじゃ馬！」

　上から落ちてきたヴィクトリアを、力強い腕でしっかりと受け止めて、ガルシアが本気で怒った顔で怒ど鳴なる。そんな彼に、ヴィクトリアはきゃらきゃらと笑いながら。

「今度は馬!?　こんな美女を捕つかまえて、ひどいわ！」

「お前が母親譲ゆずりの美人なのは認みとめるが、美女と呼ばれたけりゃ、もう少しコルセットを押しあげるふくらみが大きくなきゃな」

　コルセットを押しあげるふくらみ、つまり胸が大きくないと言われて、ヴィクトリアはとたんにむくれる。ささやかな胸は、成長期の彼女の悩みだったりするのだ。

「美人、不美人に胸の大きさなんて関係ないでしょ！　ニカエアの女神の胸だってささやかなものだったわ」

　ニカエアとは海の女神を信しん奉ぽうしていた古代の文明で、たくさんの大だい理り石せきの彫ちよう像ぞうを残している。そして、その女神の胸は確かにいずれもささやかであった。

「そのニカエアの女神より、お前の胸はえぐれているように見えるんだけどな」

「さ、さすがに、えぐれてなんかいないわよ！」

　コルセットと下着のレースに包まれた胸をじっと見るガルシアの顔をグイ！と押しのけながら、ヴィクトリアが言う。

「それより、トリア。胸はともかく、太ったんじゃないか。お前、重くなったぞ」

「失礼ね。成長期なのよ。背だって、この一年で、ヴァルの手を横にして、指四本分伸びたんだから！」

「へぇ、そんなにでかくなったのか」

　重くなったと言いながら、ヴィクトリアを抱くガルシアの腕は力強く、軽々と彼女を運び、甲板の上に下ろした。

「なったわよ。もう十五歳よ」

　プン！とヴィクトリアはそっぽを向く。

「もう、そんなになったのか。俺が初めて会ったときは、お襁む褓つをつけた赤ん坊で、抱いてやったら、膝の上を大洪水に」

「もうっ！　年頃の娘に、無神経な発言！　こんな海賊が父親なんて、冗じよう談だんじゃないわ！」

「なんだそりゃ」

「あのほうれん草先生が言ったのよ」

　カルドのことである。彼が聞いたら、とうとう、〝ほうれん草〟に〝先生〟がついてしまった！と嘆なげくに違いない。

「ガルシアが、わたしの〝お父さん〟か？って。当然、違うって答えてやったけど」

「……そうか、父親か」

「？」

　予想と違うガルシアの反応に、ヴィクトリアは首を傾かしげる。笑い飛ばすと思っていたのに、なぜか少し悩んでいるような顔だ。

「やだな。相手が海賊だから、ガルシアぐらい若くても、子供がいると思ったんじゃないの？」

「お前が俺の子なら、俺が十歳の時の子供ってことになるからな。そりゃ、相当のませガキだ」

「ガルシアの正確な歳はわからないんじゃない？」

「いずれにしたって、お前は俺の子じゃねぇよ。お前が俺の一いつ張ちよう羅らを濡ぬらしてくれたのは、お前よりさらに背が低いガキの時……」

　そこまで言いかけたガルシアのすねを、裸足の足で蹴けり飛ばせば、「いてて！」と海賊は足を大げさに抱える。

「お前、足癖が悪いぞ！」

「もうっ！　また、それを口にする！　こんな、無神経な海賊！　わたしの父親であるわけない！」

　ヴィクトリアが叫んだところで、よろよろと最上階の甲板にあがる階段をのぼって出てきたのは、その〝親子問答〟の原因を作ったほうれん草、もとい、カルド〝先生〟となった彼だ。

「あ、よかった、こんなところにいたんだ」

　ヴィクトリアを探し回っていたのだろう。カルドはホッとした顔になると、とたん、青くなって口元を押さえた。

「おい！　ここで、やらかすなよ！」

　ガルシアは、そんなカルドの首根っこをつかんで、船ふな縁べりへと連れていくと、首だけ海へと突き出す。

　しかし、カルドはなにを勘かん違ちがいしたのか。「ぼ、僕は泳げません!!」と叫んで手足をばたばたとさせる。よほど昨日のヴァルバトスの〝サメの餌えさ〟の脅おどしと、海に落ちかかったことが、堪こたえているらしい。

「馬鹿、落とすか！　つかんでいてやるから、吐はくなら吐いちまえと言ってるんだ！」

「う、ううっ！　揺らさないで……きぼち…わる……」

　そんな情けない己の先生の姿を、ヴィクトリアは腕を組んで、あきれたように眺ながめる。

「船ふな酔よいなんて、海賊の家庭教師の肩書きが泣くわよ。ほうれん草先生」

「だから、僕はほうれん草では！　うぷっ！」

「ああ！　だから、甲板汚されるのは困るんだ。船から顔を出せ！」

「いっそ、海に放り投げちゃえば、この船も汚れないし、先生の船酔いも治るんじゃない？」

「じ、冗談じゃない！　さ、サメの餌になるのは嫌だ……う、うぅ！」

「だから、トリアの言うとおり、本当に海に投げるぞ！」

　そんな甲板でのひとときの騒そう動どうとなった一日も終わり。
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　三日目。カルドの船ふな酔よいはぴったりと治まっていた。医者に見えない、凶きよう悪あくな面つら構がまえのうえに、片方の足が偽ぎ足そくの船医がくれた、煎せんじ薬のおかげだろう。とんでもなくひどい匂においの丸がん薬やくで、初めカルドは吞のむのを躊ちゆう躇ちよしたのだが、医者がそれを口に押しこんだのだ。口を押さえられたうえに、鼻までつままれては、吞みこむしかない。

　そして、朝食を食べたあと、さっそくヴィクトリアを教えることになった。

　子し女じよの教育といえば、縫ぬい物やレース編あみ、学問となれば綴つづり方や、せいぜいが詩編や戯ぎ曲きよくの朗読というところだが、ガルシアの注文は違った。

「歴史に政治、先生が得意なところだろう？　そいつを教えてやってほしい」

　確かにカルドは歴史と、王や貴族たちがどのように国を動かしてきたか。いわば、政治や帝てい王おう学がくにも興きよう味みを持ち、大学でそれをもっと学ぼうと思っていた。

　しかし、それが女子の教育に必要なのか？と問われると首を傾かしげるところだ。歴史に詳しく、政治にもさとい女など、男は欲しがらないだろう。

　そんな考えが顔に出ていたのかもしれない。ガルシアは口元を不敵にゆがめて言った。

「ま、トリアは学ぶ必要があるのさ。あいつはこの船の姫で、未来の女王様だからな」

　

　

　その言葉の意味を、カルドは考えていた。

　女王といえば、北の大国マーシアだ。夫を持たぬ女王は、鉄の処しよ女じよなどと、恐ろしい名で呼ばれている。が、ヴィクトリアがその血族というのは、考えにくい。

　マーシアは昔から海軍力が強く、外海も内海も海かい賊ぞく船せんを取り締しまって歩いているのだ。彼らと敵対する海賊に、女王の血けつ縁えんがいるなど、まして、将来の女王候補などあり得ないだろう。

　では、どこの女王なのか？と、カルドは考える。

「先生、ここなんだけど」

「あ、ああ、なに？」

　ヴィクトリアに呼びかけられて、カルドが我に返ると、同時にドキリとした。

　目の前にはドレス姿の娘。それも人形のように綺き麗れいなのだ。しかも、ただの大人おとなしい人形ではなく、その翠玉エメラルドの瞳は、生き生きとした生気と意思に輝いて見える。

　口を開けば、辛しん辣らつな言葉ばかりだろうと、彼女に惹ひかれないような男はいないだろう。

「上うわの空。そんなにわたしとガルシアのことが気になる？」

「い、いや……そんなことは」

「そうでしょう？　親子でもなければ、兄きよう妹だいでもない。まして海賊船に、わたしのような娘一人。みんなから〝姫〟と呼ばれて大切にされてる。そりゃ気になって当然よ」

「…………」

　そして、ヴィクトリアはとても頭のいい少女だった。活かつ発ぱつで聡そう明めいで美しい。どこをとっても完かん璧ぺきな姫君ではある。ただし、口は大変悪く、しとやかでもないが。

「いいわ、お話ししてあげる。

　むかしむかし、アルコバッサというとある国がありました」

「とある国なのに、はっきりアルコバッサって言ってるけど」

「お黙だまりなさい。これはあくまで、おとぎ話なの。だから、とある国でいいの」

「はぁ……」

　とある国もおとぎ話もなにも、これはヴィクトリアとガルシアの話なのだから、たとえ話もないだろう。

「ところで、アルコバッサのことは知っている？」

「まあね。外海に浮かぶ小さな島国で、確か、七年前の政せい変へんで、マーシアの属ぞつ国こくになったと聞いているけど」

　カルドの知っているのは、それだけではあったが、ヴィクトリアは感心したようにうなずく。

「さすが、将来の歴史の先生。普通に街に暮らしている庶しよ民みんなら、『どこの国？』っていうぐらい、小さな国なのに、知ってるみたいね」

「君たちはその国になにか関係があるのかい？」

「さて、ここからは、またおとぎ話よ。

　アルコバッサの国には立派な王様と美しいお后きさき様がいました。王様は海賊王と呼ばれて、海の荒くれ者どもを統とう治ちし、お后様は白しろ薔ば薇らのように美しく聡そう明めいな方でした。

　ところが、そのような美しい方というのは、たいていはこの現世では、儚はかなく散ってしまうものです。お后様は、自分に生き写しの姫君を産んで、すぐに亡なくなってしまいました」

　それが、ヴィクトリアなのだな……とカルドは思う。そして、気がつく。

「ええっ！　君って、アルコバッサの王女様!?」

「黙っておとぎ話を聞く！」

　ぴしりとヴィクトリアに言われて、カルドは、椅い子すに座っていた背をピン！と伸ばして、姿勢を正す。「はい」と返事をする。

「返事はよろしい。では、お話を続けます。

　王女様はすくすく育って八歳さいになりました。ところが美しいお后様に続いて、今度は立派な王様まで、事故で亡くなってしまったのです」

「事故で？」

　とカルドが尋たずねると、ヴィクトリアは「事故で」とオウム返しをした。

「これはあくまでおとぎ話だもの。そりゃよくできた戯曲なら、実は悪い大臣の陰いん謀ぼうで、王様は暗殺されました！とか衝しよう撃げきの展開になるんでしょうけど。証しよう拠こが見つからない以上、事故は事故になるでしょう？

　いくら酒に酔よっていたとはいえ、泳ぎが得意な海賊王が桟さん橋ばしから足を滑すべらせて転げ落ちただなんて。しかも、王様に誰一人従者がついていないで、朝まで気づかなかったなんて……ね」

「…………」

　つまり、やはり王様は事故ではなく、誰だれかに暗殺されたのだ……と、カルドは思った。証拠はないが、ヴィクトリアが今語ったとおり、王様の死因は確かに怪あやしすぎる。

「ねぇ、僕は今、とんでもない秘密を聞いたことにならないか？」

　カルドはつぶやき、青くなった。国王暗殺など、とんでもない国家機密ではないか。それをカルドのような庶民が知ったとわかれば、首など簡単に飛ばされてしまう。

「だから、これはあくまでおとぎ話って言ってるじゃない」

　ヴィクトリアはあきれたように言った。確かにこれは、おとぎ話として聞いたほうがいいお話だ。

　────僕が聞いたという事実は変わらないんだけどね。

「王様が死んでしまって、国は大混乱。幼おさない王女様を狙ねらって、悪い女王の軍隊が島に乗りこんできました」

　悪い女王とは、マーシアの女王だろう。確かに、アルコバッサからみれば、マーシアは侵しん略りやく者しやであり、女王も悪者ということになる。

　とはいえ、世界の半分を支配すると言われる女王を悪く言うことは、世の中では危険だ。だからこそ、これはあくまでおとぎ話の、たとえ話なのだと、カルドは自分に言い聞かせる。

「王女様はどうなったの？」

「王宮は悪い女王の軍隊に囲まれて、王女様の命は風ふう前ぜんの灯ともし火びでした。しかし、彼女の前に颯さつ爽そうと正義の味方の海賊が現れたのです」

　その海賊とは、ガルシアのことだな、とカルドは思う。

「……彼こそが、提督カピタン・ヘネラルの称号を受け継ぐ海賊。そして、王女様を助けて彼は、国こつ境きようのない海へと逃のがれました。

　以来、海賊と王女の行方ゆくえは、誰にもわかりません。めでたし、めでたし」

「……それって、めでたしなのかい？」

「めでたしでしょう？　王女様も海賊も無事だったんだから」

　ヴィクトリアは当たり前のように言うが、歴史を学ぶカルドは不満顔だ。

「王女様が助かったのはめでたいけどね。普通なら、その先があるはずだよ」

「その先？」

「たとえば、国を取り戻すとか、新たな国を興おこすとか。他国の王子の元に嫁とつぐとかさ」

　それが、カルドの知る歴史であり、伝説である。悲劇の王族の落としだねは、消えたままでいてはいけないのだ。

　必ず彼らは、国を興すなり、国を奪った者への復ふく讐しゆうを企くわだて、成功するなり失敗するなりして、歴史の闇やみへと消えていく。

　それから考えると、ヴィクトリアたちはまだ旅の途中なのだろう。

　国は滅ぼされ、ヴィクトリアは助かった。だが、彼女がアルコバッサの王女である限り、国を取り戻し、その女王とならねば……。

「どうして、そんなことしなきゃならないの？」

「え？」

　いきなりそう言われて、カルドは面食らった。そしてヴィクトリアは、ひどく気分を害したようにふくれっ面をしている。

「どうして、必ず国を取り戻さなきゃいけないの？　そのうえ、わざわざ国を興すなんて。あげく、好きでもない男のところに嫁げだなんて、冗じよう談だんじゃない」

「い、いや、しかし、それは王族の義務だから……」

「なんの義務、誰が決めたの？　お空にいるとかいう、神様？」

「そ、それは……」

　面と向かって聞かれると、カルドにも答えようがない。

「だけど、国がなければ、王や王女は存在しないよ」

「なら、わたしは王女でなくていい。そんな窮きゆう屈くつなものいらない」

　ついに自分がその王女と認みとめ、ヴィクトリアはそっぽを向いた。

「わたしはこの船が好きだし、海が好き。どうして、国なんてちっぽけなものにとらわれなきゃいけないの？　国がないとと、あなたは言うけど、わたしにとってはこの海と世界が、すべて自分の国のようなものだわ。自由で、どこまでも行ける」

「……あの、さっきのおとぎ話なんだけど」

　カルドには海の広さも、国の重さや大きさも、もてあますものだった。靴くつ職人の子供として生まれた自分にはだ。それは本で学んできたことであり、遠い世界のことだったのだ。

「なに？」

「いや、王女様を救すくった海賊のことなんだけど」

　つまりはガルシアのことである。

　明らかな話題逸そらしだが、カルドには答えの出せることではない。王女や国家のことなんて。

　そして、国を追われた王族は必ず国を取り戻さなければならないのか？　など。

「彼は一体なんなんだい？」

「一体なにって、正義の味方の海賊よ」

「だけど、僕からするとすごく唐とう突とつに海賊が現れたように思えるんだけど。まるきり海賊が、王女様を誘ゆう拐かいしたみたいに」

〝誘拐〟の言葉に、ヴィクトリアの細い肩かたがぴくりとはねた。そして、彼女は思いきりとがった声で言った。

「ガルシアは、ガルシアよ！　彼は、提督カピタン・ヘネラルと呼ばれたバルタザール王の養やしない子で後こう継けい者しや。つまり、彼こそが今の提督！　わかった？」

「は、はあ……」

　一気に言い切られて、カルドはうなずくしかなかった。
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　真ま夜よ中なか。

　カルドは昼間、ヴィクトリアを教えていたサロンへと、やってきていた。カンテラを手に暗い船内を行き、たどり着いたサロンに明かりがあったときには、ホッと息をついた。

　扉を薄く開いて身体からだを滑りこませ、静かに閉める。足音を立てないように気をつけて、向かった先は、本棚の前だ。

　立派な革かわ張ばりの百科事典にも心惹かれるが、今のカルドの関心は、一冊の本にあった。

　アルコバッサ史。それを手にとって、ページをめくる。カルドの住んでいた田舎いなか町まちの図書館には、置かれていなかった本だ。

　外海に浮かぶ、この島国自体、歴史に興味があるカルドでさえ、さして関心を払わなかった。せいぜいが、最近政変が起きた。それぐらいである。

　ところが。

　────なるほど、これはマーシアが攻めこむはずだ。

　アルコバッサの主おもな産業は、海上交こう易えき。さらには、その商人たちは武装をしていて、自じ衛えいの手段の他に、交易でもめごとが起きたときに、武力で解決することもあったという。

　つまりは海賊行こう為いだ。アルコバッサは、国自体が海賊国家だったということか。

　そして、マーシアは世界の半分を支配するという、海軍が強い国なのだから、これはアルコバッサと対立しても仕方ない。

「だから、アルコバッサは滅ぼされたのか？」

「アルコバッサは滅んでなんかいないぜ」

　その声にカルドは飛びあがった。そして声がした方向を見れば、こちらに背を向けていた長椅子から、長い腕うでがにょきりと伸びた。その手には銀のゴブレット。葡ぶ萄どう酒しゆが明かりを受けて揺れている。

「海と船がありゃ、俺たちはどこでだって生きていける。だから、アルコバッサは滅びない」

　そんな言葉とともに、昼間と同じく寝そべっていたのだろう、椅子から身を起こしたのは、ガルシアだ。

「よお、調べ物か？」

「ひ、昼間この本が気になったもので」

　椅子から立ちあがったガルシアは、ぺたぺたと裸足はだしで、こちらに歩いてくる。一人で酒盛りでもやっていたのか、上着も脱ぎ、シャツの前をだらしなく、へそが見えるほどにはだけている。

「ああ、それなら、俺も読んだ。何回もな」

「あなたが？」

　紳しん士しとしてとても認められないだらしない姿だが、しかし、それでも彼にはどこか獅し子しのどう猛もうな……王の風ふう格かくとも言えるものがあった。なるほど、ヴィクトリアが海賊王と言うはずだと、カルドは納得する。

「自分の国のことを学ぶのは当たり前だと思うが？　アルコバッサの成り立ちは、島の男が海の女神と交わってできた子が、初代の王エンリケとなった。そう、書いてあっただろう？」

「は、はぁ……」

　序章の部分に確かに書いてあった。古い国の成り立ちは、だいたい神話から始まる。実のところ、アルコバッサは、マーシアよりも、その歴史は長かったのだ。

「まあ、神話は神話だ。だが、アルコバッサの民は、ずっと海の民だった。船に乗り、大おお海うな原ばらをどこまでも旅する。

　海の上には国もなにもない、誰もが自由だ。その掟おきてを破やぶったのは、マーシアのほうだった」

「…………」

　これはいきなり核かく心しんに来たぞ……と、カルドは思う。そして、警けい戒かいするように言った。

「僕が聞いたのは、おとぎ話です。ヴィクトリア姫がそう言ってました」

「おとぎ話か。そりゃいいな。じゃあ、こいつも、昔々のお話だ。おとぎ話のたぐいだろうさ」

　ガルシアは声をあげて笑う。しかし、その瞳はまったく笑っておらず、カルドを見み据すえて言う。

「言ったとおり、古代から海には国境はなく自由だった。それを支配しようとしている馬ば鹿かが、マーシアだ。

　奴やつらは、海軍の力にものを言わせて、自分たちが貿ぼう易えきを独占しようとしている。確かに今や世界の半分を支配しているんだろうな。だが、あとの半分は海賊の世界だ。そいつは支配できない」

「アルコバッサは、マーシアの支配に抵てい抗こうしたから、攻めこまれた？」

　確かに、近年力をつけたマーシアが交易の海路を独占しようとしている。……とは聞いていた。そして、それに抵抗して海賊となった商人たちがいたとも。

　まさかその噂うわさが、本当だったなんて。

「提督カピタン・ヘネラルというのは、アルコバッサの王の称号だ。王ではなく、提督。すべての海賊船を統すべる船長カピタンって意味でな。バルタザールは、この内海の他に六つある外海を統べる提督だった。だが、支配者ではない。なぜなら、海の民は自由を求めるからな。

　バルタザール自身も、自由で懐ふところの大きな男だった。誰からも慕したわれ、誰もがあの男を尊敬した。まさしく、海のような男だったぜ」

　それが、ヴィクトリアの父親であり、アルコバッサの王であり、世界中の船乗りたちをまとめる提督だったのだと言う。

「海は広くて自由だが、同時に危険もたくさんある。だから、海商たちは自然に武装したのさ。そりゃ、現地の悪あく辣らつな商人や横暴な王が、金を払わず商品だけ奪い取ろうとすることもある。そうなりゃ、一発食らわせるのは、礼れい儀ぎってもんだろう」

　そんな荒くれの海の男たちをさして、昔は海賊と言ったのだとガルシアは自じ慢まんげに言う。

「今でも俺たちは、昔どおりの商売をしているのさ。他の船を襲おそうなんてことはしてない。もちろん、挑いどんでくる相手とは、戦うがな」

「なら、なぜマーシアは、あなたたちを追うんですか？」

「マーシアは自国が許きよ可かした商船の商売しか許しちゃいないからな。女王様の委い任にん状じようがない船の商売は、一切犯罪ってわけだ。あげく、よその船を襲うような外げ道どうと、俺たち海の男を一緒くたにして、海賊扱あつかいだ」

　しかし、これほど海賊が多くなったのは、マーシアの失しつ策さくでもあるとガルシアは肩をすくめる。

「海は自由で誰のものでもないのに、女王様が勝手に出張ってきて、見えない国境とやらを引き出したわけだからな。それも、公平じゃない自分の気に入りの商人や船だけに、自由に海原を駆かけていいと言う。

　そりゃ、今まで自由にしてきた野郎どもは気に入らないだろうし、女王様の威い光こうを背に、利り益えきを独占する犬ハイエナどもにも頭にくるだろうな。犬がしっぽ振ってお宝を満まん載さいした船が目の前を横切れば、少しはかすめ取っても構わないと思うだろう」

　そういう、マーシアの利権から外はずれた武装商船が、海賊となって船を襲っている。それが現状なのだと言う。

「マーシアの女王様は、自分に逆らう汚けがらわしい海賊どもは、すべて首をはねてしまえ！って、キーキー金切り声あげてるらしいけどな。いくら手配船が増えようが、効果はあまりねぇみたいだな」

　女王が怒って地じ団だん駄だを踏む、その光景が見えるとばかりガルシアは声をあげて笑う。

「海賊を滅ぼせるわけなんかない。俺たちは女王様の国ができるずっと前から、海に暮らしてきたんだぜ。

　海はどこまでも広いんだ。内海と六つの外海、すべて航海した俺だって知らない場所があるんだぜ。女王様の腕がいくら長くても、届くわけがない」

「それで、あなたたちは広い海に逃れながら、いつか、アルコバッサを再さい興こうしようと思っているんですか？」

　昼間、ヴィクトリアに投げかけた疑問をカルドは、再びガルシアに問う。ガルシアは、一瞬宙を見てから、カルドを見て逆に問う。

「トリアはなんて言っていた？」

「彼女は国にこだわりなど持っていないようでした。海が自分たちの故こ郷きようだと」

「そうだな。それがアルコバッサの海の娘だな。海が故郷であり、船が俺たちの家だ」

「…………」

　国や名誉にこだわらないのならば、それは自由な生き方なのだろうと、カルドにもこの海の民のことが理解できたような気がした。

　だが、カルドは大地に建つ普通の家に生まれ、大地を踏みしめて生きてきた。これからも、堅けん実じつで慎つつましくありたいと思っているから、とても、海の民のような生き方はできないだろうけれど。

「あの……ガルシアさん」

「ん？」

「あなたとヴィクトリア姫は、どんな関係なのですか？」

「どんなって、俺はあいつの父親のバルタザールの養い子だ」

「それは、姫から聞きましたけど」

「それ以外なにもねえよ。俺は孤こ児じでバルタザールに出会って拾われた。俺を一人前の海賊にしてくれたのは、彼だ。そして、トリアは彼の娘だよ」

　あっさりと己が孤児であると言ったガルシアに、カルドは戸と惑まどった。彼は海賊ではあるが、そのうえバルタザールの後継者の証あかしである〝提督カピタン・ヘネラル〟と呼ばれ、王女であるヴィクトリアを預かっている身だ。

　しかし、ガルシアはそんなカルドに笑って言った。

「俺の父親と母親は、海みたいなもんだ。海で暮らすのに、誰が親であるとか、誰の子であるとか、関係ないだろう？　俺は、バルタザールの養い子のガルシアだ」

　そう言って、提督と呼ばれる男は豪ごう快かいに笑った。
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　内海に面している、暗黒大陸と呼ばれる砂さ漠ばくと密みつ林りんの未開の地がある。

　その隠かくれた入り江に、海かい賊ぞくの街がある。ここで海賊たちは、戦利品を売りさばいたり、船の修理をしたりする。

　その歴史は案外に浅く、マーシアが世界の海の半分を支配する大たい国こくとして台頭し始めた、二十年ほど前にさかのぼる。

　その海賊たちの港街に、ヴィクトリアたちはやってきた。取とり締しまり船せんに傷つけられた船体を、修理するためである。

「まさか、この船まで修理するハメになるとはな」

　船の舳へ先さきに立ってガルシアはつぶやいた。

「でも、ガルシアの船のほうは、しっかり直っているみたいよ」

　横に立ったのはヴィクトリア。その格かつ好こうは、ドレス姿でなく、シャツにズボンの男姿。それを見て、ガルシアはとたん顔をしかめる。

「お前、また男の……」

「ほら、白鯨ブラン・オルカ号よ！　直ってる！」

　ヴィクトリアが指さした港の奥のドックに、停とまっている船が見える。紅の人魚ル・セーレーン号より、二回りも大きい、どこの国の軍船にも負けない船は、ガルシアの船であり、ヴィクトリアが家として育った船でもある。

　紅の人魚号と同じく、マーシアの戦せん艦かんに撃うたれ傷ついた白鯨号は、この海賊の街のドックに修理のために預けられていたのだ。

「見事に直っているな。さすがこの街の船ふな大だい工くは、どこの国の大工より腕うでがいい！」

　望遠鏡で己の船を見るガルシアは、満足そうだ。しかし、ヴィクトリアはどこか浮かない顔で、彼のその横顔を見ていた。正確には、その眼がん帯たいに覆おおわれた右目をだ。

「なんだ、まだ気にしてんのか？」

　ヴィクトリアのまなざしに気づいたガルシアが、振り返り笑う。「気にするに決まっているでしょ」とヴィクトリアは切なげな表情となる。

　あれは、三ヶ月前のことだ。





[image: ]






　マーシアの戦艦にいきなり追われ、砲ほう撃げきを受けた。そのとき、ヴィクトリアも白鯨号に乗っていて、ガルシアの命令で、嫌々ながら、ドレスを着ていた。

　そのドレスの裾すそが不幸なことに家具に引っかかり、ヴィクトリアは逃にげ遅れたのだ。

　その彼女に突然の砲撃で、砕くだけた船の木もく片へんが襲おそいかかった。

「ヴィクトリア！」

　あのときのガルシアの叫さけびは、今まで聞いた彼のどの声よりも、切せつ羽ぱ詰つまっていたとヴィクトリアは思う。

　そして、長身の彼の身体からだが己を抱きこむようにかばった。一瞬のことだったのに、まるで、魔法に掛けられたようにゆっくりと時間が流れているように見えた。

　ガルシアの右目を砕けた大きな木片が切り裂さいていくのも。

「ガルシア！」

「トリア、怪け我がはないか？」

「馬ば鹿か！　自分のほうを心配してよ！」

　ヴィクトリアは、家具に引っかかっているドレスをそのまま引き裂いた。その布をガルシアの目に当てて止し血けつのために彼の頭の後ろできつく縛しばった。みるみる、布が血に染まっていく。

「やれやれ、ドレスが台だい無なしだな」

「こんな布きれ！　今は邪じや魔まよ！」

　本当にドレスなど着なければよかった！と後こう悔かいした。たとえガルシアに言われたとしても、自分がこんな重たい格好をしていなければ、彼に怪我などさせなかったのに。

「ガルシア、早く、手当てを……」

「提督カピタン・ヘネラル！　マーシアの犬どもが三匹もいやがる！」

　ヴァルバトスがやってきてそう告げる。三匹とは、三さん隻せきの戦艦ということだ。

「たかだか犬三匹で大おお騒さわぎするなよ。こんぐらいで、白鯨号は沈しずみはしねぇよ」

　答えたガルシアの顔半分が血で染まっているのに、さすがにヴァルバトスもぎょっとする。

「大丈夫ですか？」

「動いてしゃべれるってことは、傷は脳みそまで達しちゃいねぇよ。海の魔女秘伝の軟なん膏こうぬっときゃ治る、かすり傷だ」

　ガルシアはそう言い、「手当てして！」と叫ぶヴィクトリアを残して、海賊たちの指揮をして戦い、見事に三隻のマーシアの戦艦を振り切ったが。

　結局、彼の右目は元に戻ることはなかった。永遠にその片目は失われたのだ。
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「そんな悲ひ愴そうな顔するな。左目はあるんだから、十分見える。距離感だって、今はつかめねぇが、慣なれりゃなんとかなるって、医者も言っていたしな」

「だけど、右目は元に戻らないわ」

「お前のためなら、目の玉の一つや二つ、惜おしくないさ」

「二つなら見えなくなっちゃうでしょ！」

　「確かに！」とガルシアは声をあげて笑う。そんな彼をヴィクトリアは半分は頼もしさを、そして半分は切なさをもって見つめた。

　この豪ごう快かいな海賊は、己の右目を失ったことなど、なんとも思っていないようだけれど、ヴィクトリアはやっぱり気にするし、後悔もしているのだ。

「まーったく！　また、船を壊こわしおったな！　この海賊め！」

　そんな二人に、桟さん橋ばしから声がかかった。見れば、そこに立っているのは、いかにも頑がん固こじじいといったふうの、初老の男だ。腕を組んで、こちらをにらみつけている。

「ジャンニじーさん、すまねぇな。また修理頼むぜ！」

「まったく、ワシが手塩にかけて造った船を、半年もせぬうちに壊す奴やつがいるか！　知らん！」

「そう、言わないでくれよ、じーさん」

　縄なわばしごを途中で飛び下りて、ガルシアがジャンニの元へと駆かけ寄る。

「アンタのかわいこちゃんを傷きずつけたことは、このとおり謝あやまるよ」

　両手をあわせて、東の果ての国の挨あい拶さつのように頭を下げて、ガルシアが頼みこむ。それに、ジャンニはふん！と鼻を鳴ならし。

「まったく、お前のやんちゃにも困ったものだな、ガルシア。右目をつぶして、まだ懲こりんか」

「すまん、ジャンニ」

「バルタザールがいない今、お前に小こ言ごとを言えるのは、ワシぐらいのものだからな。姫のためにも、自分の命は大事にしろ」

「わかってるって」

「それが、わかっているという態度か！」

　雷かみなりのような老人の声に、ガルシアが耳を押さえる。怒ったジャンニだが、それでも。

「あとで船をドックに運べ。白鯨ブラン・オルカ号と入れ替わりだぞ、まったく」

「礼を言うぜ、ジャンニ」

　ガルシアは礼を言い、老人はドックへと去っていった。

「よお、偽にせ提督カピタン・ヘネラル」

　そのガルシアに声をかけた者がいた。

　赤髪に赤あか髭ひげ、朝から酔よっぱらっているのか赤ら顔の巨体の男だ。背の高さは、ガルシアより拳こぶし一つ分低いが、横幅は倍はありそうに見える。

　嫌な顔を見たとばかり、ガルシアは無言でそこを通り過ぎようとした。ガルシア自身は、巨きよ漢かんの脇を通り過ぎる。

　しかし、船から下りてきてガルシアのあとに従った水すい夫ふに、赤髭の横にいた、これまた卑ひ屈くつな顔をした手下の一人がちょっかいを出した。

　足を差し出して、引っかけたのだ。派手に転んだ水夫は、たちまち頭に血をのぼらせて、「なにしやがる！」と赤髭の手下に食ってかかろうとした。手下のほうは、それを狙ねらって足を引っかけたのだ。「なんだやる気か！」と懐ふところからいきなり短剣を取り出して、すごむ。

「そんな玩具おもちやで、白鯨号の乗組員がしっぽを巻いて逃げると思うのか！」

「よせ、そんな馬鹿にかまうな」

　騒ぎに振り返ったガルシアは、水夫に声をかける。

「しかし、提督カピタン・ヘネラル！　こいつから！」

「くだらないケンカは買うなって言ってるんだ。誰だれ彼かれかまわず嚙かみつくような駄だ犬けんは、白鯨号の野郎とは認めないぞ」

「っ！」

　ガルシアに諭さとされた水夫は、にらみあっていた赤髭の手下から顔を背そむけて、そのままガルシアに従って行こうとした。

「ふん！　腰こし抜ぬけめ！」

「このっ！」

「だから、よせと言っているだろう！」

　手下の声が水夫の背にとび、瞬間、怒ど気きに顔を染めた水夫が、再び手下につかみかかろうとするが、それをガルシアがすかさず叱しつ責せきする。

「まったく、弱い犬ほどきゃんきゃんとよく吠ほえるもんだ。そいつに反応するお前も、負け犬になっちまうぞ」

　「弱い犬とはなんだ！」と赤髭の手下が怒ど鳴なるが、それに対してガルシアはギロリと視線を向けた。とたん、怯おびえたようにその男が黙だまりこんでうつむく……ところを見ると、本当に負け犬だったようだ。

　ガルシアは水夫を連れて、再び行こうとしたが。

「おいおい、俺様を無視したままか？　そんなにこのゲールマン様が恐こわいかよ？　偽提督カピタン・ヘネラル」

　赤髭……ゲールマンが馬鹿にしたように笑う。同時に、ガルシアの視線に怯えていた手下も、彼におもねるように、声をあげて笑った。

　ゲールマンがガルシアを偽提督と呼ぶのは、彼がバルタザールの後こう継けいとしてふさわしくないという意味でだ。

　バルタザール亡なきあと、次期提督は評議会によって決められるはずだったが、マーシアの統治下にある今、提督の称しよう号ごうは空位となっている。

　ヴィクトリアや彼の配下の海賊たちなどは、ガルシアこそ、提督にふさわしいと勝手に呼んでいる。豪ごう快かいなこの海賊を慕したう者もだ。

　だが、海賊船の一部の船長たちは、自分こそが提督になりたいと、その地位を虎こ視し眈たん々たんと狙っていて、ガルシアが提督となることを強固に反対している。

　その中でも、露ろ骨こつに自みずからが提督になりたいと意欲を示し、そのうえガルシアに敵意むき出しなのが、このゲールマンなのだ。

　しかし、人じん徳とくのなさなのか、本人とその手下以外、誰もゲールマンを提督に推おさないというのも、悲しい現状である。

「トドが恐くて、北の海をいけるかよ」

　唐とう突とつにガルシアは言った。が、周りで見ていた他の船の船乗りたちや、この隠れ街の女たちは、思わずふき出した。

　確かに、ゲールマンはトドにそっくりだったからである。

「な、なあっ!?」

　ゲールマンもまた、自分のことだとわかったのだろう。怒気に顔を真まっ赤かにして「この野郎！」と怒鳴る。

「若わか造ぞうが馬鹿にしやがって！　このゲールマン様を甘くみると、とんでもない目にあうぞ！」

「へぇ、どんな目なんだ？　アンタの目が飛び出すのか？　とんだ出目金トドだな」

　出目金トドという、とんでもない言葉に周りがまたゲラゲラと笑う。すっかりコケにされた形になったゲールマンは、ぶるぶると全身を震ふるわせて、腰の剣に手をかけたが。

「おっと！　船乗り同士のケンカならともかく、船カピ長タンがここで剣を抜くのは御ご法はつ度とだぜ。ここは陸の上の平和の街だ」

〝平和の街〟。海賊たちはこのような隠し港街をそう呼んでいた。文字どおり、海賊たちにとって、ひととき陸にあがり、安らぐ街だからだ。

　酒を吞のんで、船員たちがケンカをするのはいつものこと。そんなときは、自じ衛えい団だんがやってきて、水をぶっかけて回る。頭を冷やせという意味で。それでもケンカをやめないなら、力ずくということになるが。

　しかし、船長同士のケンカは御法度とされていた。なぜなら、船長がもめごとを起こせば、船同士の争いとなるからだ。そうなれば、海戦さながらの騒そう乱らんとなり、この平和の街の安あん息そくは破やぶられる。

「掟おきてを破った船長とその船は、この平和の街から追放だ。二度と足を踏ふみ入れることは許ゆるされねぇ」

　ガルシアの言葉とともに、周囲に剣けん吞のんな雰ふん囲い気きが漂ただよう。周りで見ていた他の海賊たちが、腰の剣に手をかけ、懐から銃じゆうを取り出して磨みがく。女たちは、武器を持つことはないものの、厳きびしく冷ややかな視線をゲールマンに送る。

「わかってるさ！　てめぇが、あんまり礼れい儀ぎ知らずだから、ちょっと頭に血がのぼっただけだ」

　慌あわてて、剣から手を下ろす。ガルシアは口の片端をつりあげ。

「礼儀なんぞ、顔も知らない母親の腹に置いてきちまったよ。それが海賊だろう」

　ガルシアはゲールマンにさっさと背を向ける。その後ろ姿を、街の女たちはうっとりと見送る。今のやりとりもそうだが、ガルシアはとびきりのいい男として、女たちには人気なのだ。

　それもまた、けしてもてないゲールマンにとっては面おも白しろくないところだ。彼は、横に立つ手下に目め配くばせする。手下はそれにうなずいてズボンのポケットから、隠し持っていた銃を取り出すと、ガルシアの背に向かって構えた。

　一瞬のことで、周りにいた者たちもガルシアに声をかけようもない。ゲールマンが怪あやしく口元をゆがめたが。

　一発の銃声。しかし、それはゲールマンの手下からのものではない。手下は、銃を取り落として呆ぼう然ぜんとしている。別の銃から発射された弾たまが、手下の銃だけをはじき飛ばしたのだ。

「誰だ！」

　ゲールマンが怒鳴る。実は銃弾は手下の銃に当たる前に、ゲールマンの鼻先ぎりぎり、その自じ慢まんの髭の一部を削けずり取るようにして、通り過ぎていったのだ。狙ったのだとしたら、とんでもない腕前だ。

「あ、ゴメン、ゴメン。ちょっと銃いじくっていたら、指が引き金にかかっちゃった」

　と白しら々じらしいことを言いながら現れたのは、ヴィクトリアだ。

　その姿に、ガルシアが眉み間けんにしわを寄せる。そしてゲールマンは、ヴィクトリアに向かって怒鳴る。

「ちょっと銃いじくったぐらいで、発砲になどなるか！　だいたい銃口を人に向けるな！」

「だから、ごめんって謝っているでしょう？　自慢のお髭が削れたのは謝るけど」

　そう、ゲールマンのあご髭は、銃弾の形に横一線、見事に削られていた。まるでそこだけ芝しばを刈かり取ったような形に、周りから失笑が漏もれていた。それが、ますます、ゲールマンの怒りに火をつける。

「ガルシア同様、このくそ生なま意い気きなガキめ！　お前など、いつか、売り飛ばしてくれる！」

「せいぜい、高く売ってほしいものね」

　そんなことができるわけがないとばかり、ヴィクトリアが鼻で笑う。

「お前なんぞ高く売れるか！　せいぜいが瘦やせた鶏にわとり一羽分にしかならんさ！」

「ちょっ！　瘦せた鶏は失礼ね！　それを言うなら、あなたなんか脂あぶら身みばっかりで肉がなくて、買い叩たたかれる豚ぶたじゃない！」

「誰が豚だ！　このっ！」

「あ、豚は間違い。北のど田舎いなかからやってきたトドだっけ？　トドの肉なんて、くさくって、人気なさそう」

「なんだとぉ!!　お前こそ、成長不良の瘦せっぽちの鶏め！」

「だから鶏なんかじゃないって、言ってるでしょう！　この、トド豚！」

「なんだと！　誰がトドで豚だぁ！　この胸がえぐれた鶏め！」

「なにがえぐれているって！　まだまだ育つに決まっているでしょう！　そっちみたいに育ちきったうえに、腐くさったトドじゃないんだから！」

「よさねぇか！」

　二人のとんでもなく次元の低い争いに、見かねたガルシアが間に入り、ヴィクトリアを荷物のように肩かたに担かつぎあげた。

「まったく、お前の口の悪さは、誰に似たんだ！」

「ガルシアに決まっているでしょ！」

「俺は、トド豚なんて言ってねよ！　せいぜいが、北の腐った缶かん詰づめトドだ！」

「豚とどっこいだろうが！　誰が腐った缶詰だ！」

　「逃げろ！」と声をあげて、ガルシアがヴィクトリアを抱かかえたまま、駆けていく。乗組員たちも、そのあとに従う。

「くそっ！　馬鹿にしやがって！」

　残れされたゲールマンが叫び、そして、周りにいた者たちに「いつまでじろじろ見てる！　見せもんじゃねぇんだぞ！」と八つ当たりをする。とばっちりを避さけたい者たちは、ぱらぱらと去り、ゲールマンとその手下たちが残された。

「ガルシアの野郎め、調子こいてんじゃねぇぞ！　いつか吠え面づらかかせてやる」

　怒りに染まった顔で、ゲールマンはつぶやくのだった。
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　平和の街に着くと、海賊たちはまず、市場へと向かう。

　ここで、航海に必要な食料や酒、日用品、武器弾薬にいたるまで揃そろえるためだ。それだけでなく、ここで商品を売りさばく海賊もいる。それが、正当な取引の品だろうと、略りやく奪だつ品ひんだろうが、出所は問わないのが、この市場の掟だ。

　そのために市場は大変賑にぎわっており、ちょっとした都市の市場ほどの規模があった。とても、海賊たちの隠れ港とは思えない、盛況ぶりだ。

「いつまで人を担いでいるのよ！」

「ああ、すまん」

　ガルシアの肩の上にいたヴィクトリアが声をあげる。地面に下ろされたヴィクトリアは、すっかりお冠かんむりだ。

「まったく、あんなトドをいつまで野放しにしておくんだか！」

　ゲールマンがなにかにつけて絡からんでくるのに、ヴィクトリアはうんざりしていた。

「なにかと言えば、ガルシアのこと〝偽提督カピタン・ヘネラル〟って！」

　ヴィクトリアは悔くやしくて仕方ない。彼女からみれば、ガルシアこそが、自分の父であるバルタザールの後継者なのに、認めない者たちの多いことといったら！

　ガルシアが若いから、バルタザールの実の子ではないから、そんなくだらない理由で、彼らは認めないのだ。

「自分が提督カピタン・ヘネラルになりたいから、あのトド！　あんな男が提督になんかなれるわけがないわよ！　トドのくせに！」

「言いたい奴には、言わせておけばいい。吠えるだけはタダだからな」

　そう言って、ガルシアはいつもゲールマンの挑ちよう発はつに取りあわない。しつこく絡んできたときは、もちろん反撃もするが、それも先ほどのような言葉のみだ。

「ガルシアは、いつもそう言うけど、あいつは、明らかに手下にガルシアを撃たせようとしていた！　わたしが邪魔しなきゃ、どうなっていたことか！」

「俺がもし撃たれたら、あいつは手下のせいにして、自分は命令してないと言い張っただろうな」

「そこまでわかっていて！」

「あいつが手下を使おうとしていたことも、わかっている。俺は風下にいたんだぜ、火薬に匂いがぷんぷんしていた。隠そうともしない、殺さつ気きもな」

　つまりは、ヴィクトリアが邪魔しなくても、ガルシアは気づいていて伏ふせるなり避けるなりしたというのである。むくれるヴィクトリアに。

「だが、お前に助けられたのは確かだ。ありがとうな、トリア」

　にこりと目の前で美び丈じよう夫ふに微笑ほほえまれて、ヴィクトリアは思わず頰ほおを染めた。見慣れている顔だというのに、こんな至近距離ではなお魅力的だから困こまるのだ。

　「どういたしまして……」と答えるしかない。

　そのうえ。

「ま、あいつが本気で俺にケンカを売るっていうなら、いつでも買う用意はあるぜ。

　だが、取っ組みあいするなら、陸の上ではなくて、海の上でだ。それが海の男の真剣勝負ってもんだろう？」

　つまりは、海戦で決着をつけると不敵に笑うガルシアに、ヴィクトリアは己の胸が大きく脈打つのを感じる。

　────本当にもう、こんな海賊ほど、始末に負えないものはないわ。

　ドキドキする胸を押さえながら、ヴィクトリアは内心で思うのだった。

　

　

「しかし、お前、その格好はやめろって言っているだろう？」

「この街を歩くのにドレスなんて、着てられないでしょ！　別の職業に間違えられるわ！」

　海賊の街で、きらびやかな衣装を着て着飾っている女たちの職業は決まっている。彼女たちは普通の街ならば、夕暮れとともに街角に立つのだが、ここでは昼間から堂々といるのだ。

「おや、ガルシアじゃないか！」

　そう声をかけたのは、その〝彼女たち〟の一人だ。赤い巻き毛に、赤みがかった茶色の瞳、赤い口くち紅べににあごのつけ黒子ぼくろが色っぽい。

　そして、大きく胸元が開いたドレス。コルセットで押しあげた二つの胸のふくらみを、これでもかと見せびらかしている。

　そう、リタはこの街一番の売れっ子だ。なんの売れっ子といえば、すなわち夜の女。娼しよう婦ふだ。

　どこの街でも、そんな女たちはいるが、彼女たちは高級娼婦と呼ばれる貴き族ぞくや金持ち相手の一部の特別な女をのぞいて、たいがいはこっそりと暮らしている。

　だが、この海賊の街では話は別だ。娼婦は立派な職業として尊そん敬けいされているのだ。海の男たちが陸にあがったひととき、彼らを癒いやす優しい女たちとして。

　リタはその中でもとびきり美しく、きっぷもよく、この平和の街の女神とさえ言われていた。

「おや、リタ。元気だったか？」

　ガルシアが声をかける。それにリタは艶えん然ぜんと微笑み。

「ああ、元気だったよ。だけど、誰かさんは海に飛び出していっちまったったきり、あたしの部屋に顔を覗のぞかせもしない」

「あぁ、そりゃ悪かったな」

「それが悪いって顔かい！」

「いててっ！」

　リタが手を伸ばして、ガルシアの耳たぶを思いっきり引っ張る。

「わたし、先に行ってるから！」

　それを見ていたヴィクトリアが怒ったように言い、早足ですたすたと先を行く。ガルシアが「待てよ！　トリア！」と追いかけようとするが、リタがガルシアの耳たぶをつまんだまま、放さない。

「おい、リタ、放せ！」

「放さないわよ！　今度の今度こそ！」

　そんなやりとりが、背後から聞こえてきて、ヴィクトリアは余計足を速めた。

　ガルシアがリタの〝客〟であったことぐらい、ヴィクトリアは知っている。娼婦の客ということは、つまりは、そういうことだ。

　だいたい、リタだけじゃなく、ガルシアは街の女にもてるのだ。あの男らしい容よう姿しに、海賊船の船カピ長タンなのだから、もてないわけもない。

　────もう、ガルシアの女ったらし！　不ふ潔けつ！　汚けがらわしい！

　しかし、いくら海賊船の中で育ったといっても、ヴィクトリアも十五歳さいの女の子なわけで、年相応の潔けつ癖ぺきさというものはある。

　もっとも、ヴィクトリアはそれ以外にも、ガルシアに女性が近づくたびに、胸の奥がざわざわとざわめくのを感じていた。

　それは、いつからだったのか。たぶん、はっきりと自覚したのは、ガルシアが自分をかばって、右目を失ったあの瞬間だろうか。

　大怪我をしているのに大丈夫だと笑みさえ浮かべる、不敵な海賊……そんな姿に、たぶんあの瞬間からではなく、ずっと前からあこがれていたのだ。

　ヴィクトリアが物心ついたときには、もうガルシアは若くても、一人前の海賊だったのだから。一つの内海に、六つの外海。世界のすべてを巡ってきた、男の顔をしていた。

　その彼から見れば、自分はいつまでも子供なのだろうか？　可愛かわいいヴィクトリアのまま、いてほしいと思っているとしたら。

　そんなのは嫌だと、ヴィクトリアは思う。自分は子供のままなどではいられない。ガルシアのように船を操あやつる、一人前の船カピ長タンとなりたいのだ。

　そして、彼の横に並び立ちたい。一人の船長として認めてほしい。

　そんな自分の堂々巡りの考えを振り切るように、ヴィクトリアはすたすたと、市場を歩く。

「おや、嬢じようちゃん。服はどうだい？」

「わたしは、嬢ちゃんではないわ。紅の人魚ル・セーレーン号の船長ヴィクトリアよ」

　服屋の露ろ天てんの主あるじに声をかけられて、ヴィクトリアは答える。主人は「ああ、ヴィクトリア姫だったね」というのに、ヴィクトリアは黙りこむ。

　この街でも、ヴィクトリアは一人前の船長とは見られていないのだ。あくまで、ガルシアの嬢ちゃんであったり、白鯨ブラン・オルカ号の姫様だったりした。

　それが、ヴィクトリアにはたまらなく嫌だった。いつまでも、子供だと言われているようで。

「そのズボンと上着見せてくれ」

「ああ、姫様に丁度あうのがあるよ」

「だから、わたしは船長カピタンヴィクトリアだ」

　答えながら、ヴィクトリアはズボンと上着を物色する。十五歳のヴィクトリアにはちょっと大きい服ばかりの中で、確かに、自分にぴったりの品揃えだ。

「うん、いい感じ。みんなもらうわ」

「毎度あり」

「待った！　そいつは買わない。返品だ」

「ガルシア!?」

　いつの間にやってきたのか、ガルシアが手を出して、ヴィクトリアが手にしていた上着を、店主に突き返す。

「その代わり、その上着をもらう」

　ガルシアがあごで指し示したのは、黒くろ革かわのコートだ。肩の銀の飾りといい、ついているボタンの細さい工くからしても、ヴィクトリアが買おうとしていた、上着にシャツにズボン以上の価値はあるだろう。

　そして、長身のガルシアに大変似合うだろうことも。

「毎度あり！　これは確かに銀の獅し子しの旦だん那なには似合うよ」

　銀の獅子とはガルシアのあだ名だ。確かに、黙っていれば精せい悍かんで端たん正せいな彼には似合う。

　黙っていればだが。

「よせやい。褒ほめたってなにも出ないぜ」

「この上着に似合う、剣帯があるんだけどね」

「見せてくれ」

「これだよ」

　店主が出してきたのは、砂さ漠ばくの国渡りだろう、黒地に見事な幾何学アラベスク模も様ようの銀ぎん糸しの刺し繡しゆうが施ほどこされている。それに輝く星のように、クリスタルのビーズが縫ぬいつけられた豪ごう奢しやなものだった。

「買った！」

「毎度あり！」

「ちょっと！　わたしの買い物を取り消しておいて、自分の買い物!?」

「お前の買い物もするさ！」

　「商品は船に届けてくれ！」と言いおいて、ガルシアはヴィクトリアの手を引いて連れていく。

「お、これをくれ」

　色とりどりの露天が並ぶ市場を、ヴィクトリアを連れて進んでいたガルシアは、唐突に立ち止まる。前を進む彼の背中に、手を引っ張られる勢いのまま、ヴィクトリアは鼻をぶつけてしまい。その痛みに涙目となる。

「いきなり止まらないで！」

「ほら！」

　怒鳴るヴィクトリアに放り投げるように渡されたものは、綺麗なドレスを着た人形だ。ヴィクトリアと同じ髪と瞳の色の。

　人形をじっと見つめて、ヴィクトリアはその細い眉まゆと大きな瞳をきりりとつりあげる。

「こんな人形！　わたしは子供じゃないわ！」

　それでも、ガルシアの顔面に叩きつけるわけもなく、人形はしっかりヴィクトリアに抱きしめられたままであるが。

「じゃあ、なにがいいんだよ」

「上着にズボンにシャツに、銃よ！」

「却きやつ下かだ」

「どうして!?」

「お前には必要ない」
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「戦うためには必要よ！」

「お姫様ってのは、後ろにいて大人おとなしく守られてるもんだ」

「そんな、深しん窓そうの姫君が欲しければ、どこかの国からさらってくることね！」

　「それはわたしじゃない！」とヴィクトリアは叫ぶ。

「ガルシアの思いどおりになんか、ならないんだから！」

「おい、トリア！」

　ヴィクトリアはガルシアに向かって、顔をしかめ、舌したを出して駆けていった。それをガルシアは、今度は追いかけることなく、ため息を一つ。

「どうして、ああ意地っ張りなんだか」

「あの年頃の娘なら、誰もがそうですよ」

　声をかけられ振り返れば、そこにはヴァルバトスが立っていた。ガルシアは肩をすくめて。

「まったく、娘心と春の嵐あらしだ。どこから風が吹くかわからねぇ」

「さて、本当はおわかりになっているんじゃないでしょうかね」

　ヴァルバトスは副船長として、ずっとガルシアとヴィクトリアを見てきたのだ。その古こ参さんの部下の指し摘てきにガルシアはちらりとその強こわ面もてを見た。

「なんのことか、さっぱりわからねえな」

「わからないフリをなさるなら、それもいいでしょうけどね。しかし、お気づきになったときには、金の籠かごは空っぽ、カナリアは白鳥となって、飛んでいってしまってから後こう悔かいなされても、知りませんぜ」

「カナリアが、白鳥になるかよ」

「だけど、子供はいつか大人になるものです。まして、娘はまたたく間に女になる」

「…………」

　黙りこんだガルシアに、ヴァルバトスは「市を見てきます。飢うえた野郎どもに酒と飯めしを調達しねぇと」と去っていった。

　市場の真ん中に一人残されたガルシアは、なんとも言えない顔で、銀の髪をぐしゃりとかき回し。

「……気づけるわけなんかないだろう。あいつは……」

　そう、つぶやいた。
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　その夜の白鯨ブラン・オルカ号、その宮きゆう殿でんのように豪ごう奢しやなサロンにて……。

「船を降りろって！　一体どういうこと!?」

　気に入りの長なが椅い子すに、いつものとおりだらしなく寝そべることもなく、長い脚あしを組んで腰こし掛かけているガルシアに、ヴィクトリアは食ってかかった。

　ちなみにヴィクトリアは昼間の男装から一転したドレス姿。それも、ガルシアが先日彼女に贈った、いかにも姫君らしい、濃のう紺こんの光こう沢たくある布で作られたドレスだ。流行である胸が大きく開いたものではなく、胸元はレースの飾り襟えりとリボンでしっかり隠かくされている。

　同じく白のレースで飾られた袖そでは、ふんわりとふくらんでいて、いかにも若い……というより、〝ねんね〟の娘が着るような衣装だ。

　これをヴィクトリアに贈るあたり、ガルシアが彼女を、まだまだ可愛かわいい女の子だと思っている証しよう拠このようなものである。

　そこに、彼が誕生日に贈ってくれた、ヴィクトリアの瞳の色と同じ翠玉エメラルドのチョーカーをつけ、髪は白い薔ば薇らの造花と濃紺のリボンで飾った。

　深しん窓そうの姫君がいいのだろう？という、ガルシアへの嫌みだ。

　それでしずしずとやってきたヴィクトリアは、ガルシアの目の前の椅子に、努つとめてしとやかに座ってやった。それこそ、高貴な姫君然とした態度で。

　そんなヴィクトリアの様子に、軽く目を見張ったガルシアだったが、口を開いて告げたのは。

　

　ヴィクトリアを船から降ろす……というものだったのだ。

　

「冗じよう談だんじゃない！　わたしは絶対、この船から降りないから！」

　それまで静かに座っていたのはどこへやら、ヴィクトリアは椅子を蹴けって立ちあがり、ガルシアに食ってかかる。

「ずっと降りろとは言ってない。一時的なものだ。先の出来事でもわかるとおり、この頃、取とり締しまり船せんが、しつこく俺たちのあとをつけて回ってる」

「…………」

　それはヴィクトリアも感じていたことだ。自分が十五の誕生日を迎えた頃からだろうか。取締船に遭そう遇ぐうすることがひどく多くなっている。

　そして、その中でガルシアが目を負傷した。

「トリア、お前はほとぼりがさめるまで、一時的にこの船を下りたほうがいい」

「だいたい、船を降りてどこへ行けっていうのよ!?　陸なんて、女王の犬たちがよけいうろうろしてるじゃない！」

　ガルシアもそうだが、ヴィクトリアも追われる身なのだ。いまだ女王は彼女の身み柄がらを諦あきらめず、しつこく追つい跡せきしている。

　処しよ刑けいするためではなく、アルコバッサを完全にマーシアのものとするために、ヴィクトリアの身柄がいるのだ。

　女王は独身であるが、その親族の男子はたくさんいるから、その中の王子と無理やり結婚させてしまえば、アルコバッサはマーシアのものというわけだ。

　ヴィクトリアとしては、好きでもない、ましてマーシアのちび男との結婚など、死んでもゴメンであるが。そう、マーシアの男は背が低いというのが、あの国の人間をからかうときによく使われる言葉だ。

　そして、女は見あげるほどに背が高い……というのは、実際大きいわけではなく、あの国特有の、かかとの高い靴くつをからかったものだ。もちろん、己の背の高さを気にする男性も、底の厚い靴を履はく。

「高靴を履いた女王の犬どものことは、ちゃんと考えているさ。

　お前をベルンのロシュタイナー男だん爵しやく家けに預ける」

　男爵はガルシアの昔なじみの貿易商で、一財産築いて男爵の地位を買い、ベルンで悠ゆう々ゆう自じ適てきに暮らしているのだという。

「ベルンですって！　あんな山奥！」

　「とんでもない！」とヴィクトリアは声をあげる。

　万年の白雪を被かぶった山も美しく、可か憐れんな花々が揺れる高原の野原よ……などとうたわれ、王おう侯こう貴き族ぞくの保ほ養よう地ちとして名高いベルンだが、ヴィクトリアにとって、海と船のない場所など、どこに行ったって地じ獄ごくだ。

「そうは言うが、いい場所だぞ。空気もいいし、飯めしもうまい」

「海の上だって空気はいいし、港に寄れば美お味いしいものだって食べられるわ！」

　「わたしは絶対に行かない！」と言うヴィクトリアに、ガルシアは「トリア！」と声を荒らげる。

「これは決めたことだ！　お前は十八になるまで、ベルンの男爵家で礼れい儀ぎ作さ法ほうをみっちり叩たたきこんでもらうんだ！　いいな！」

「それが本ほん音ねね！　わたしを本当にしとやかでなにもできないお姫様にしたいの!?」

「それがお前の本来の姿だ」

「わたしのことはわたしが決めるわ！　この船にだって乗り続ける！　わたしにはその権利が、半分あるはずよ！」

「…………」

　白鯨ブラン・オルカ号の船カピ長タンはガルシアであり、航こう海かいにおいて彼にすべての権限があるが、船が陸につながれれば話は別だ。

　財産としての船の権利は、実のところヴィクトリアにある。

　正確にいえば、提督カピタン・ヘネラルバルタザールの娘として、またアルコバッサの王女として、彼女には世界を巡る百以上の船の船主としての財産権があるのだ。船は各船長に任まかされているが、船自体はバルタザールからその財産を受け継ついだ、ヴィクトリアのものである。

　かくして、ヴィクトリアの元へは遊んで暮らせるほどの、多額の権利金が納おさめられている。今のところその管理はすべて後こう見けん人にんたるガルシアに任されていた。

　しかし、ヴィクトリアが十八になれば、そのすべての権利が彼女に受け継がれることになっていた。これはバルタザールの遺ゆい言ごんだ。これがまた、北の女王が、しつこくヴィクトリアたちを追う原因の一つにもなっていた。ヴィクトリアを手に入れれば、世界を走る船と、その船が貿易であげる莫ばく大だいな利権を手に入れることができるのだ。

　マーシアが世界の半分を手に入れたといっても、それは陸上の植民地でのこと。海は相変わらず自由に海賊……という名の商人たちが駆かけ回る、彼らにも手を出せない場所なのだ。

　確かに、自国や植民地の港での貿易を規制しても、抜け道はいくらだってあるのだ。他の国々だって、マーシアだけに権利を独占されたくはないのだから、ガルシアたち、海賊という名の自由商人に自然頼ることになる。

　アルコバッサという国は小さいが、その砂粒は金貨千枚にも匹ひつ敵てきすると言ったのは、今のマーシアのごとく知られている、世界の半分を支配した砂さ漠ばくの帝国の宗スル主タンだったという。

　結局、彼はその支配の夢かなわず、若くして熱病にかかり死んでしまったのだが。

　ともかく、ヴィクトリアはその黄金の島とも、楽園ともいわれるアルコバッサの当主なのであった。

「お前がアルコバッサの女王たる、すべての権利を行使できるのは、十八歳さいになったときだ。それまでは、後見人たる俺の指示に従う。

　それが、バルタザールの遺言だ」

　これはバルタザールが事故死する一ヶ月前に作られた、遺言書による。病気一つしたことのない健康なバルタザールだったが、もしかしたら、なにか予感かあったかもしれない。

　ところが、これがまた妙な誤ご解かいを招き、ガルシアが遺言を偽ぎ造ぞうしただの、バルタザールを事故死に見せかけて殺したのはガルシアだ、だの、くだらない噂うわさがまことしやかに流れる原因となった。

　その噂うわさを盛さかんに流したのは、アルコバッサの評議会の者たちだったのだが。彼らはマーシアの女王と通じ、ヴィクトリアを傀かい儡らいとして国を支配したかったが、それには後見人であるガルシアが邪じや魔まだった。

　また、ガルシアが貴族階級や、豪商ブルジヨアの息むす子こでもないどころか、身元が知れない孤こ児じというのも、彼らの反感を買う原因となっていた。

　もっとも、ガルシアの出しゆつ自じをとやかく言うのは、そのような者たちだけだった。海賊たちのほとんどはガルシアを立派な男として認めていたし、支持もしていた。

　そんな事情もあって、ガルシアはヴィクトリアを連れて海に出たわけだが……。

「正直、あのとき幼おさないお前を抱いて、船に飛び乗った自分を責めたい気分だよ、俺は」

「な、なによ、それ……」

「アルコバッサから逃のがれたのはいい。お前を評議会のじじいどもや、マーシアの女王の好きにさせたくなどなかったからな。

　だが、船は子供を育てる環境じゃねぇ、特に、姫様がいるような場所ではな。もっと早く、信頼できる貴族の館やかたにお前を預けるべきだったんだ、トリア。

　一人前の女海賊を気取ってるお前なんぞ見たら、バルタザールに張り飛ばされるだろうさ、俺は」

「そ、そんなことないわ！　父様だって、きっとわたしのこと立派になったって、褒ほめてくれるに違いない……」

「それはないな。バルタザールは、アナ・マリアを愛していた。しとやかで美しく心優しい、お前の母親をな」

「っ！」

　アナ・マリアの名にヴィクトリアは黙だまりこむ。彼女はヴィクトリアを産んですぐに亡なくなった。

　大きくて温かで豪ごう快かいな……そんな父の思い出はあるが、母の思い出はヴィクトリアにはない。

　母の思い出といえば、王宮の中にあった大きな肖しよう像ぞう画がだ。その前に、父がよく立っていた。普段は明るい父だったのに、そんなときの彼は妙にしんみりと、微笑ほほえむ絵の中の母を見つめていたものだ。

　同じ肖像画の写しは、二人が今、対たい峙じしているこのサロンにもあった。王宮の天てん井じよう近くまであるような大きなものではなく、楕だ円えん形けいの額がく縁ぶちに入った小さなものだ。

　そして、その絵の前で父ではなく、ガルシアが同じように、ときどき立って見つめているのを、ヴィクトリアは知っていた。

　もしかして、ガルシアの初恋は母だったのではないか？　そんなふうに思わせる憂うれいを秘めたまなざしで、絵の中で微笑む彼女をずっと見ていた。

　だから、ヴィクトリアは思うのだ。ガルシアが自分に優しいのは、恩おん義ぎあるバルタザールの娘でもあり、初恋の人であるアナ・マリアの娘だから……。

　そんな暗い考えに陥おちいりそうになって、ヴィクトリアはふるふると首を振った。そして、沈しずむ自分の気持ちを叱しつ咤たするように、「わたしは母様じゃない！」と声を張りあげる。

「ガルシアが望むようなお姫様なんかに、なれないわ！　わたしは、わたしだもの！

　この船だって絶対に降りないんだから！」

　言い放ち、ヴィクトリアはドレスの裾すそを翻ひるがえして、部屋を出ていった。

「おい！　トリア！」

　駆けだすヴィクトリアに手を伸ばしたが、ガルシアは椅子から立ちあがることなく、その手を力なく下ろした。そして、疲つかれたように長椅子に寝っ転がる。

「まったく、娘心は俺には理解不能だぜ」

　心底まいったとばかり、目を閉じた。
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　その翌日。

　平和の街には、王侯貴族の住む城はないが、その中心に、かならず大きな館やかたが建っている。劇場にもなる大きな広間を持つ館は、誰だれが名付けたのか、愚ぐ者しやの館。

　一番多く開かれるのは、船が街に寄き港こうしたときに開かれる、歓迎会という名の、単なる馬ば鹿か騒さわぎだ。歓迎会と言いながら、その費用の大半は、寄港した船側が払うことになっていた。

　酒代に料理代、その船の気前と景気のよさが示される場だ。

　当然、今夜の歓迎会の主役は白鯨ブラン・オルカ号と紅の人魚ル・セーレーン号の乗組員ということになる。船長カピタンのガルシアは商売上手で気前よく料理や酒が振る舞うので、白鯨号と紅の人魚号の歓迎会はいつも満員御おん礼れいの入りだった。歓迎会はそのとき街にいた全員が参加していいことになっているから、それこそ街の住人全員が集まったような賑にぎわいだ。

　特に、着飾った女たちが多いのは気のせいではなく、いずれもガルシアが目当てなのだった。

　若く、商売上手の金持ちで、そのうえ役者にしたいぐらいいい男となれば、女どもが食いつかないわけがない。

　かくて、広間の二階にある桟さ敷じき席せきのサロンには、長椅子にいつものとおりだらしなく寝そべるガルシア。その周りにいる女たちは口元に柔にゆう和わな微笑みを浮かべながらも、互いを見る視線には火花が飛んでいる。なにしろ、今夜ガルシアの気に入りとなれば、この夢の中から出てきた騎き士しのような美び丈じよう夫ふと、一夜をともにできるのだ。

　そのうえ、彼の恋人となれば、素す敵てきな宝石がもらえるかもしれないのだから。ガルシアは、〝別れた恋人〟にはいずれも、豪華な宝石を贈ってきた。

　ただし、ガルシアが宝石を贈るのは、恋人と別れるとき……と彼女たちはわかっているのだろうか。もっとも、そのおかげなのか、港に寄るたびに恋人を変える男と言われるガルシアだが、不思議に女性関係で揉もめたことはない。女たちも心得たもので、宝石をもらうとあっさりと別れる。

　冗談話に、ガルシアに宝石をもらって別れていないのは、ヴィクトリアぐらいのものだ……というのがある。もっとも、ヴィクトリアはガルシアの〝妹〟として、皆に見られているから、初めから頭数などに入っていないのだが。

　そのヴィクトリアの姿は、今夜の宴うたげにはない。

　昨日のケンカはいまだ続行中で、ガルシアはヴィクトリアに一言も口をきいてもらえない状態なのだ。当然のごとくヴィクトリアは宴でごちそうをぱくつくような気分では、ないらしい。

　それは、ガルシアも同じだが、しかし、船長カピタンとして歓迎の会には出る義務がある。自由な海賊といえど、船長ともなれば、つきあいもあるのだ。

　それにこれは、ヴィクトリアのためでもあった。白鯨ブラン・オルカ号は、本来アルコバッサの女王の船なのだ。領りよう土どをなくそうとも、彼女が海の女王であることを示すために、こんなときには出し惜おしみをせず、剛ごう気きに振る舞わねばならない。

　そういえば……と、ガルシアは思い出す。

「あの、トド……じゃない、ゲールマンはどうした？」

　愚者の館の中に、奴やつの姿が見えないことにガルシアは気づいていた。最悪の仲ではあるが、歓迎会では、街にいる何なん人ぴとたりとも訪ほう問もんを断れないしきたりになっている。

　だいたい、あのケチで有名なゲールマンが、ただ酒と料理が食える場所に来ないなど、珍めずらしいことだ。

「別に、あんなトドいいじゃない」

　長椅子の足あし下もとの床に座りこんで、ガルシアを見あげていた黒髪の女が、婀あ娜だっぽいまなざしを彼に向ける。それに対抗するかのように、赤毛の女が、ガルシアの胸に酒の入ったグラスを押しつけ。

「あんなトドなんて、気にしてないで、あたしのことを気にしてよ」

「なに言ってるの！　あたしよ！」

　そう言ったのは、栗くり色いろの髪をした女だ。それに「あたしも！」「あたしも！」と褐かつ色しよくの髪と、金茶の髪の女が叫さけぶ。

　別れの宝石と同様、ガルシアはけして、金髪の女は恋人にしないと有名だ。初恋の人が金髪だったとか、その女に手て酷ひどく振られたからだという話があるが、すべては噂話だ。

「ケンカするなよ。俺だって、あんなトドより、姐ねえさんたちと仲良くしていたい。さあ、吞のもうぜ！」

　ガルシアがそう言うと、女たちから嬌きよう声せいがあがる。皆、今までガルシアをめぐり争っていたのはどこへやら。酒をなみなみと注いだグラスを回しあい、ガルシアの「乾かん杯ぱい！」という音おん頭どとともに、みんな一いつ斉せいに酒を吞む。

「今夜は吞んで騒ごうぜ！　その他のことは、明日の夜、頭を抱かかえて考えればいいことだ」

　明日の朝とは言わずに、夜というのは、朝どころか、昼まで吞んでいるということだ。それに、女たちは再び嬌声をあげる。

　何回か乾杯を繰り返し、たまたま隣にいたはしゃぐ女の肩かたを、ガルシアは抱き寄せた。まったく、今夜ぐらいなにもかも忘れて、馬鹿騒ぎしてもいいじゃないか！と思っていた。

　ヴィクトリアのことは、逃げ出したいわけでも、放り出したいわけでもない。彼女のことは大切だ。恩人の娘として、そして、己の妹同然に思ってきた。

　だからこそ、自分の育て方が間違っていたのではないか？とこの頃、後こう悔かいしているのだ。女だてらに鉄てつ砲ぽうをぶっ放し、男装をして船を駆け回る、ガルシアはヴィクトリアをそんな女海賊にしたいわけではない。

　自由に生きてほしいとは思っているが、しかし、今のは自由すぎる。

　ガルシアの目には、そんなヴィクトリアがまぶしくて仕方ない。

　────ん、まぶしいってなんだ？　ああ、ともかく、あいつのお転てん婆ばには頭が痛い。

　酒には強いが、ふわふわと心ここ地ちがいい頭は、難しいことを考えるのを拒否した。ヴィクトリアの笑顔がまぶしいのが……なんだっていうのだ。今は、目の前の酒と柔やわらかな女たちだ。

　しかし、乾杯を何回が繰り返し、女たちの嬌声も一段落ついた頃、下の広間が盛りあがっていることに気づいた。

「なんだ？」

　酒で酔よっぱらった馬鹿どもが、また騒ぎを起こしたのか？と、ガルシアはうるさそうにバルコニーから下を見る。広間が劇場になるとき、この部屋は桟敷席としても使われるから、観客席となるバルコニーから広間が見られるようになっているのだ。

　自由の海賊の宴えん席せきでは、気の荒い男たちが、酒に酔ってケンカを始めるなど、日常茶さ飯はん事じだ。普通の殴なぐりあいなら、みんな放っておくが、刃物や銃を取り出しての殺しあいとなれば、さすがに止めねばならない。

　そして、そんな荒くれ男たちをいさめるのも、船長の役目だった。まして、歓迎会の主役の船の船長となれば、率そつ先せんしてケンカの仲ちゆう裁さいに入らねばならない。

　まったく、おちおち酒も吞んでいられない。そんなことを思いながら、ガルシアは下を見て、ぎょっと目を見開いた。

　そこにはケンカをするむさ苦しい男の姿はなく、華はなやかなドレスをまとった美び姫きの姿があった。

　姫君のドレスは喪も服ふくのような漆しつ黒こく。これは最近の貴婦人たちの流行だ。とある国の王おう妃ひ様が、若くして年老いた王様と死別し、喪服を身にまとった。その姿があまりに美しいので、皆がそれに倣ならった……という、あまり趣味のよくない流行なのだが。

　とはいえ、確かに黒は白い肌によく映はえる。特に、真しん珠じゆの光こう沢たくを持つ肌が、黒いレースに透すける様など大変色っぽい。大きく開いた胸元は、幾いく重えものレースに飾られて、コルセットに押しあげられた二つのふくらみが、見えるか見えないか。大変悩ましい。

　細い首に飾られた、深しん紅くのリボンもだ。これもまた、断頭台にかけられた死者という意味の悪趣味な流行ではある。あなたに首ったけという、恋の印という意味もあるが。

　太陽の金色に輝く髪は、結いあげられて、首元にかかる綺麗に巻かれた髪が揺れる様が、すんなりと伸びた白鳥のように綺麗な首筋を飾り美しい。

　結った髪にはふわふわ揺れる、黒く染められたダチョウの羽根。新大陸渡りのそれも、また貴婦人たちの最新流行だ。

　黒いドレスにあわせた、黒いレースがはられた扇おうぎは、東の果ての国から伝来したものだ。それで思わせぶりに口元を隠している。その小さな手も、黒レースの手袋に覆おおわれていた。

　扇で隠しきれない目の色は、エメラルドのような碧みどり。新大陸渡りの、どんな宝石にも敵かなわないだろう、その瞳の輝きをガルシアが見間違えるわけもない。

「トリア……？」

　ガルシアは、それでも信じられないと声をあげた。十五になったばかり、まだまだ子供だと思っていた彼女が、あんなふうに大人の女の格かつ好こうが似合うとは思わなかったのだ。

　口元を覆っていた扇をトリアが外はずせば、その可憐な唇くちびるは、深紅の口くち紅べにに彩いろどられていた。それで軽く微笑を作れば、周囲の男たちが色めき立つ。ピューと、娼しよう婦ふや踊おどり子にでもするように、口笛を吹く者もいて、ガルシアはぎりりと胸にわき立った怒りに、拳こぶしを握にぎりしめた。

　────その娘は、てめぇらが騒いでいい、娘じゃねぇぞ!!

　そんな、ガルシアの嵐あらしのような心情をよそに、広間の舞台として使われる場所にいた楽団が、前の曲が終わり別の曲を演奏し始めた。

　流れだした音楽は、新大陸渡りのどこか哀あい愁しゆう漂ただよう、悩ましいもの。

　まさか、あれをヴィクトリアが誰かと踊るのか？と、ガルシアは思わずバルコニーから身を乗り出した。
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　新大陸に渡った貴族たちの間で流行し、この旧大陸と呼ばれる場所でも流は行やり始めた、ダンスである。しかし、そのあまりの不ふ道どう徳とくさに、聖職者などは、各国で禁止令を出すほどの。

　男女の身体からだが密着し、しかも、男の脚が女のスカートに食いこむほどに脚を絡からませるのだ。これが破は廉れん恥ちでなくて、なんというのだ！

「おい、待て！」

　ガルシアは叫び、バルコニーから下へと飛び降りた。普通の家の二階からではない。広間の二階なのだから、三階ほどの高さがあったが、ガルシアは見事床へと着地して、ずかずかとヴィクトリアの元へと歩みよった。

「俺が先せん約やくだ」

　そして、ヴィクトリアに手を差し出そうとしている、男の手を振り払う。ヴィクトリアの手を強引にとって、踊りだした。

「約束なんてしてないけど？」

「夢でしたのさ」

　そんな言葉を交わしながら、二人は踊る。

　口ではどう言いあおうと、そのダンスは見事に息があったものだった。ガルシアの腕うでが軽々と、ヴィクトリアの細い身体を抱きあげ、くるりとターンさせれば、黒のドレスの裾がひらりと翻ひるがえり、それは、さながら黒鳥の舞を連想させる。

　この華麗な舞に、女たちは感かん嘆たんのため息をつき、男たちは口笛を吹いてはやし立てる。

　そんな二人が踊り終えると、男女ともに一斉に駆け寄った。男たちはヴィクトリアに、女たちはガルシアに次のダンスを申しこむ……が。

「悪いが、今日はこの一曲でおしまいだ」

　ガルシアはそう言い、おもむろにヴィクトリアを肩に乗せて担かつぎあげる。それこそ荷物のように。

　はたまた、海賊が女を略りやく奪だつするがごとく。

「ダンスは中止だ。お前は俺と来るんだ」

「嫌よ！　ちょっと！　放しなさいよ！　放して！」

　脚をばたつかせて、ヴィクトリアは暴れるが、そんな彼女の抵抗も、重いドレスも、ものともせず、ガルシアは堂々と広間から姫君を連れ出した。

　その長身の後ろ姿を、呆ぼう然ぜんと客たちは見送った。
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　ヴィクトリアは、ガルシアに担がれたまま、館の裏へと来た。ようやく地面に下ろされて、「ちょっと！　いきなりひどいわよ！」と叫んで振り返れば、いつになく恐いガルシアの顔があって、ヴィクトリアは息を吞んだ。

　しかし、気の強い彼女は、そんなことでひるんでなるものかと、さらに口を開く。

「宴には誰でも参加自由のはずよ」

「確かに、この街に滞在している者なら、誰でも参加できる。だが、その格好はなんだ!?まるで娼婦じゃないか！」

「どこが娼婦よ!?」

「すべてだ！　その真っ黒なドレスは、お前には似合わないし、胸元だって開きすぎだ！赤い唇なんぞ、男に吸ってくれと、ねだっているようなものだぞ！」

「あら、ガルシアの周りにいたご婦人たちも、同じような姿をしていたじゃない？」

　ヴィクトリアは、ガルシアがいるバルコニーをちらりと見ていたのだ。

　そこには、バルコニーから身を乗り出すようにして、こちらを見るガルシアと、彼にべたべたとしなだれかかる女たちが見えた。

　もっとも、ガルシアはヴィクトリアにすっかり気を取られて、女たちの相手をするどころではなくなったようだが、それでも、ヴィクトリアは気に入らない。

「どの彼女の唇を、今夜、吸うつもりだったの？」

「なっ!?　なんて言いざまだ、トリア！」

　ガルシアが目を見開いて驚おどろく。

　普段は仲間の海賊たちと、とんでもなくあけすけな冗談を言いあって笑うガルシアなのに、ヴィクトリアがそれを口にすることを極きよく端たんに嫌う。彼女の前で乗組員が、口にすることもだ。

「わたしがなにも知らない〝ねんね〟だと思ったの？　それにわたしは別れの宝石なんて、絶対に受け取らないんだから。むしろ、ルビーの指輪をあなたの顔面に叩きつけてやるわ！」

「トリア！」

　ガルシアが顔色を変える。彼が半月ほど前に別れた婦人には、ルビーの指輪を贈っていた。ヴィクトリアの腕をつかんで、ガルシアは怒鳴る。

「どいつがお前に教えた!?」

「あなたの恋人がいつ変わったのか、何人いるのかなんて、船にいればわかることよ」

　そうヴィクトリアは言う。

　いくらガルシアがヴィクトリアの教育に悪いと、彼女の前で話を禁じようとも、一緒に船にいれば、どうしたって耳に入るのだ。食堂や船員たちのハンモックが張られた区画の前を通り過ぎれば。

「……やっぱり海賊船は、若い娘の教育環境には最悪だな。明日にも船を下りて、ベルンに行ってもらうぞ」

「そんな勝手に決めないでよ！　わたしは絶対に嫌よ！」

「お前の後見人は俺だ！」

「なら、その後見人さんのところを、わたしは出ていくことにするわ！　わたしにはわたしの船があるんだから！」

　そう、紅の人魚ル・セーレーン号ならと、ヴィクトリアは考えた。あれは自分の船だ。しかし、ガルシアは意地悪く微笑み。

「紅の人魚号なら、確かに所有者はお前だが、お前は仮の船カピ長タンで、俺が船長だってことを忘れるなよ。繰り返すが、お前の後見人は俺だ」

「ひどい！　わたしから、紅の人魚号をとりあげるつもり!?」

　それならば、考えがあるとヴィクトリアは、「いいわ！」と声を張りあげる。

「わたしを乗せてくれる、別の船を探せばいいだけのことだもの！」

　ヴィクトリアは「じゃあね！」とその場をあとにしようとした。本気で乗せてくれる船を見つけるつもりだった。

「ヴィクトリア！」

　ガルシアが今度こそ本気で声を荒らげる。彼がヴィクトリアの名を、愛あい称しようでなく呼ぶのは、本気で怒っているときだ。

　ダン！と、背後の壁に両手を突かれて、その腕の中にヴィクトリアは閉じこめられる。ヴィクトリアは、ガルシアと見つめあう形になった。

　恐かったけれど、目を逸そらせば負けだと、目の前の彼をにらみつける。

「……俺の船を降りて、他の奴の船に行くだと？　ふざけるな」

「ガルシア？」

　怒鳴られると思ったのに、その声は海賊の船長にしては情なさけないほど、小さく弱々しいものだった。見つめあっていた目も、彼のほうから、まるで悪いことでもしたように逸らされる。

「お前のことは小さい頃からずっと見てきたんだ。それこそ、赤ん坊の頃から知っている。俺のズボンだって濡ぬらされた。ぎゃんぎゃん泣く声だって、この耳に昨日のことのように、残っているのに……」

「ガルシア！　わたしはもう、小さなトリアではないの。十五歳になったのよ！　あなたから見れば、子供かもしれないけど、わたしは自分のことは自分で決めたいの！　だから……」

　ベルンには行かない……と続けるつもりだった。その言葉が途切れたのは、ガルシアに抱きしめられたからだ。

　ヴィクトリアは大きく目を見開いた。これまでもガルシアに抱きしめられたことはある。だけどそれは、ヴィクトリアがもう少し小さかった頃までだ。

　彼は幼いヴィクトリアをよく肩に乗せて、大きな海うな原ばらを見せてくれた。『トリア、これが、お前の統すべる海だ』と。

　だけど、ヴィクトリアが大きくなるとともに、触れあいは減っていった。ガルシアは『最近お前も重くなったからな』などと、冗談を言っていたけれど。彼ならば、片腕で娘一人の体重など軽々支えられるだろうに。

　触れられなくなったのは……たぶん。今なら、ヴィクトリアはわかるような気がした。触れあったガルシアのぬくもり、広い胸とたくましい腕に、安心すると同時に、なぜか胸が高鳴るのだ。早はや鐘がねのように脈打つ己の心臓の音が、耳元で聞こえるほど。

「……子供なんかじゃねぇよ」

　ガルシアの声がその鼓こ動どうの音に重なる。彼はヴィクトリアの肩に顔を埋うずめるようにして、つぶやいている。

「わかってるんだ。お前はもう子供じゃない。そう思いたかったのは俺で、いつまでも、そうしておきたかったんだ」

「ガルシア……」

　ヴィクトリアの肩からガルシアは顔をあげて、二人は息がかかるほどの距離で見つめあう。

　ゆらりとガルシアの顔がより近づいたような気がして、ヴィクトリアは目を閉じた。そうすることが、自然のような気がして。

　唇にガルシアの吐と息いきがかかる。

　あともう少しで互いの唇が触れる、という瞬間……。

　轟ごう音おんが響ひびき、大地が揺らいだ。
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「な、なに!?」

「大たい砲ほうの音だ。この街でぶっ放すなんて、海かい賊ぞくじゃありえねぇ」

　戸と惑まどいの声をあげるヴィクトリアに、ガルシアが舌した打うちする。

　船長カピタン同士の私し闘とうが禁じられているのだから、当然船同士で撃うちあうなど、もっての外ほかだ。もっとも、これは他の港でも一緒のことだ。狭せまい港内で戦争を始めるなど、論外なのだ。

　その街を攻撃対象としているならば、話は別だが。

　最初の砲ほう撃げき音おん以降、大砲の音は鳴り止やまない。同時に重なっている砲の数からしても、これは一いつ隻せきの船だけでなく、複数の船による砲撃を示していた。

「港を見てくる」

「わたしも！」

　飛び出そうとするヴィクトリアを捕つかまえ、ガルシアは「ここで待ってろ」と言う。

「そんなドレス着てたんじゃ、足手まといだ」

「嫌よ！　絶対に行くわ！」

　今度はヴィクトリアがガルシアの腕にしがみついて放さない。そこに、砲撃に驚いたのだろう。どこかの馬うま屋やから飛び出してきた馬が、迷いこんできた。

「連れてってやるから、腕を放せ」

　ガルシアはそう言って、馬の前に立ちふさがって「どうどう」となだめ、その手た綱づなを引いてきた。

「さあ、お姫様、馬の用意ができましたよ」

　ヴィクトリアを抱きあげて、馬に乗せ、ガルシアもその後ろに飛び乗る。

「馬車じゃないのが残念だわ」

「緊急事態ですので、お許しを」

　ガルシアが答えて、馬の腹を蹴ける。

　砲撃のたびに地鳴りのような音が響き、大地が揺れる。突然の攻撃に街は大混乱となって、通りには建物から飛び出した人やら、慌あわてて船に荷を乗せてこの街を逃にげ出そうとする者たちであふれていた。

　その間をガルシアは巧たくみに馬を操あやつり、駆かけ抜けた。鞍くらの前に乗せたヴィクトリアのドレスが翻ひるがえる。
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　港へとたどり着けば、そこは沖おきからの砲撃を受けて、街以上に大混乱に陥おちいっていた。次々に着弾する大砲と、物資を満載した荷に揚あげ小屋が燃えてしまわないように、必死に消火作業にあたる街の者たち。そして、反撃や逃走のために船を出そうとする海賊たちが、右う往おう左さ往おうしている。

「ガルシア！　あれ！」

　ヴィクトリアは海上を指さす。砲撃は、そちらからだった。ガルシアも目をこらしてそちらを見る。

　今夜は空に満月が明るく輝いているから、船は陰にならず、その帆ほも風になびいている旗もよく見えた。ひときわ大きな船にたなびく、マーシアの海軍旗きもだ。

　沖に浮かんでいるのは、マーシアの戦せん艦かん五隻に、それからもう一隻黒い帆の海賊船。

　船の帆ほ先さきにうねる八つの頭を持つ蛇へびの彫ちよう刻こくが飾られている。月光を受けて金ぴかに光る悪趣味な飾りは間違いない。

「あのトドめ……裏切りやがったな」

　うなるように言うガルシアに、ヴィクトリアも「なんて奴やつ。仲間を売るなんて」と怒り、吐はき捨てるように言う。

　ゲールマンだ。あの根っからの海賊野郎が、こともあろうに、仲間を裏切り、女王の犬の側につくとは。

　それならば、ガルシアが気づいたように、愚ぐ者しやの館やかたにゲールマンの姿がなかったことに納得がいく。そして、歓迎の宴うたげに街全体が浮かれている、この時を狙ねらったのも、奴の提案だろう。

　宴には街にいる者全員が参加するし、船の見張りの留守番などは、下したっ端ぱの新入りに押しつけられる仕事だ。彼らでは、砲撃を受けたとしても、とっさに反応はできない。

「トリア、先に白鯨ブラン・オルカ号に乗ってろ！」

「ガルシアはどこへ行くの!?」

「ドックだ。紅の人魚ル・セーレーン号も出す」

「紅の人魚号も!?」

　馬から飛び降りるガルシアに、ヴィクトリアは声をあげた。紅の人魚号は現在ドックで修理中だ。運航できないわけではないが、いまだ修理は完了していないはずだ。

「大砲は多いほうがいい」

「わかったわ」

　なにかガルシアに考えがあるのだろうと、ヴィクトリアはうなずいた。

「紅の人魚号がドックから出るのにあわせて、白鯨号も出せ」

「了解」

　ドックへと走っていったガルシアを見送り、横座りのまま馬を巧みに操って、ヴィクトリアは混乱する港を通り抜けて、白鯨号へと向かう。

「姫！」

　白鯨号に向かうボートの前ではヴァルバトスが待っていた。今は呼び名を訂てい正せいしている場合でないと、ヴィクトリアは口を開く。

「ガルシアは紅の人魚ル・セーレーン号をとりに行ってる。そっちにも乗組員を向かわせて！」

「てめぇらが行け！」とボートに乗りこもうとしていた乗組員たちに、ヴァルバトスが指示を出すと、彼らは「へい！」と一いつ斉せいに答えて、ボートから岸へと飛び移り、駆けていった。

　ヴィクトリアは、ヴァルバトスの手を借りて馬から下りると、ボートに乗りこんだ。

　ボートの上で、髪を飾るダチョウの羽根を抜いて、結いあげた髪に指を入れて、それを崩くずす。そして、窮きゆう屈くつなドレスを脱ぎ捨てて、コルセットとパニエだけの姿になった。

　夜風は冷たく、ぶるりとボートの上で震ふるえると、「姫、これを」とヴァルバトスが、自分の上着を掛けてくれた。

「ありがとう、ヴァルバトス。だけど、姫はないでしょう？」

「はい、姫船長プリンセサ・カピタナ」

「その呼び名もどうか……と思うけど、ま、いいか」

　ボートが白鯨ブラン・オルカ号に到着し、ヴィクトリアは縄なわばしごをするすると昇って、船にあがる。

　船ではすぐに帆をあげられる態勢となっており、さすが、白鯨号の船員は訓練されている……と思う。

「紅の人魚号がドックを出たら、並んで出発だ！　大砲を用意して！　女王の犬と裏切り者の腹に穴を開けてやれ！」

　ヴィクトリアの言葉に、海賊たちが「おう！」と返事をする。

　

　

　ところが、紅の人魚号がなかなか港に姿を現さない。その間にも砲撃が続いている。

「まったく、ガルシア！　なにしてるのよ！」

　このままでは白鯨号も砲撃を受けてしまう……と、ヴィクトリアは焦あせり考えたが、そこで気づく。

　────街は砲撃を受けているのに、船は受けていない？

　そう、街は大砲の弾を受けて、大変なことになっているというのに、港に停泊している船は、一隻も傷ついていないのだ。これではまるで。

　────まさか、わたしたちが船を出すのを待っている!?

　それでは、船を出せば相手の思いどおりではないか!?と、ヴィクトリアが考えたそのとき、紅の人魚号が港へと出てきた。それと同時に、白鯨号も並んで走り始める。

「ガルシア！　これは罠わなよ！　奴ら、わたしたちが出てくるのを待っている！」

　甲かん板ぱんの端まで行き、ガルシアに向かって怒ど鳴なる。

　ガルシアは、甲板中央、なにか大きな箱のようなものが、山と積まれたその上に脚あしを組んで座っていた。下の物は雨よけの麻袋がいくつもかけられていて、なにかわからない。

「ああ、わかってる」

　ガルシアの声は低くてよく通る声だ。その言葉にも、ヴィクトリアは目を見開く。

「だったら、どうして船を出したのよ！」

「出さなくてどうする？　俺たちの街が砲撃されてるんだぞ。罠だからって、臆おく病びよう者もののカタツムリみたいに、街に閉じこもってじっとしてろって言うのか？」

「…………」

　俺たちの街と言ったが、確かに平和の街は、すべての海賊たちの街である。そして、提督カピタン・ヘネラルの称号を受け継つぐガルシアは、この平和の街を守る義務がある。たとえ、彼を提督と認めない者がいようとも、それはバルタザールの養い子としての、彼の自負だ。

　それが罠であっても、提督は海へと出なければならないのだ。

　そして。

「トリア、沖に出たらお前は逃げろ。俺が奴らを引き受ける」

「冗じよう談だんじゃないわ！　わたしに裏切り者をそのまましておけというの！　それに」

　ヴィクトリアは叫さけんだ。

「ガルシアを置いていけない！」

「あのトドはともかく、マーシアの戦艦五隻だぞ。よく、考えろ。トリア」

　船の真ん中に腰こし掛かけて、不敵に笑う男は、どこか吹っ切れた、死を覚かく悟ごしているような顔で、ヴィクトリアはきりりとその赤い唇くちびるを嚙かみしめる。

　確かにマーシアの最新式の戦艦五隻相手に、真正面から戦っては、いくら白鯨ブラン・オルカ号と紅の人魚ル・セーレーン号でもひとたまりもない。そのうえ、紅の人魚号は先日撃うたれて、修理も完了していないのだ。

　敗北は明らかであったが、それでも、ガルシアが船を出したのは、背後の『平和の街』を守るためだ。正確には街ではなく、そこに住む人々を守るため。

「だったら、ガルシアがどんなケンカをするか、見届けてやるわ！」

「ああ、そりゃいいな。俺様がいかにかっこよく戦ったか、トリアが伝えてくれ」

「誰だれがかっこよく死んだなんて、伝えてあげるもんですか！　海賊ガルシアは、あがいてあがいて、一番かっこ悪く死んでいったって、言いふらしてやるから！」

　そんなヴィクトリアの言葉にも、いつもならば『冗談じゃない！』とか『そいつは困るから、お前の欲しがっていたお宝一つで、なんとかならないか？』だの、軽口を叩たたく海賊は反論もせずに苦笑して。

「それでもいい。お前が俺をかっこいいと思ってくれているならな」

「……噓うそよ。提督カピタン・ヘネラルガルシアが、一番勇ゆう猛もうに、かっこよく戦ったって、みんなに言うわ。だから……絶対に生きて」

　ヴィクトリアが涙声でそう告げたとき、二隻の船はマーシアの戦艦へと近づいていた。

　砲撃は続いていたが、それは威い嚇かくのためだけで、船への着弾は一切ない。どうやら、こちらの読みどおり、あちらは、船を沈しずめるつもりはないらしい。あくまで生け捕どりが目的というわけだ。

「まだ大砲は撃つなよ、弾はこめてあるな？」

　それに乗組員全員が「おう！」と返事をする。

　紅の人魚ル・セーレーン号はマーシアの戦艦を前にして大きく迂う回かいした。五隻並ぶ戦艦の横にいる、ゲールマンの船を、かすめるように通り過ぎる。

「今だ、トドの腹に穴を開けてやれ！」

　ガルシアが叫ぶと、紅の人魚号に続いて、後ろをついてきた白鯨ブラン・オルカ号の大砲も一斉に火を噴ふいて、次々にゲールマンの船に着弾した。

「こ、この偽にせ提督の若わか造ぞう！」

　ゲールマンが叫んで「こちらも撃て！　撃て！」と叫ぶが、船の腹に穴が開いて一気に傾かたむいた船では、大砲の照準も空を向いてしまい、とても、撃てるような状態ではない。

　そんな沈みかけたゲールマンの船を鼻で笑って、ガルシアはマーシアの戦艦へと近づいた。旗が揺れる、旗き艦かんの前へと船を進めた。白旗をするすると揚あげてだ。

　これは戦う意思のないという印であった。それに対応するようにマーシアの戦艦の平和の街への砲撃は止んでいた。

「俺に戦うつもりはない。さあ、話しあいといこうか？」

　ガルシアが呼びかければ。

「敵かなわないと判断して、早々に降こう伏ふくか。なかなかに、利り口こうな海賊のようだな」

　旗艦の甲板に立ち、そう呼びかけたのは、旗艦の艦長キヤプテンではない。きらびやかな宮きゆう廷てい服を身にまとった、若い男だ。それに、ガルシアが尋たずねる。

「アンタは？」

「海賊に名乗る名などないと言いたいが、私は、ユベール子し爵しやくだ。王子プリンスの称号も持っている」
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　つまりはマーシアの女王の親族ということだ。女王は独身を貫つらぬいているから、その子供というのはおらず、親しん戚せきの男子を複数、養子に迎えていた。それで誰が王になるか、その王子たちと王族、貴族たちを巻き込んで争いが絶えないらしい。

「へえ、その王子様がどうして、こんな場所に？」

「ヴィクトリア王女を迎えにきた」

「トリアを？」

「海賊、七年前お前が誘ゆう拐かいした王女を、すぐさま出せ」

　誘拐、そう、ガルシアは世間的にはヴィクトリアを誘拐した、凶きよう悪あく非道な海賊ということになっている。ガルシアをヴィクトリアの後こう見けん人にんにするというバルタザールの遺ゆい言ごんがあるにもかかわらずだ。

　マーシアはそれを握にぎりつぶし、さらにはアルコバッサの評議会と貴族どもを抱きこんだ。ヴィクトリアを連れて逃げたガルシアを、王女誘拐の極悪人として、世界中の港に手配書を張り出したのである。

　かくして、ガルシアは金貨百万枚という、世界一の海賊の賞金首であるわけだが。

「トリアは残念ながらここにいないぜ」

　ガルシアは平然と噓うそをついた。白鯨ブラン・オルカ号に乗っていたヴィクトリアだが、男物の上着を肩かたからかけて、さらには金の髪はまとめて帽ぼう子しの中に隠かくしている。そのうえ、ヴィクトリアの名が出た時点で、ヴァルバトスがさりげなく、その巨体でヴィクトリアをマーシアの戦艦からは見えないように、隠していた。

　ヴィクトリアを知るゲールマンも、自分の船が沈みかけている状態では、こちらの会話を聞く余裕などなく、「船が沈む！　助けてくれ！」と相変わらず叫んでいる。

　だが、海賊とはいえ一応味方が溺おぼれかけているというのに、マーシアの誰一人として、ゲールマンを見ることはない。勝手に沈めと思っているのか。

　ユベール王子も気にすることなく、ガルシアとの交渉を続ける。

「隠すと言うのなら、今すぐ貴き様さまを縛しばり首にして、海賊たちも同じく船から吊つるして、その汚い海賊船の中を家や捜さがしするだけのことだ。命が惜おしければ、王女を出せ」

「命が惜しければね。海賊にその脅おどし文もん句くなんぞ、まったくわかっちゃいねぇな」

　ゲラゲラと、ガルシアは笑い、そして、白鯨ブラン・オルカ号の乗組員たちもつられたように笑う。

「ええい！　笑うな！」

　それにユベール王子が、神経質そうな白い顔に青筋を立てて、男にしては甲かん高だかい声をきーきーとあげる。

「この私を馬ば鹿かにすることは許さないぞ！　あくまであらがうと言うなら、命はないと覚悟しろ！」

　「抵抗したら撃て！」と己おのれの前で、膝ひざをついて銃じゆうを構える赤い制服の海兵隊の兵士たちに命じる。彼らは、銃口を一斉にガルシアに向けた。

「おやおや、ぶっ放していいのか？」

　ガルシアはそんなのんびりした声で言う。彼の声と同時に、今まで暗かった白鯨号の最上甲板が一斉にたいまつに照らされる。その光景に、艦隊の者たちだけでなく、今まで成り行きを見ていたヴィクトリアでさえ、目を見開いた。

「これでも撃てるっていう、命知らずがいるなら、お目にかかってみたいもんだな」

　甲板に所狭しと並べられた、荷物。被かぶせてあった麻袋が一斉に取られる。

　そこには、大砲用の火薬が詰まった樽たるが、山と積まれていたのだ。そして、たいまつを手にした乗組員たちは、その火薬に炎をかざしていた。少しでも火がつけば、とたん大爆発を起こすだろう。

「マーシアの提督の話だ。あんたらもよく知っているだろう？　こんなふうに、ありったけの火薬を船に乗せて火を放って、敵軍に船を突っこませた」

　それが二十年ほど前、マーシアが世界の半分の海を支配するきっかけとなった、伝説の海戦の話だ。マーシアはこれによって、西の大国バエティカを破り、北の大国の地位にのしあがった。

　不死の艦隊と呼ばれたバエティカの大艦隊を破ったのが、〝悪竜〟と呼ばれるガルシアの語る提督だ。

「キャプテン・ドラコに倣ならって、俺も五隻のマーシアの戦艦を沈めたら、伝説にはなるだろうなぁ」

　火がつけば自分をばらばらに吹き飛ばすだろう、火薬の詰まった樽に座り、ガルシアは長い脚を組み直した。その不敵な笑みを浮かべた表情は、死への恐怖など、みじんも感じてはいないようだ。まさに、命知らずの海賊。

「き、貴様の要求はな、なんだ！」

　対して、ユベール王子は、最初の高圧的な態度はどこへやら、引きつった顔で後ずさりした。

「まず、そこの白鯨ブラン・オルカ号を見み逃のがしてもらおうか」

　「ちょっ！　ガルシア」と声を張りあげようとしたヴィクトリアだったが、その瞬間ヴァルバトスが、低い声で告げる。

「姫、提督カピタン・ヘネラルの勇気と気持ちを無駄になさるおつもりですか？」

「…………」

　ヴィクトリアは沈黙するしかなかった。確かに、今自分が見つかれば、ガルシアの覚悟も無駄になってしまう。

「その船が安全な場所に行くまで、見届ける。少しでも妙みような動きをしたなら、ドカン！だぞ！」

　乗組員から、たいまつを渡されたガルシアは、それをわざとらしく、火薬の詰まった樽に、近づける。

「ま、待てっ！」

　それにユベール王子がうわずった声をあげて、彼の前にいた訓練を受けた海兵隊員たちも、動揺したように、ガルシアを狙う銃の先を揺らした。

「よ、要求は吞む！　そこの海賊船！　いずことなりとも、去るがよい！」

　しっしっ！と犬でも追い払うかのように、王子が手を動かす。それにヴィクトリアは眉み間けんにしわを寄せ、小声でヴァルバトスに指示を出す。

「わかった、今はガルシアの気持ちを大切にする。だけど、この船は沖には逃げない。そのまま街に戻る」

「姫？」

「それから……あの弱腰王子様に……こう言って」

　さらに小声で告げるヴィクトリアの言葉に、ヴァルバトスはうなずいて、声を張りあげた。

「わかった、俺たちはこの場を去ろう」

　ヴァルバトスはそう言い、さらに続けた。

「だが、逃げるのではない。街へと戻る」

　そのヴァルバトスの言葉に、ガルシアが怪け訝げんに眉まゆを寄せた。

「もし、お前たちが我らが自由の街を襲おそってきたなら、そこの提督カピタン・ヘネラルに倣って、俺たちは街に残る船にありったけの火薬を載せて、お前たちの戦艦に突っこむぞ。たちまち、ドカンだ！」

　これはヴァルバトスの考えた文もん言ごんではもちろんない。後ろのヴィクトリアの言葉だと気づいたガルシアは、周りに聞こえない声で「あのお転てん婆ばめ……」とつぶやいて、舌打ちする。

　平和の街を守るために、白鯨ブラン・オルカ号は街に戻る。さらには、マーシアの戦艦が攻めこんできたなら、捨て身の体当たりで戦艦を沈めるぞ！と、脅したのだ。

「わ、わかった！　さっさと行け！　行け！」

　ユベール王子がわめき、紅の人魚ル・セーレーン号は街へと戻った。それをガルシアは見届ける。

「さあ、約束どおりにしたぞ。火薬の樽を海に投げ入れろ！」

　勝ち誇ほこったように王子が言うのに、ガルシアは「まだだ」と答える。

「なんだと！　まだ、なにかあるのか！」

「ここで丸腰になったら、アンタらはすぐさま約束なんぞ反ほ故ごにして、俺たちの船に乗りこんでトリアを探すつもりだろう？　いなけりゃ、また街を攻撃するつもりだ」

「…………」

　ガルシアの言葉は図星だったのだろう。黙りこんだユベール王子に、ガルシアは「安心しろ」と言う。

「アンタらには大人おとなしくついていってやるよ。ただし、この火薬を捨てるのは、アンタらの要よう塞さいについてからだ」

「わ、わかった。ついてこい。ただし、少しでも逃げるそぶりを見せたなら、五隻の戦艦の大砲が、火を噴くと思え！」

　大砲で撃てば、火薬の爆発に巻きこまれて、その五隻の戦艦も沈むと思うのだが。虚きよ勢せいなのが見え見えの態度で胸を張り、ユベール王子がそう告げる。

「へいへい、わかりましたよ。王子様」

　ガルシアはそれに気の抜けた返事をした。ふんぞり返るユベール王子の向こうでは、すっかり沈んだトド……ゲールマンの船と、ようやく、他の戦艦からボートが出て、助けられる海賊たちの姿が見えた。

　こうして、戦艦に囲まれるようにして、紅の人魚号は自由の街から離れたのだった。
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　平和の街へと戻ったヴィクトリアだったが、すぐさま白鯨ブラン・オルカ号を出せと命じ、止めるヴァルバトスと対立していた。

「駄目だ、姫。今、船は出せねぇ」

「どうして!?　ガルシアは、わたしたちを逃にがすために、自分が捕つかまったのよ！　今度は、わたしたちが彼を助ける番でしょ!?」

「だから、その提督カピタン・ヘネラルの気持ちを姫は無駄になさるおつもりですか！　提督は姫を無事に逃がすために、自みずから捕とらわれたんだ！　それを姫は無駄にするつもりですか？」

　白鯨号の主あるじのいない船長カピタン室にて。そこにはガルシアの趣味を表すように、壁に本棚が作り付けられて、古今東西の書物が並んでいた。あの豪ごう快かいな海かい賊ぞくは、一人になると意外にも勉強家で、幼おさないヴィクトリアにも様々なことを教えてくれたものだ。

　だが、彼は今、ここにいない。ガルシアの定位置だった、彼が寝そべっていた長なが椅い子すを見つめてヴィクトリアは声をあげる。

「わたしは逃げるつもりなんかない！　たとえ、わたしが犠ぎ牲せいになったって、ガルシアを！」

「姫！　冷静になってください！　相手の戦せん艦かんは五ご隻せきだ。奴やつらの要よう塞さいに行けば、もっといるかもしれねぇ。そんな中に、白鯨号一隻で飛びこんで、どうするっていうんですか!?

　船には、姫と俺だけが乗りこんでいるわけじゃねぇ！　船乗りたちの命も乗っているんですよ！」

　ヴァルバトスの言葉に、ヴィクトリアは、はっ！と目を見開いた。

「提督と姫のためには、命なんか惜おしくねぇのは、俺も野郎どもも一緒だ。しかし……」

「ごめん、ヴァルバトス。わたしは、そうとう頭に血がのぼっていたみたいだ」

　ヴィクトリアは身体からだに渦うず巻まく怒りを逃がして、冷静になろうと、大きく深呼吸した。はあ……と息を吐はくほどに、頭が冷えてくる。

『船長っていうのは、ただ、頭ごなしに命令してるだけじゃ駄目だ。その船に乗ってるすべての人間の命を預かってる、その覚かく悟ごがなきゃな』

　紅の人魚ル・セーレーン号を贈られたときに、ガルシアから言われたではないか。その覚悟をヴィクトリアはすっかり忘れていた。

　ガルシアの命はもちろん大切だが、他の同じ船に乗る家族たちの命も、ヴィクトリアは守らねばならない。

「ガルシアだけじゃない。大切なあなたたちのことも考えて行動しないとな」

　ヴィクトリアの言葉に、「姫……」とヴァルバトス以下の船乗りたちは、みんな感激して瞳を潤うるませている。船乗りたちは見た目恐くて乱暴者だが、だいたいが感激屋で、心優しい男たちなのだ。

「だけど、ガルシアも助けなきゃならない」

　今、自由に動かせる船は、白鯨ブラン・オルカ号一隻だけだ。これでは確かに、マーシアの海軍に対抗するのは難しい。

　そこまで考えて、ヴィクトリアはふと気がつく。

「……別に正々堂々と戦う必要なんてないか。わたしたちは海賊なんだから、お宝はこっそりと、かつ、速すみやかにいただくものよね」

　そう、つぶやいた、そのとき。

「ヴィクトリア姫……」

　他の乗組員に案内されて、船長室に入ってきたのはカルドだった。案内した船乗りが「こいつが姫に話があるようですぜ」と言い残して、部屋を出ていく。

「なに？　先生」

「ガルシアさんから、伝言を預かっていて……」

「ガルシアから!?」

「街への攻撃があったとき、僕はちょうど街に出ていて、港に戻ろうとしたんだ。そこで、ガルシアさんと出会って……」

「紅の人魚ル・セーレーン号のドックに向かう途中だったんだ。それで？」

「それが……」
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「うわっ！」

「先生！」

　ガルシアの目の前に、大男に突き飛ばされた青年が、よろめき出る。それは、カルドだった。

「な、なにが起こったんですが!?」

「ああ、いいところに来たな。先生」

　ガルシアはよろめくカルドの肩かたを抱き、そして「アンタに頼みがある」と言う。

「ぼ、僕はなにもできませんよ！」

　鳴なり響ひびく砲ほう撃げきの音に耳を押さえてカルドが叫さけぶ。それに、「しっかりしろ！」とガルシアが軽く頰ほおを叩たたく。その衝しよう撃げきに、混乱から立ち直ったカルドが、ガルシアを見る。

「アンタにしかできないことだ。トリアをベルンへと連れていってほしい」

「ベルンへ!?」

「ああ、トリアを送った後も、アンタにはそのままあれの家庭教師をやってもらいたいが、チェッタの大学へ行くのも、アンタの好きにしてくれ。

　その旅費も報ほう酬しゆうも、トリアが出してくれるはずだ。あいつは、俺と同じく気前がいいからな」

　ガルシアは続けて「訪ねるのは、ベルンのロシュタイナー男だん爵しやくだ。紹介状は必要ない、トリアがその印だ」と言う。

「とりあえずの路銀は、こいつと、これも持っていけ」

　ガルシアは自分の懐ふところから金貨の詰まった革かわ袋ぶくろを取り出し、さらに、己の指を飾っていた金や銀の指輪や、それに褐かつ色しよくの胸を飾るネックレスを外はずして、その中に入れた。

　海賊が男も女も身を飾るのは、なにもしゃれっ気ばかりではない。いざというときに、それを売って、金にかえるためだ。

「ガルシアさんはどうするんですか？」

　ずっしり重い袋を渡されて、カルドは戸と惑まどいながら尋たずねる。それに、ガルシアは微笑ほほえみ答えた。

「俺は、あのトドに落とし前をつけさせなきゃならねぇからな」

　不敵に微笑んだ海賊は、そのまま、走り去った。
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「……それで、僕は船に戻らずに、この街にいたんだ」

　申し訳なさそうに言うカルドに、ヴィクトリアは「それでいいよ」と言う。

「ガルシアが、そう指示したなら、先生は街にいて正解よ」

「それは、ガルシアさんの言うとおり……」

「するわけないでしょう!!　元から、わたしはベルンなんかに行くつもりはないわ！」

「そうだよね……」

　カルドはヴィクトリアの答えがわかっていたようにため息をつく。

「でも、僕はガルシアさんに頼まれたんだ。だから、もう一度頼むよ。僕とベルンに行ってほしい」

　気弱そうに見えて、このほうれん草先生は、なかなかに頑がん固こ者ものだ。しかし、同じようにヴィクトリアも一度言いだしたら聞かない。

「わたしはガルシアにも、はっきりベルンには行かないと言ったわ。しかも、当のガルシアが捕まっているんだもの。彼を助けるまでは、この答えは保留よ」

「わかった。なら、この預かった宝石をこのままにしておくわけにはいかない。返すよ」

　ヴィクトリアに話さないで、宝石をネコババして、このまま逃げることだってできただろうに、まったくこの先生はどこまでも律りち儀ぎだ……とヴィクトリアは思う。

　それでも、ヴィクトリアにとってうれしかったのは、革袋の中にガルシアの指輪が入っていたことだ。自分の薬指には緩ゆるすぎるそれを、ヴィクトリアは親指にはめた。

「ガルシアの宝石を届けてくれて、ありがとう、先生」

　このときばかりは、女らしくヴィクトリアは礼を言い「い、いや、僕は君に返しただけだから……」とカルドは、頰を染めてしどろもどろに答える。

「ヴァル。先生にこの宝石分のお金を用意して」

　ヴィクトリアはヴァルバトスにそう言い、カルドに向き直る。

「先生、お金を今すぐにも用意するから、この街を出るといいわ。一年間の家庭教師契けい約やくも、こちらから解かい除じよする。あなたはどこに行くのも自由よ」

「なっ!?」

　カルドが驚おどろきに一瞬目を見開く。しかし、次の瞬間明らかに怒りをあらわに叫ぶ。

「そんな金は受け取らない。僕は絶対に、この街を出ていかないぞ！」

「どうして？　先生は、一刻も早く、大学のあるチェッタに行きたがっていたじゃない」

「僕と家庭教師の契約をしたのは、ガルシアさんだ。だから、君からの解除は受け付けられない」

「そんな律儀に契約に縛しばられることはないわ。今は非常事態よ。正直、先生を船に乗せていくのは危険だから、わたしは解放すると言っているの」

「じゃあ、君も危険じゃないのか？　ヴィクトリア姫」

「わたし？」

　自分のことなど言われるとは思わなかった、ヴィクトリアのほうが、今度はあっけにとられる番だった。カルドが普段の気弱な様子などどこへやら、勢いこんで叫ぶ。

「契約うんぬん以前に、僕だって男だ。困っている女の子を一人残して、自分だけその場を立ち去るだなんてこと、できると思うのか!?」

　そう叫んでいる最中に、金貨が入っている革袋を持ったヴァルバトスがやってきた。怒ど鳴なっているカルドにあっけにとられてしまった……のは、ヴィクトリアも同じ。

「…………」

「…………」

　やがてヴィクトリアとヴァルバトスは顔を見あわせ、声をあげて笑い始める。カルドはそれに「な、なんで笑うんだ！」と赤くなって怒る。

「ごめんなさい、先生。確かにあなたは男ね。男が男になるとき、けして恥はじはかかせてはならないとガルシアも言っていた。

　先生を甘く見たことは謝あやまるわ。ごめんなさい」

「い、いや、わかってくれればいいんだ」

　勢いでとんでもないことを言ったと、カルドが元の小心者に戻って、おどおどとうつむく。それに、ヴァルバトスが笑顔を浮かべながら「姫、じゃあ、この袋は保留ですな」と金貨の入った袋を掲かかげ、それに、ヴィクトリアは「うん」とうなずく。

「先生には、もうしばらく付きあってもらうことになるけど」

「ここまで来たんだ。僕は教師を志こころざす者として、歴史の一いつ端たんを見届けるよ」

　教師の卵として、カルドが格かつ好こうをつけて言う。

　そこに「大変だ」と一人の水すい夫ふが飛びこんできた。「どうした？」とヴァルバトスが問う。

「トド……いや、ゲールマンの野郎が、やってきたんです！」

　マーシアの戦艦に乗って、沖おきの海に現れ、こちらにやってきているという。街が再び攻撃されないか見張っていた、帆ほ付つきの小舟ボートに向かって「白鯨ブラン・オルカ号の奴を殺されたくなけりゃ、大人おとなしく船を通せ」と脅おどしてきたと。

「奴ら、実際イラムの奴を舳へ先さきに立たせて、銃じゆうを突きつけてやがる！」

　イラムというのは、確かに白鯨号の乗組員だ。大勢の船乗りたちの中で話したことはなくとも、ヴィクトリアは顔と名前はしっかり覚えていた。

　それもまた、船長カピタンの大事な役目であるからだ。

「わかった。こちらに来るというのなら、交渉が目的でしょう。歓迎の準備をしなくちゃね」

　ヴィクトリアが椅子から立ちあがると、「姫」とヴァルバトスが心配げな声をあげる。

「奴は、姫の顔を知っています。ここは出ないほうが……」

「だから、出るのよ。あのトドがやってきたってことは、わたしの顔を知っているからでしょうから。

　大丈夫、奴の思いどおりになんかならない。方法はガルシアが教えてくれたわ」

　イタズラっぽくヴィクトリアは微笑んだ。
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「よお、敗北者ども！　元気か！」

　マーシアの戦艦の上で、ゲールマンは勝ち誇ほこったように、ガハハ！と声をあげて笑った。港に集った自由の街の人々の、冷ややかな視線も、彼にはなんの痛つう痒ようも与えていないようだった。

　己の船は沈しずめられたが、代わりに捕ほ縛ばくした紅の人魚ル・セーレーン号を与えると、彼はマーシアのユベール王子から、約束を取り付けていた。今回の使いを無事果たしたなら……である。

「ヴィクトリアはどこだ!?　あの小娘は！」

「ここよ！」

　ヴィクトリアが答える。彼女はヴァルバトスがこぐ小舟ボートに乗って、マーシアの戦艦に近づいていた。

「ほう、こちらから言う前に、神しん妙みようにその身を差し出す気になったか！　小娘！」

　ゲールマンは、ガハハ！と下品な声をあげてまた笑う。それに、ヴィクトリアは「誰だれが、貴き様さまの思いどおりになるものか！」と答え、

「その腐くさった目玉でよく見るのね！」

　と小舟に積まれていた荷物の布を取り払えば、ゲールマンが「ゲッ！」と声をあげる。

「ガルシアを見習って、わたしも爆弾を寝床にしてみた」

　火薬が山と詰めこまれた箱の上に、ヴィクトリアは座る。

「これで、マーシアの戦艦に突っこんだら、わたしは海賊たちの間で、戦せん姫きアマリアのごとく、あがめられるでしょうね」

　戦姫アマリアとは伝説の人物で、女だてらに剣を取り戦った王女だ。その散り際も苛か烈れつで、国を守るために城に炎ほのおを放ち生しよう涯がいを終えたという。救国の女神によくたとえられる姫である。

「よ、よせ、やめろ！　近寄るな！」

　ゲールマンは叫び、マーシアの戦艦の艦長キヤプテンだろう、横にいる軍服姿の中年の男もギョッ！としている。

　なにしろ、船に火をつけて突っこませる手法は、マーシアの提督が元祖なのだから、その効果はよくわかっているだろう。

「もちろん、わたしも無駄に命を散らせるつもりはない。ゲールマン、お前がその船を降りて、この平和の街の人々を裏切り、傷つけた、その罰ばつを受けるというのなら、大人しく、船を引こう」

「な、なんだと！　俺は船を降りるつもりなんてねぇぞ！」

　ゲールマンが船を降りれば、たちまち、死刑になるのは目に見えている。この平和の街の人々や、海賊たちによってだ。

「ふん、無人島に置き去りにされるのは、そんなに恐い？」

　石を投げつけられて、殴なぐる蹴けるの暴行を受けるくらいなら、まだマシだろう。平和の街そのものを売る……などということをやらかしたのだ。ゲールマンの末まつ路ろは見えている。

　旧大陸と新大陸のほぼ中央にある無人島。その島から、次の島へと行くのに、大型船でも三日はかかるようなところに、一日分の水と食料だけを渡されて、置き去りにされるのだ。

　海賊の掟おきてにおいて、置き去りは最も残ざん酷こくで重い処刑方法だ。まして、冥めい府ふに一番近い島……と呼ばれる、無人島に置き去りにされることは、縛り首より恐ろしいとされる。

「伝説のゾックロ船長みたいに、イルカを手て懐なづければ、島から脱出できるかもね」

　ゾックロは乗組員の裏切りにあい、無人島に置き去りにされたが、沖を通りかかったイルカの助けを借りて、港までたどり着いた。そして、己を裏切った乗組員たちに復ふく讐しゆうしたという、昔語りの主人公だ。

　もっとも、ゾックロをイルカたちが助けたのは、彼が善人で義に厚く、信仰心も持ちあわせており、神に対して彼が祈った結果だと言われているから、とても、ゲールマンには望めないことである。

「ま、お前ではイルカどころか、イソギンチャクだって、協力なんてしないだろうけど」

「イ、イソギンチャクだと！」

　ゲールマンが叫び、港ではヴィクトリアの言葉に、みんなが笑い転げた。それにゲールマンが顔を真まっ赤かにして、さらにわめく。

「くそっ！　誰が無人島に置き去りになどされるか！」

「そうされたくなきゃ。とっとと、この平和の街から出ていくんだな！　じゃなきゃ、お前の選ぶ道は、爆死か、無人島暮らしだ！」

　そう言い放つヴィクトリアに、ゲールマンが「く、くそ……」と悔くやしそうにうめく。

　ゲールマン一人なら、そのまま彼はしっぽを巻いて逃げ帰り、二度とこの平和の街に近づかなかっただろうが、隣にいたマーシアの艦長キヤプテンが、彼に耳打ちし、ゲールマンが目を見開く。

「は、はい、目的は忘れたりしませんって」

　その艦長キヤプテンにへいこらと、頭を下げる姿は、海賊船の船カピ長タンというより、まったくの下したっ端ぱだ。

「おい！　交渉してるのはこっちだぞ！　ガルシアの身み柄がらがこっちにあることを忘れるな！」

　ヴィクトリアを振り返ったときには、元のえばりくさった態度という……まったく、小さな男だ。

「そっちが勝手に慌あわてただけじゃない。もっとも、ガルシアに傷一つつけてみなさい。本当に、このボートをぶつけるから！」

　ぽんぽんと火薬の詰まった木箱をヴィクトリアが叩けば、ゲールマンはその衝撃だけで爆発するとばかり、飛びあがって「この、火、火の玉娘め！」と叫ぶ。

「とにかく、それ以上近寄るな！　この男がどうなってもいいのか！」

　と、今さら気づいたように、船の舳先にくくりつけた、イラムのこめかみに短銃を突きつけた。

「火の玉とはそりゃいい。提督ガルシアの船乗りなんて、みんなそうだから。ねぇ、イラム、お前は提督カピタン・ヘネラルのために死ねるよね？」

「へい！　提督のためにも、それから姫のためにも死ねます！」

　イラムは迷いなく答える。「余計なこと言うな！」とゲールマンは、こめかみに銃をぐりぐりと突きつけたが、それを恐れるような提ガル督シアの船乗りではないのだ。

「撃ちたきゃ、撃ちやがれ！　てめぇらが、人ひと質じち失って、姫があのボートで突っ込んでこないなら、万ばん々ばん歳ざいだ！」

　ひひひ！とイラムは笑い、ゲールマンは絶句する。

「くそっ！　あのガルシアの手下は、みんな、狂ってやがる！」

　ゲールマンが吐き捨てるように言う、その顔を下から眺ながめて、ヴィクトリアは言った。

「では、お前たちの交渉の内容を聞こう」

「なんだと!?」

「話しあいのためにわざわざ、ここに来たんでしょう？　だから、それを聞いてやると言っているんだ」

「…………」

　火薬を満載したボートでそっちの船を吹き飛ばすぞ！と脅しておいて、一転、話を聞こうというヴィクトリアに、ゲールマンも隣にいる艦長もあっけにとられている。

『交渉ってやつには、ときにはハッタリも必要だ。最初にドカンとやっておきゃ、しばらく相手は呆ぼう然ぜんとして、こっちの有利に事が進められる。主導権を握にぎったほうが、勝ちだからな』

　というのは、ガルシアの教えである。彼は船長カピタンとしても優秀であるが、商人としても優秀だったのだ。その基本はまずは話しあい、交渉だと言っていた。

「君が、ヴィクトリア姫か？」

　ゲールマンでは話しあいにならないと思ったのだろう。艦長が直接、ヴィクトリアに話しかけてきた。

「姫は余分よ。わたしはただのヴィクトリア。あなたは？」

「私はタウンゼント艦長キヤプテン・タウンゼントだ。ヴィクトリア姫。

　姫はずいぶん聡そう明めいでいらっしゃるようだから、単刀直入に申しあげよう。

　ガルシアなる男の命と、船に乗っていた海賊たち全員の命を、こちらが握っているのはよくおわかりだと思う。

　我がマーシアの法に則のつとれば、全員即座に縛り首となるところだが、姫がその身柄をこちらに預けてくださるなら、男たちの命を助けてもよいと、ユベール殿でん下かはおっしゃっている」

「助けてもよい……ね。ずいぶんと紳しん士し的てきな脅しだわ」

　ヴィクトリアは少し考えるそぶりを見せて「いいでしょう」と言った。

「ならば、すぐさま、その危険なボートを捨てて、こちらの船に」

「それはできない。こちらからガルシアの捕らえられている場所に、後ほど向かうわ」

　こちらに来いというタウンゼントに、ヴィクトリアは首を振った。

「わたしの身柄を押さえたとたん、街に砲撃されたんじゃ、たまらないわ」

「なるほど、本当に賢かしこい姫君だ」

　タウンゼントは敵ながらなかなかにやる……という表情で苦笑し、そして、うなずいた。

「こちらのほうも、すぐに来ていただけるとは思っていません。姫君のほうにも準備があるだろうと、ユベール殿下はおっしゃっておりました」

　そのタウンゼントの言葉とともに、するすると戦艦から降ろされたのは、ヴィクトリアが乗っているのと同じ大きさのボート。ボートは無人で、そこに大きな箱チエストが載せられていた。

「場所はモルタ岬みさきの要よう塞さい。中の衣装をかならず着てくるように……との殿下の指示です」

「わかった」

「女性の支し度たくが遅いのはこちらも理解しているが、三日以上は待てないとの殿下のお言葉もお伝えしておきます」

「それも、承知したわ」

　つまり、三日を過ぎればガルシア以下、乗組員たちは処しよ刑けいされるということだ。
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　戦艦が平和の街の沖合から完全に立ち去るのを見届けて、ヴィクトリアもまた港へ戻った。

「あの王子、軽けい薄はくで馬ば鹿かだと思ったけれど、これほどとはね」

　そして、小舟ボートに乗せられていた箱チエストを開けて、ヴィクトリアは、あきれてため息を一つつく。

　そこには透すけるチュールのレースをふんだんに使った、白地に金色ブロンドの刺し繡しゆうもまぶしい、花嫁衣装が詰まっていたのである。刺繡の意い匠しようは紅あざみにひなげし。

　紅あざみはマーシアの、ひなげしはアルコバッサの象徴である花だ。つまりこれは、ヴィクトリアのために作られた花嫁衣装ということで、ずっと前から用意し、注文したのだろう。その馬鹿馬鹿しさに、ヴィクトリアはもっとあきれた。

　さらには、婚礼衣装には赤い蠟ろうで封印された書状が添えられていた。ユベール王子の直筆だろう手紙の出だしは『我が愛いとしき姫へ』。

　そこには、ユベール王子とヴィクトリアは許嫁いいなずけ同士で、王子曰いわく、極悪非道の海賊ガルシアによって二人の仲が引き裂さかれたことなど、王子が勝手に頭の中で妄想したのだろう、物語が展開されていた。

「頭が痛い」

　ヴィクトリアはぽいと、その手紙を投げ捨てた。それを拾って読もうとしたヴァルバトスに。

「脳みそが腐くさるから、そんなもの読む必要ないわ、ヴァル。ようするに、このとんちきな衣装を着て、わたしに要塞に来いってことだから」

「しかし、他に手紙になにか書かれていたら……」

「……あとは、『私は君を非道な海賊から救い出す、白イルカにまたがった騎き士し。ひなげしの処女おとめたる、君を必ず救うと、我が英雄王ペンドラゴンに誓ちかおう』とか、いにしえの吟ぎん遊ゆう詩人並みに歯が浮きそうな十ソ四ネ行ツ詩トだけど。全部読む忍にん耐たい力りよくが、ヴァルにある？」

「ありませんな……」

　ヴァルバトスはとたん、げんなりした顔をして、手紙を目の前のテーブルへと置く。

「ただ、詩の才能はともかく、ただの浮かれた馬鹿王子ってだけじゃなさそうね」

　これまでのさんざんの評価から一転のヴィクトリアの言葉に、ヴァルバトスが怪け訝げんな顔となる。

「だって、この婚礼衣装をわざわざチェストに入れてよこしたってことは、わたしがいったんは交渉に乗らずに、街に残るっていう前提があってのことだもの」

　ヴィクトリアとて馬鹿ではないから、マーシアの戦艦が、乗れ！と強引に言っても、けして大人しくついていくつもりはなかった。

　たとえ、ガルシアの命を盾たてにされたとしてもだ。ヴィクトリアの身柄をマーシアが手に入れるまでは、彼は大事な人質である。逆にヴィクトリアが捕まるまでは、彼の身は無事なのだから。

「確かに、姫があのままマーシアの戦艦に乗ったなら、この衣装をよこす必要はありませんな」

「そう、衣装を戦艦に持たせて、なおかつ、箱に入れてボートまで用意していたってことは、それを予想していたってこと」

　ヴィクトリアが時間稼かせぎをすること。それも、相手の予想の範囲内ということで。

「大丈夫ですか？　姫」

「なにが？」

「ここまで用意してあるってことは、逆に、あちらは姫がなにか仕掛けると思って、待ち構えているってことだ」

「確かに、だけど、こちらが行かなきゃ、ガルシアや他の者たちが傷つけられるってことになる」

　ガルシアたちは殺されはしないだろうけれど、ヴィクトリアを脅す手段ならば、いくらでもあるのだ。たとえば、身体の一部を切り取る。それが、髪ぐらいならいいが、耳や指など、切り取ったら二度と元に戻らない部分だったらと思うと、ぞっとする。

「わたしはたとえガルシアがどんな姿でも、生きていてくれればいいけどね」

「姫……」

「とにかく、東の果ての国のことわざににもあるだろう？　獅し子しの子を得るには、獅子の穴に入らなきゃならないって。わたしは行く」

「では、このヴァルバトスもともに……」

「いいや、ヴァルバトスには別の用事がある」

「別の用事？」

　ヴィクトリアが耳打ちすると、ヴァルバトスは大きく目を見開いた。
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　モルタ岬みさき。

　海風が吹きすさび、岩石だらけの不毛の地には人など住んでおらず、岬の先には灯とう台だい兼要よう塞さいが立っているきりだ。

　そのマーシアの要塞、鉄の門もん扉ぴの前に一人の娘が現れたのは、約束の期限である三日後の夕刻のこと。

　結いあげた黄金の髪にかかる雪雲のようなベール。花嫁の純血を表す、白のドレス。その華きや奢しやな手も白く透すける薔ば薇ら蔦つた模も様ようのレースに覆おおわれている。

　そして、その手には白しら百ゆ合りの大きな花束。

「約束どおり、やってきたわ！」

　花嫁の名はヴィクトリア。その姿は美しくも清らかな花嫁そのものだ。

「その男はどうした？　一人で来るはずじゃなかったのか？」

　鉄門の小さな窓を開けて、ぎろりとにらみつけたのは、門番らしき男だ。そこから覗のぞく目元だけでも、十分に凶きよう悪あくだが、ヴィクトリアはひるまない。

「あら、か弱い姫君に重い荷物も一人で持ってこいっていうの？　女の支し度たくには時間がかかるだろうと、配慮した方が？」

　横にいる男とは、日陰で育ったほうれん草のような……そう、カルドだ。彼は縦には長いが横には薄い身体からだで、重そうな四角い箱チエストを背負っている。

「なら、その男はここの門で引き取ってもらう、荷物はこちらの兵士が背負う」

　門番はそう答えて、大きな鉄門ではなく、横の人が一人通れる用の鉄門を開いた。

「行こう、先生」

　ヴィクトリアはカルドに声をかけて門の中に入った。続けて、箱を背負ったカルドも中へと。

「おい！　その男はダメだと!!」

　門番が怒ど鳴なり、他の門番たちがヴィクトリアの元へと駆かけ寄ろうとする。その彼らに向かって、ヴィクトリアは手に持っていた百合の花束を向ける。

　轟ごう音おんと飛び散る白い花びら。百合の花束が霧散し、煙とともに現れたのは、手て筒づつだ。

　東の国渡りのこの火気は、大たい砲ほうよりは小さいが、それでも石壁に穴を開けるぐらいの威力はある。

　門番たちの詰め所の上の壁を狙ねらって放った弾たまは見事に命中爆発して、彼らを巻きこんで崩くずれた。これで門番三人はしばらく動けないだろう。

「なんだ!?　なにが起こった!?」

　しかし、そこに爆発の音を聞きつけた他の兵士たちが、要塞の中から飛び出してくる。

　だが、それもヴィクトリアは待っていたのだ。

　鉄の門扉が一番目の障害としたら、要塞の入り口が二番目の障害だ。それをわざわざあちらから開けてくれた。

　そして、普通なら一発のみの手筒は最新式で、二発連射が可能だった。

　花束が飛び散ってむき出しの手筒が向けられると、その威力を知っている要塞の兵士たちは、とたんギョッ！とした顔になって、地面に伏ふせた。

　遠慮もせずに、入り口に向かって、ヴィクトリアは二発目を放つ。あがる轟音と煙の中。彼女はドレスの裾すそをつかんで駆ける。

　爆風で頭に被かぶっていたベールは吹き飛んで、綺き麗れいにあげていた髪も崩れる。黄金の髪をなびかせて、ヴィクトリアは走る。

「先生！　走って！」

「わ、わかったよ！」

　カルドも転げるようにヴィクトリアのあとをついていく。要塞の建物の中に飛びこめば、さらなる爆発に、大勢の兵士たちがこちらに殺さつ到とうしてきた。

「な、なんだ!?」

「侵入者だ！」

　一いつ斉せいに向けられる長ちよう銃じゆうに、カルドが「だから、こんな強行突破長続きしないって！」と、叫さけぶが、ヴィクトリアは「黙だまって！」と、その口をぱしりと叩たたいて黙らせる。そして、大きく通る声で言い放つ。

「わたしはアルコバッサの王女ヴィクトリア！　ユベール王子の婚約者だ！　わたしの身に傷一つでもつけたら、貴き様さまらの殿でん下かが黙っていないのでは？」

　その言葉に、兵士たちが明らかに動揺した。こちらに向けていた銃口を下げて、どうしたらいいのか、戸と惑まどっている様子だ。

　それに対し、ヴィクトリアは勝ち誇ほこるように微笑ほほえみ、そして、カルドの背負っている箱に手をかけた。箱の蓋ふたを開けると、そこから取り出したのは、長銃。

　兵士たちの持っているような、一発発射のみの火ひ縄なわ銃ではない。最新式のシリンダーがついたものだ。

　立て続けに六発の銃声が響ひびく。

　その間兵士たちは、利きき手を確実に撃うたれて、早くも、戦闘不能になる者が六人。無駄弾なしのとんでもない腕うで前まえだった。

「さあ、わたしが撃てないのなら、さっさと退ひけ！」

　煙を噴ふく長銃を手にして、ヴィクトリアが言う。強気だが、弾が尽つきたのではないか……と、兵下が思ったそのとき。

「ここで弾切れなんて、ケチなことをわたしは言わない！」

　ぽい！と、弾を撃ち尽くした長銃を投げ捨てて、後ろをついてきているカルドの背中の箱から、ヴィクトリアはまた同じ長銃を取り出した。

「さあ、今度は誰だれが、わたしの弾の餌え食じきになりたい？」

　花嫁のドレスを翻ひるがえして進む、ヴィクトリア。その前に立ちはだかる兵士たちは、もはやいなかった。「退け！　いったん退け！」の声とともに、兵士たちが奥へと退いていく。いったん、退いて、作戦を練り直そうということなのだろう。

「さて、逃にげ遅れる、のろまは誰？」

　ヴィクトリアは小さな声でつぶやき、不敵に笑った。

　兵士たちが次々に逃げこんでいく奥の扉、それに最後に走りこもうとしていた兵士の、鼻先すれすれをヴィクトリアは狙った。弾は計算どおり兵士の顔の前を横切り、兵士は一瞬、足を止める。

　そして、そののろまな兵士の目の前で、無情にも扉はぱたりと閉まる。

　兵士の後頭部に、ヴィクトリアは銃を突きつける。

「さあ、白状して、もらいましょうか？　ガルシアの、海かい賊ぞくの船長カピタンが捕とらえられている場所はどこ？」

「だ、誰が話すものか！」

「さすがはマーシアの兵士。簡単には口を割らないか」

　「こっち向いて！」とヴィクトリアは、その長い銃身で、兵士の頰をぐいぐいと押して、自分のほうを向かせる。

「じゃあ、わたしと遊ぼうか？」

「遊ぶ？」

　兵士は不思議そうに言う。確かに、こんな緊きん迫ぱくした場面で遊びもなにもない。

「そう、遊びよ。この弾が当たらなかったら、あなたはわたしの質問に答えなくていい。解放もしてあげよう」

　そう言って、ヴィクトリアは兵士の額ひたいに銃口を当てる。

「さて、さっき一発撃ったから、弾は五発残ってる。これで、あなたに弾が当たらなかったら……」

「ま、ま、待ってくれ！　五発も弾が残っているじゃないか！」

　引き金に指をかけるヴィクトリアに兵士が悲鳴をあげる。

「そう、弾が外はずれる確率は、六分の一。弾が当たる確率は六分の五。わかりやすくていいわね」

「よくない！　それではほとんど俺が死ぬ！」

　兵士が悲鳴同然に叫ぶ。それにヴィクトリアがにっこり微笑んだ。見た目は女神、しかし、兵士にとっては魔女に魅み入いられたも同然。

「なら、大人おとなしく、ガルシアのいるところを白状することね」

「か、海賊たちなら、地下に閉じこめられている！」

「地下への階段は？」

　ヴィクトリアが尋たずねると、兵士は目の前の扉を指さした。

　それは兵士たちが逃げていった扉だ。「先生、開けて」とヴィクトリアが言うので、カルドは扉の取っ手をひねるがびくともしない。押しても引いてもだ。これはどう考えても、向こうでなにか重石おもしでものせている。

「姫、びくともしないよ。それに、扉の向こうには兵士が……」

「山と待ち構えているでしょうね。わたしたちをここに足止めしている間に、救援を呼ぶつもりだろうけれど」

　言いながら、ヴィクトリアはカルドの背負っている箱から、またなにか取り出した。それは先ほど使った大筒に比べ、半分ほどの大きさの小筒と言うべきか。それでも室内で使うには、かなりの威力だ。

「行くよ！」

　ヴィクトリアが構えると同時に、カルドは耳を押さえた。

　ドン！と小型の大砲ほどの音がして、目の前の扉が粉々に砕くだける。それだけでなく、扉を押さえるために使っていたのだろう、机や椅い子すが粉々に砕けて宙に舞うのが、扉の形に四角く切り取られた、空間の向こうに見えた。

　もうもうと爆発の煙がいまだ立ちこめる部屋に、ヴィクトリアが足を踏ふみ入れれば。

「ば、爆弾姫が来たぞ！」

　そんな叫び声が聞こえた。それにヴィクトリアは。

「ずいぶん失礼な呼び名ね。だいたい、これは爆弾じゃない！」

　そう言いながら、カルドの背負っている箱の一番下の弾薬の入っている引き出しから、小さな革かわ袋ぶくろを取り出す。そして、自分たちのあとを追いかけようとしている兵士たちの足あし下もとに中身を投げつけた。

「このっ！　こちらが撃てないと馬ば鹿かにしやがって！」

「お前らなんぞ、おいらの腕っ節一つで！」

　勢いこんで踏み出した兵士たちは、そのとたんに、パン！と銃を撃ったような爆発音に、飛びあがるほど驚おどろき、じたばたと足踏みをする。

　パンパンパンパン!!

　立て続けに鳴る音にさらに混乱して、じたばたとその場で、ぎくしゃくとした操あやつり人形のようなダンスを踊おどることになった。

　ヴィクトリアが彼らの足下に巻いたのは、音だけは大きな、いわゆる。

「楽しい花火だ！」

　そう言って、さらに自分たちめがけて駆けつけようとする兵士たちの足下に、また別の何かを投げつけた。

　それは、ムカデのような形をした、その足の一本一本が大きな音をさせる花火だ。火のついたムカデは、たちまち、バチバチバチ！とすさまじい音をたてて、兵士たちの足下で爆発を起こし、彼らは大混乱に陥おちいった。

　その中を、ヴィクトリアはカルドを連れて、悠ゆう々ゆうと通り過ぎたのは言うまでもない。

　

　

　しかし、地ち下か牢ろうに続く通路を下りたところで、新たな罠わなが張られていた。

　兵士たちがずらりと並んで、待ち構えていたのである。銃を構え「動くな！　本気で撃つ！」と威い嚇かくしてきた。

　最初はヴィクトリアを傷つけてはならないと思っていた兵士たちも、彼女の手て強ごわさに、方針転換をしたらしい。

　これには、さすがのヴィクトリアも絶対絶命かと思われたが……。

「か弱い娘一人に、大の男たちがよってたかって！　撃てるものなら撃ってみろ！」

　叫び、なんと己おのれのドレスのスカートを、両手で派は手でにめくりあげた。

　太ももまであらわになる二本の白い脚に、兵士たちの目は釘くぎ付づけとなる。

　ヴィクトリアがスカートをめくったのは、なにも見せつけるためではなかった。絹きぬの靴くつ下したを留めるひらひらレースのガーターの両脇には、不似合いな黒光りする短銃が吊つるされていたのだ。

　それを両手に構えて、ヴィクトリアは撃つ、撃つ、撃つ。銃声とともに倒れる兵士たちに、傷ついていない兵士たちも混乱した。なにしろ、倒れた仲間は利き手側の肩かたの、同じ急所を正確に撃ち抜かれていたのだ。

　その混乱の中を、ヴィクトリアと箱チエストを背負ったカルドは駆け抜けて、地下牢へと続く奥の通路の入り口へとたどり着いた。

「待て！」

　そこへ、混乱から立ち直った兵士たちが、ヴィクトリアたちの背に向かい、銃口を向ける。

「贈り物よ！」

　ヴィクトリアはくるりと振り返り、カルドの背負った箱の中から、小さな箱のようなものを取り出すと、兵士たちの足下に向かって投げつけた。

　それは、火薬の匂においと火花を散らす。

「東渡りの大きな花火だ。音と爆発がすごいから、あんまり近寄らないほうがいいぞ」

　ヴィクトリアが言い終わるより早く、兵士たちは我先にと地下牢へと通じる通路を逃げ出していた。

「さあ、先生、行くよ！」

　ヴィクトリアもまた、地下へと通じる階段を駆け下り、そのあとにカルドが慌あわてて続く。

　二人が地下へ下りた直後に、地上で派手な爆破の音が響いた。

「……これで、地下へと通じる通路がふさがって、時間稼かせぎできるといいけど」

　そんなことをヴィクトリアはつぶやきながら、薄暗い地下の通路を歩く。びりっ！と絹を引き裂さく音がして、顔をしかめる。

「まったく、このドレスってやつは、足に絡からみついて、うっとうしいったら！」

「ヴィクトリア姫……姫のドレスぼろぼろだよ」

　カルドがおずおずと言い「こんな、七面倒くさいものよこす、あの馬鹿王子が悪い！」と、ヴィクトリアは癇かん癪しやくを起こす。

　実際、今までの戦いでヴィクトリアのドレスの裾すそは、引き裂かれてぼろぼろ、髪は彼女自身が起こした爆発でとっくに崩れていた。

　ひどい姿といっていいのだが、しかし、姫様然とかしこまっているよりも、生気にあふれたその姿は、よほどヴィクトリアらしく輝いて見えた。ヴィクトリアの白い手が、地下牢へと続くのだろう、木と鉄の枠わくで作られさび付いた扉を押して開ける。

　そして、さらに石の階段を下りた、その先には……。

「よお、ずいぶんな艶あで姿すがたじゃないか」

　薄暗い地下に響く声は、こんなじめじめと暗い世界なのに、まるきりそれを感じさせないようなものだった。本人は少しも余裕などあるような姿ではないのに、余裕を感じさせる。

「ガルシア！」

　岩壁につながれている彼の姿に、ヴィクトリアは息をのみ、思わず駆け寄った。

「ひどい怪け我が！」

　ガルシアは手足を鎖くさりに捕らわれ、壁に磔はりつけにされていた。さらに鞭むちで打たれたのか、服は引き裂かれて、その間から血のにじむ褐色の肌が見えている。

「なに、これぐらい、新大陸の原住民に捕まって、火あぶりにされるよりマシだ」

　全く痛みも苦痛も感じていない口調でガルシアは言った。不敵に微笑ほほえむ表情も、常のままだ。

　しかし、いかに屈くつ強きような彼とて、こんなふうにされて苦痛を感じていないはずもないのだ。だけど意地を張るのは、自分を心配させないため。その男の瘦やせ我が慢まんに、ヴィクトリアは泣きそうなぐらい、腹がたった。

「また、強がり言って！　本当に、火あぶりにされたことがあるの!?」

「いや、ない。あったら、今頃、俺はここにつながれてないで、原住民の腹の中だ」

　こんな状況なのに、冗じよう談だんを言うのがガルシアらしくて、ヴィクトリアは彼のひどい姿を見て泣きそうになっていたのを忘れ思わず笑ってしまった。

「本当にガルシアこそ、ずいぶんといい男にされちゃって」

　だから、あえて拷ごう問もんを受けてぼろぼろの彼をからかうようにそう言えば。

「トリアだって、ずいぶんいい女になったぜ。火薬の香りと煤すすの化け粧しようなんてな」

「女船長カピタナにはふさわしいと思うけど？」

「確かにな」

　二人とも顔を見あわせて笑いあう。その笑いをガルシアはおさめて、真剣な顔となり。

「なんでここに来た？　トリア」

　その厳きびしい表情と声に、ヴィクトリアも笑い顔から、むうっとした表情となる。

「なんでって、あなたを助けるためでしょう？」

「助けなんて俺は呼んでない。そこの先生に伝言したはずだぞ、ベルンに行けとな」

　ガルシアはそう言い、ヴィクトリアの後ろに立つカルドを見る。それにカルドが「すみません」と謝あやまる。ヴィクトリアをベルンに連れていけず、さらには自分も手伝って、この要よう塞さいに来てしまったことをだ。

　それにガルシアは、「先生は悪くねぇよ。悪いのはこのじゃじゃ馬だ」とヴィクトリアを見た。ヴィクトリアは「どうして、ガルシアを見捨てて行けるの！」と叫ぶ。

「仲間を助けるのが、海の男たちの掟おきてでしょう！　わたしだけ、一人、ベルンになんか逃げられるわけない！」

「お前は男じゃない」

「いちいち、揚あげ足をとらないでよ！　ガルシア！

　わたしはあなたやみんなを犠ぎ牲せいにしてまで、自分が安全に暮らしたいだなんて、思わない！　わたしたちは、生きるも死ぬも一つ船で、一緒の海賊でしょう！」

　そのヴィクトリアの叫びに、隣の部屋から、「姫様……」と感激ですすり泣く声がする。閉じこめられている船乗りたちだろう。

　ヴィクトリアの叫びと、隣からの泣き声に、ガルシアは『しょうがねぇな』という顔で、天をいったん仰あおいでから、ヴィクトリアを見て口を開く。

「その若さで死ぬなんて言うんじゃない。生きるなら俺たちは一緒だろう？」

「そうよ、絶対に死ぬのなんか、許ゆるさない！」

　ヴィクトリアは、ガルシアの身体に手を回し、抱きついた。そして、背伸びして、彼の唇くちびるに唇をそっと重ねる。
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「やれやれ、縛しばられて、美女の口づけを受けるなんて、かっこ悪いな」

「ガルシアはかっこ悪くなんてないわ。わたしから見れば、世界一かっこいい海賊よ」

　苦笑するガルシアに、ヴィクトリアは白い頰ほおに涙をこぼしながら、告げる。

「感激の再会のところ、悪いんだけどね」

　そんな二人に冷ややかな声がかかる。兵士たちを引き連れた、ユベール王子だ。

「その恋人たちの再会をぶちこわす悪役の登場ってわけか？」

　ガルシアがそう言い返せば、「とんでもない」とユベール王子が肩をすくめる。

「私としては、乙おと女めが海賊などという悪魔に誘ゆう惑わくされかかっているのを守る、白馬の騎き士しのつもりなのだけどね」

　王子が言う間も、王子の後ろから兵士たちが次々と飛び出してきて、ヴィクトリアとガルシアを取り囲む。

「なにが白馬の騎士だ！　お前なんて、性格の悪い小者の魔法使いがいいところだ！」

　ヴィクトリアの言葉にユベール王子は、明らかに衝しよう撃げきを受けた表情で、口元を押さえ。

「姫君がなんという言葉遣いだ！　これも、海賊に育てられたせいに違いない。しかし、高貴な宝石の輝きは失われてはいないのは希望か！　美しき真しん珠じゆは泥どろにまみれてもなお、その真しん摯しな輝きで、この私を魅み了りようする」

「……ガルシア、この王子様がなにを言ってるのか、わたしにはわからない」

「俺だって、わからねぇよ。暗黒大陸の魔術師の呪じゆ文もんかよ」

　己の芝居に陶とう酔すいして、両手を組んで天を仰あおいで祈るユベール王子の姿を気味悪く、二人は眺ながめる。

　その王子は祈りをとくと、ヴィクトリアに手を差し出し。

「さあ、姫。いつまでそのような海賊のそばにいるのですか？　あなたにはマーシアの王子たる、この私こそ、ふさわしい」

「わたしに誰がふさわしいか、ふさわしくないか決めるのは、このわたしだ」

「いいえ、あなたはわかっていないのです、姫」

「わかっていない、スカした頭で、世よ迷まい言ごとをほざいているのは、お前だ、王子。それとも、その海かい綿めんみたいな頭を吹き飛ばされたいのか！」

　ヴィクトリアが銃を向ければ、「ひいっ！」とたちまちユベール王子は飛びあがり、兵士たちのつくる壁に隠かくれた。

　しかし、ただの臆おく病びよう者ものではない。

「仕方のない。あなたには少々、躾しつけが必要のようですね、姫。

　ご婦人を傷つけるのは、私の趣味ではない。ならば、他のネズミどもを使うことにしましょう！」

　そう言うと、にわかに隣の牢が騒さわがしくなった。がちゃがちゃという鍵かぎの音。「出てこい！」という、高圧的な兵士たちの命じる声。

　そして、突き飛ばされるようにして、ぞろぞろと出てきたのは、手足を縄でつながれた、船乗りたち。いずれも、ガルシアとともに紅の人魚ル・セーレーン号に乗りこんでいて、捕らえられた者たちだ。

「みんな！」

　ヴィクトリアが声をあげるのに、ユベール王子は、にやりと笑う。

「姫がこれ以上わがままを言われるというのならば、わがまま一つにして、一匹ずつ、このネズミたちを殺していくことにしましょう」

「卑ひ怯きよう者もの！　彼らはネズミなんかじゃない！　人間だ！」

　この妄もう想そう過か多たな王子は、ただの軟なん弱じやく者ものではなく、もっと邪じや悪あくな者だと、その愉ゆ快かいそうな言い方とけたけたと混じる笑い声に、ヴィクトリアは戦せん慄りつした。後ろにいるガルシアも「腐くさった野郎だ」と吐はき捨てるように言った。

「海賊など、積み荷も船もダメにしてしまう、害がい獣じゆう以外のなんでもない、ネズミですよ。ネズミ。

　ああ、でも、慈じ悲ひ深ぶかい姫のために、命だけは最後にとっておきましょうか。ネズミは生命力が強い生き物ですからね、目玉をえぐり、耳や鼻をそいでも生きています。舌したを切り取って、手足がなくとも、生き物というのは、生きているものです。それで生きているというならばね」

　ユベール王子の口から、次々と、恐ろしい言葉が漏もれ出る。それに、ヴィクトリアは震ふるえていた。実際の拷問の恐ろしさではない。それをやることができる人間の精神に、まがまがしいものを感じていたのだ。

「黙りやがれ……」

　低い声でガルシアが言った。怒鳴るわけではない、むしろ静かな声だったが、それでも、それまで浮かれたような口調でぺらぺらとしゃべっていたユベール王子は押し黙った。

「高貴な王子様よ。喜べ、お前は人間としては、最下層、豚ぶたにも劣おとる奴だ」

「ぶ、豚だと!?　このマーシアの王子たる僕をつかまえて、よくも豚などと!!」

「豚のほうがまだマシだって言ってるんだ。豚なら、肉になりハムになって、俺の腹も満たしてくれるが、てめぇなんぞ一ひと欠片かけらの肉にもならないし、だいたい、俺のこの左目にその姿を映すだけでも、不快だ！　失うせろ！」

「…………」

　ガルシアは先にこの王子を脅したように、火薬樽の上に座っているわけではない。一つの剣も銃も持たぬまま、ただその一つの蒼あおい瞳でにらみ、低い怒りの声をあげるだけで、たくさんの兵に囲まれた王子をおびえるように黙らせた。

　もし、ガルシアが声をあげなかったら、ヴィクトリアが怒っていただろう。それでも、この小心者の王子をこんなふうに心底、怯えさせることはできないだろうと、ヴィクトリアは思った。

　────まるで、獅し子しを前にしたネズミね。

　王子は海賊たちをネズミにたとえたが、己のほうこそ頭が黒いずるいネズミではないか……とヴィクトリアは思った。

「な、生なま意い気きな……己の立場がわかっているのか？」

　なにも持っていないガルシアに怯えたことが、腹立たしいとばかり、ユベール王子は甲かん高だかくうわずった声をあげた。

「貴様は捕らえられている身なのだぞ！　この私の命令一つで、いつだって殺すことができる！」

　「狙え！」と命じられて、兵士たちがガルシアに手にした銃剣を向けるが。

「…………」

　その前に無言でヴィクトリアが立ちはだかる。彼女も両手に銃を構えているが、その銃口は二つ。いくら百発百中の腕前でも、複数の銃の前には敵かなわない。

　それなのにヴィクトリアは、まったくひるむ様子はない。むしろ、こちらに銃を構える彼女の毅き然ぜんとした姿に、一部の兵士たちがたじろぎ、その銃剣の先が震えた。

「ヴィクトリア姫、そこを退きたまえ」

「嫌だって言ったら？」

「その海賊の代わりにこのネズミたちが犠牲になるだけだ！」

　「やれ！」とユベール王子が言い、船乗りの一人が床に引き倒される。

「姫！　俺たちのことなど構わずに、提督カピタン・ヘネラルと一緒にどうかお逃げくだ……」

　床に倒されながらも、船乗りはそう叫んだが、言葉の途中で、兵士に銃剣で殴られて昏こん倒とうする。その倒れた身体に銃口が向けられ。

「待って。わかった、降参する」

　ヴィクトリアが言い、片方の銃を床に投げる。もう片方は、そのままだ。

「そっちもだ」

　当然のように、ユベール王子がもう片方の銃を出せと、要求する。

「わたしの身み柄がらをそちらに預ける代わりに、誰も傷つけないと約束して。もし、誰かの小指の先一つでも傷つけられたなら、わたしも覚かく悟ごを決めて……」

　とその銃口を己のこめかみに押し当てる。これには王子も「ま、待て！」と慌てるが。

「馬鹿野郎！」

　より怒ったのはヴィクトリアの後ろのガルシアだ。驚いて、ヴィクトリアが振り返れば。

「そんなくだらないことで死ぬな！」

「くだらなくなんてない！　みんなが傷つけられるぐらいなら、わたしは！」

「それが馬鹿だって言っているんだ！　海の男はそんなに臆病者じゃないぞ！　大切な女を守るためなら、目だろうが腕だろうが、自分の命だって惜おしくねぇ！」

　その言葉にヴィクトリアはうれしそうに微笑む。そして、手を伸ばしガルシアの首に抱きついた。

「そういう、馬鹿な男だから、わたしが守らなきゃって思うのよ」

　そんなヴィクトリアに両脇から兵士が近づき、その両腕をとった。「こちらへ姫」とあくまで丁てい寧ねいに、しかし、有う無むを言わさぬ強さで、彼女をガルシアから引き離す。

　その後ろでは、カルドも捕らえられ「ら、乱暴はしないでください！　抵抗はしません！」と情けない声をあげている。

「ようやく我が元に来てくださいましたね、姫」

　ユベール王子の前にヴィクトリアは連れてこられる。そして喜ぶ王子を冷ややかに見る。

「約束よ。これ以上、誰かを傷つけることは、このわたしが許さない」

「もちろん、姫が大人しくしてくださるなら、私はなにもしませんよ、なにもね」

　そして、ヴィクトリアは兵士たちに囲まれ、地下牢から連れ出された。
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「殿下！」

　兵士たちに囲まれたヴィクトリアが先に行き、ユベール王子が、あとからついていく。

　その後ろから声がかかる。王子が振り返れば、そこにはゲールマン船長がいた。

「おやおや、船長。ずいぶんと遅いご出動だな。優雅に火酒などたしなんでいたのかい？」

　火酒にたしなむもないが、これはユベール王子の嫌みだ。よくもまあ、要塞が大騒ぎだったというのに、のこのこあとから顔が出せたものだと。

　実際吞のんだくれていたゲールマンは「あ、いや、で、殿下……」と言い訳もできず、しどろもどろであった。それに「ふん！」と王子は鼻を鳴らし。

「まあいい、お前に仕事をくれてやる。地下牢の海賊どもを全員始末しろ」

「よろしいんで？」

　ゲールマンは窺うかがうように王子を見た。しかし、その表情は喜びに輝いている。あの気にくわない若わか造ぞうをようやく始末できると。

「ヴィクトリア姫を手に入れたなら、あとはすべて用なしだ。約束どおり、あの船はくれてやるから、沖に投げ捨ててサメの餌えさにでもするんだな」

　そう言い、ユベール王子は冷酷に微笑した。
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　ヴィクトリアが兵士たちに囲まれて、連れてこられたのは、ユベール王子の私室。

　そこだけは灰色の要よう塞さいとは思えない、無駄に豪ごう華かな部屋だった。おそらくユベール王子が、自分の好みに改装したのだろう。

　石造りの寒々とした壁を隠かくすために、すべて白で塗られたパネルを貼はり付けてある。

　そして、その壁には薄物をまとった半はん裸らに近い女神の絵がいっぱいに描かれていた。泉で水みず浴あびする女神だけでなく、その侍じ女じよたちも素すっ裸ぱだか。レースと真しん珠じゆの光こう沢たく、薔ば薇ら色の絵の具に彩いろどられた、なんとも、官能的なもの。

　こんな要塞の壁に描くには、ちょっとどうか……と思わないでもない。さらに疑問なのは、部屋の四よ隅すみに置かれた大だい理り石せきづくりの彫ちよう像ぞう。水の流れ出す瓶かめに、弓矢、ラッパ、リュートを持ったこれまた全裸の青年のもの。

　確かマーシアの古い伝説の中にある、世界を作ったと言われる四人の男のものなのだろうが。なんで、寝室に……とも思わないでもない。まさか、男の裸を愛めでる妖あやしい趣味でもと、疑う者もいるだろう。確か、マーシア海軍の軍規では、同性愛は死罪のはずだったが。

　そして、部屋の真ん中にどーんと置かれている寝台にしてもそうだ。

　天てん蓋がいを支える円柱の柱が四隅にあり、そのてっぺんに、背中に羽が生はえた小さな子供が微笑ほほえんでいる。女神の使いとされる妖よう精せいだ。それに薔薇や百ゆ合りなどの浮き彫ぼりの飾りは、すべて金色に塗られていた。

　さらに天蓋のカーテンは薔薇色の透すける紗しやの薄物を何枚も重ねて、綿雲のようにし、それに薔薇色のリボンの房ふさ飾かざりと、なんとも乙おと女め趣味と言うべきか、いかにも軟なん弱じやく者ものの貴き族ぞくの青年らしい、享きよう楽らく的てきな寝室だ。

　とにかく、すべて派は手で派は手でしく、浮ついていて、落ち着きのない部屋であった。芸術を理解する趣味人のふりをしているが、まるきり間違った方向に金をかけて、上うわ滑すべりした悪趣味さが漂ただようものだ。

　ガルシアもまた白鯨ブラン・オルカ号や、紅の人魚ル・セーレーン号にも、豪ごう奢しやな書しよ斎さいを造らせたが、それは、熟成した酒のような落ち着きを持つ部屋だった。調度は選び抜かれ、そこに置かれた革かわ張ばりの本たちはすべて飾りではなく、深い教養と思考を与えてくれるもの。置かれた寝ね椅い子すにだらしなく寝そべり、ガルシアはよく本を読んでいた。

　いかに乱暴な言葉遣いをしても、生まれも知れないと陰口を叩たたかれようと、その書斎だけでガルシアという男の深みのある内面と、教養深さがわかるような部屋であった。

　ヴィクトリアは、幼おさない頃からそのガルシアの部屋が大好きで、一緒に船で旅する前も、そこによく入り浸びたったものだ。難しい本でも、ヴィクトリアが読んでくれとせがめば、ガルシアは小さな子供でもわかるように面おも白しろおかしく、読み聞かせてくれた。

　そこにいかにも海の男らしい、大ほらふきの誇こ張ちょうがあるにせよ。

　

『船より大きなイカがいるなんて、噓うそよ』

『噓じゃない。この間の航海で襲おそわれて、俺はひどい目にあったんだぞ。タコの奴やつ、足をのばして乗組員の一人をとっ捕つかまえやがってな……』

『なんで、大王イカが、途中で大タコになるのよ！　ガルシア』

　

　そんなふうに笑いあった子供の頃。ガルシアの部屋はヴィクトリアにとって、とても居い心ごこ地ちのいいものだったが。

「さあ、緊張しないで、くつろいでくれたまえ。砂ボ糖ン菓ボ子ンはどうかな？　姫」

　部屋にヴィクトリアが立ったままでいれば、ユベール王子がヴィクトリアの肩かたを抱き寄せて、椅子に座らせようとする。その手をぱしりと振り払って、ヴィクトリアは王子から距離を取り離れた。

「触れないで！」

「意地を張るね。姫が意地を張れば、あの海かい賊ぞくたちの命は……」

「彼らになにかしたら、わたしが命を絶たつと、そう、言ったはずよ」

「命を絶つとはどうやって？　君にはもう、銃じゆうもないというのに、見てみたいものだ」

　ユベール王子はあざけるように笑い、そして、ヴィクトリアの腕うでをつかんだ。

「離せ！」

　ヴィクトリアは振り払おうとしたが、軟弱王子とはいえ、相手は男だ。そのうえ、ユベール王子が言うとおり、今のヴィクトリアには、なんの武器もない。

　引きずるようにされて、強引に寝台へと押し倒される。のしかかってくる王子の野獣のような表情に、嫌けん悪お感かんいっぱいで、ヴィクトリアは叫さけんだ。この男の荒い息が、首筋にかかるのさえ、嫌だった。

「わ、わたしになにかしたら、この場で舌したを嚙かみ切って……」

「死んでみるといい！　そうなれば、本当にあの海賊たちは用済みだ。全員、姫の弔とむらいの道連れにしてあげるよ」

「卑ひ怯きよう者もの！」

「あの男たちを助けたかったら、大人おとなしく僕の妻になるんだな」

　勝ち誇ほこったように言い、嫌悪に顔をこわばらせるヴィクトリアに、その脂やに下さがった顔を近づけたユベール王子だったが。

「これ以上近づくなと言っている！　この豚ぶた！」

　きらりと燭しよく台だいの光をはね返すナイフが、眼前に突きつけられ、王子は欲望にゆるんだ表情から、恐怖に引きつった顔となった。

　ナイフを手にヴィクトリアは起きあがり、王子もまたそのヴィクトリアの動きとともに、寝台から離れて、後ずさりながら逃にげようとするが。

「お、落ち着いて話せばわかる、姫。僕は姫を傷つけるつもりはなく、この止められない胸にあふれる情熱から、つい……」

　その声が「ひゃあっ！」とひっくり返ったのは、ぶん！とヴィクトリアが手に持ったナイフを投げたからだ。

　そのナイフは王子の右横すれすれに飛び、背にしている壁の女神の絵に突き刺さった。さらに立て続けに、もう一本飛んで、今度は左の顔の横に突き刺さる。これで顔が固定されたように、王子は壁に磔はりつけにされて動けなくなった。

「銃以外に、大たい砲ほうだろうが、ナイフに石つぶてだって、飛ぶものを扱あつかわせたら、百発百中の腕はどう？」

　ヴィクトリアは「ふん！」と口の片端をつりあげて笑う。そして、スカートをたくしあげると、その太もものガーターから、またナイフを取り出して投げた。
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　今度は「やめてくれ！」と振りあげた、王子の袖そで口ぐちに突き刺さった。立て続けに投げた、もう一本のナイフはもう片方の袖口に。

「銃を取りあげて、いい気になっていたのが、間違いね。女のスカートの中には秘密がいっぱいなんだ」

　そう、二丁の銃以外にも、ガーター自体に、ヴィクトリアはナイフを仕込んでいたのだ。この特注のガーターを注文したとき、ガルシアが頭が痛いとばかり、眉み間けんにしわを寄せて、『なに考えているんだ!?』と言っていたが、見事に役にたった。

「今度、姫君を捕とらえるときは、そのスカートの中まで、しっかり確認することね。もっとも、その機会なんて、二度とはないだろうけど」

　さらに四本のナイフをすたんすたんと投げて、ユベール王子の脚も開き壁に縫ぬいつけるようにして、ヴィクトリアは座っていた寝台から立ちあがった。部屋から出ていこうと扉を開ける。

「ど、どこへ行く？」

「もちろん、ガルシアを助けに」

「あの海賊なら、今頃、サメの餌えさだ！」

「なんだって!?」

　扉に手をかけたまま、ヴィクトリアは振り返る。王子は顔をゆがませるように笑い。

「姫を手に入れたなら、奴らは〝用なし〟だからな。さっさと、あの裏切り者の海賊に始末を頼んだよ」

　「あのゲールマンという船長カピタン。姫の大切な海賊を殺せると知ったら、ずいぶんとうれしそうな顔をしていたぞ」とユベール王子は狂ったような笑い声をあげる。

　それにヴィクトリアは「本当に根性の腐くさった男」と笑い転げるユベール王子をにらみつけてつぶやく。

「助けに行っても無駄だ。あの海賊は今頃、サメの腹の中か、重石おもしを抱いて海の底か」

「ガルシアは死なない」

「不死身の海賊というわけかな？　それとも、伝説の幽ゆう霊れい船せんの船長カピタンにでもなると言うのかい？」

「わたしが死なせない！　だいたい、わたしがなんの策も持たないで、要塞の地下に捕らえられている、あの海賊に会いに行ったとでも？」

「なんだと!?」

　ヴィクトリアをおびき寄せるための罠わなを用意したつもりが、こちらが罠を仕掛けられていたのか？と愕がく然ぜんとするユベール王子に。

「わたしからの贈り物だ！」

　ヴィクトリアが言い様、最後のナイフを王子に向かい投げる。それは、王子の脚の間、股こ間かんすれすれに突き刺さった。王子が「ひいいいっ！」と悲鳴をあげたのは言うまでもない。

「さあ、ガルシア以上にそれだけの贈り物をしてやったんだ。お前はどうやって脱出する!?」

　ヴィクトリアはそう言い捨てて、部屋をあとにした。

　

　

　その直後、王子は、彼の異様な叫び声に気づいた兵士たちが部屋に入ってくることによって発見された。

　それでも兵士たちがなかなか部屋に入ってくることがなかったのは、王子がときどき、部屋に近隣の娘を連れこんで、〝お楽しみ〟に興じる。そのときに、どんな騒さわぎがあっても、部屋に入ってくるなと、固く命じられていたからだ。

　ともあれ、王子は自分の身体からだすれすれに突き刺さったナイフに、少しでも己おのれが傷つくのではないかと、身じろぎ一つできず固まっていた。兵士たちが、彼の顔の横のナイフを引き抜くときも、「ぼ、僕の顔に傷一つつけても、許さないからな！」と、がたがた震ふるえながら、金切り声をあげる始末だった。

　そして、すべてのナイフが抜かれ、ようやく助けられたときには。

「絵が、絵が……僕の女神の顔がぁ！」

　そう、壁の絵の女神の顔は、ヴィクトリアの放ったナイフによって、まっぷたつにされていたのである。それを震える手でなぞり、ユベール王子は叫んだ。

「もう、あの娘に容よう赦しやはするな！　多少傷つけても、生きていれば構わない！　捕まえろ！」
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　一方、ゲールマンによって、紅の人魚ル・セーレーン号に乗せられたガルシアたちは、要塞を離れようとしていた。

「提督カピタン・ヘネラル様も最後は、海の底に沈しずめられるとは、情けねぇな」

　ゲールマンはがははと笑う。甲かん板ぱんに縛しばりあげたガルシアたちを並べて、いかにも得意げだ。

「この船は俺が有効に活用してやるからよ」

「これはトリアの船だ。お前の船じゃない」

「あの、生なま意い気きな小娘は、今頃王子様のベッドに侍はべっているさ」

「なんだと!?」

　ガルシアが声をあげて立ちあがろうとするが、それをすかさず「動くな！」とゲールマンが蹴けりあげて、その長身を床に転がす。

「せいぜい、悔くやしがれ！　お前が育てた小娘は、王子様の腕の中だ。しっかり躾しつけられて、あのはねっかえりもしとやかな姫君になるだろうさ」

「馬ば鹿か野郎！　俺でさえ、大人しくさせられなかったじゃじゃ馬だ。あんな王子に扱えるものか！」

　ゲールマンに背中を数度蹴られながらも、ガルシアはニヤリと不敵に笑う。さらに、ゲールマンのブーツにつばをひっかけた。

「この野郎！　俺様の一いつ張ちよう羅らを！」

「牛小屋の臭においがする靴くつに一張羅もクソもあるか！」

「このっ！　黙だまれ！」

　ゲールマンは腰こしに巻き付けていた鞭むちを取り出し、ぴしりと威い嚇かくするように床を打った。剣も銃も得意とは言えないゲールマンだったが、この懲ちよう罰ばつ用の、猫の尾と言われる先が分かれた鞭の扱いだけは得意だった。

　地ち下か牢ろうにつながれたガルシアをさんざん打ったのも、ゲールマンだ。高笑いを響ひびかせて、ガルシアをなぶった。まだヴィクトリアを捕らえる前だったから、ユベール王子が止めたが、でなければ、ガルシアが死ぬまで振り下ろしていたに違いない。

「てめぇだけは、海に放りこんで溺おぼれ死ぬなんて、慈じ悲ひ深ぶかいことはしてやらねぇ。俺様の手で殺してやる！」

　今度こそ殺意をあらわにゲールマンは、縛りあげられ無抵抗なガルシアに、鞭を振り下ろす。

　しかし、ガルシアは甲板を転がって、この九きゆう尾びの凶きよう悪あくな鞭から逃のがれた。甲板をむなしく鞭が叩く乾いた音が響き、それに、ゲールマンは「このっ！　生意気だ！」と転がったガルシアに向かって、また鞭を振り下ろした。それもまた、ガルシアはさらに甲板を転がることによって逃れる。

　しかし、大きな船とはいえ、限りある甲板の上のことだ。たちまち端まで追いつめられて、ゲールマンは再び高笑いを響かせる。

「逃げ場なんてもうねぇぞ。それとも、そのまま海に落っこちるか！　偽にせ提督カピタン・ヘネラル！」

　鞭を振り下ろす。しかし、それはガルシアのあげた腕に受け止められた。ばしっ！とひどい音がして、鞭がガルシアの腕に絡からみついて、手の皮ひ膚ふも切り裂さき、血をにじませたが、ガルシアは痛みに表情一つゆがませることなく、垂れる血もそのままに、鞭をつかんで離さなかった。

「て、てめぇ！　いつの間に縄なわを!?」

　ガルシアの手から鞭を取り戻そうと、必死に引っ張りながら、ゲールマンが叫ぶ。後ろ手に縛られていたはずのガルシアの両手は自由になっていたのだ。だから、鞭を受け止められたわけだが。

「スカートっていうのは、便利だな」

　そう言うガルシアに「な、なんのことだ!?」とゲールマンが問う。

「いざとなりゃなんでも隠すことができるからさ！」

　言い様、ぐい！とガルシアはゲールマンの鞭を引っ張った。その勢いのまま、ゲールマンは船の外へと投げ出されるが、命綱である鞭の柄えを必死に握にぎりしめている。

「トリアに感謝だ。俺もスカートを常にはいてみるか！」

　そうガルシアは叫び。鞭が絡んでいないもう片方の手から、銀色のナイフを放った。それはゲールマンの手の甲こうに突き刺さり、彼は鞭を離した。情なさけない叫び声をあげて、そのまま海へと落下していく。

　あの地下牢で、ヴィクトリアがガルシアに抱きついたときに、彼のポケットに銀のナイフを滑らせたのだ。

「船長カピタン！　てめぇ！」

　ゲールマンのような男でも、一応は慕したっている手下もいたのか、海に落ちた彼に叫び、剣を振りあげて切りかかってきた手下がいた。ガルシアは、その男に向かい、奪うばった鞭を振り下ろし、手を打つ。

「っ！」

　男が取り落とした剣をガルシアは再び放った鞭ですくい取り、次に、後ろから斬きりかかってきた、もう一人の剣を受ける。

　甲板の上では、捕らえられたガルシア配下の船乗りたちと、ゲールマンの手下の乱闘が始まっていた。

　彼らも縛られていたはずだが、ガルシア同様、ナイフを渡され、それを回すことによって互いの縄を切っていた。そして、ガルシアがゲールマンを海に放り投げると同時に、縄をほどいて立ちあがり、近くの手下どもに飛びかかり、その武器を奪った。

　その彼らにナイフをもたらしたカルドは、この乱闘にただ頭を抱かかえて床にうずくまっていたが。

「……先生、もういいぜ。ご苦労さん」

　ぽんぽんと、ガルシアに肩を叩かれて、カルドは顔をあげる。甲板の騒ぎはすっかり収まっていて、さっきとは逆にゲールマンの手下たちが縛られて、床に転がっていた。

「要塞に戻るぞ！　トリアを迎えにな！」

　そうガルシアが叫べば「おう！」と船乗りたちは返事をして、各自持ち場へと戻っていく。

　紅の人魚ル・セーレーン号は再びガルシアの手に戻ったのだ。

　だが、ヴィクトリアはまだ、要塞の中にいる。その彼女を助け出さねばならない。

　そのとき、ガルシアの片方だけだが、よく見える目に、月明かりに映し出された、要塞の塔とうのてっぺんに動く影が見えた。

　小さな影だが見間違えるはずもない。

「トリア……！」

　ガルシアは小さくつぶやいた。
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「下ではなくて、上に逃げるとは、やはり、女。浅はかだな」

　兵士に囲まれたヴィクトリア。その兵士たちの壁の向こうに陣取った臆おく病びよう者もののユベール王子は、今度こそ自分の勝利を確信したように、ヴィクトリアに呼びかけた。

　塔の上。ぐるぐる螺ら旋せん階段をのぼりきり、それ以上逃げる場所はなく、ヴィクトリアは追いつめられていた。隠し持っていたナイフは、すべて投げきって、もう一本も残っていない。

「君の王子様が捕らえられているのは、地下牢。要塞の出口だって、下にある。それでどうして、上へと逃げたんだい？」

「…………」

　さすがに反論もできずに、ヴィクトリアは悔しげに黙りこむ。

　仕方ないではないか。要塞の通路には、ヴィクトリアの起こした騒ぎで、警備の兵士がうじゃうじゃといたし、その中で比較的手薄だったのが上の階への道だったのだ。

　もっとも、上の階はユベール王子の言うとおり、出口はないのだから、警備の兵がいなくて当然と言えた。とにかく、逃げられるほうに逃げたら、この塔の上に追いつめられていたのだ。

　────ガルシアにナイフを渡したそのあとなんて、考えていなかったから……。

　悔しいけれど、自分にガルシアや捕らえられている仲間全員を助けるような力はない。だが、彼らに脱出のための手助けになる道具を渡せば、それがたとえ一本のナイフでも、ガルシアならばきっと、なんとかしてくれると、ヴィクトリアは信じていた。

　そして、ヴィクトリアが捕らえられたならば、マーシア側の関心は、自分に向かい、ガルシアたちの監視は弱まるはずだと。

　だが、ヴィクトリア自身が助かる方法なんて、これっぽっちも考えていなかったのだ。

「さあ、ヴィクトリア姫、今度こそ、大人しくこちらに来なさい。もし、抵抗するなら、その可愛かわいらしい両手、両足の筋を切ってしまおうか？　ああ、そうすれば、より大人しくしとやかな人形のような姫君のでき上がりだ」

　あの地下牢で見せたような、気味の悪い残ざん虐ぎやく心しんを丸出しにして、ユベール王子が言う。じり……とヴィクトリアを囲む輪が縮まる。

「誰だれが！　死んだって、お前なんかに捕まるものか！」

　ヴィクトリアは塔の隅に追いつめられて叫んだ。後ろを振り返り、海を見て、目を見開く。

　そこには紅の人魚ル・セーレーン号が浮かんでいたからだ。しかし、あの船は捕ほ縛ばくされて、今はマーシアの支配下にあるはずだが。

　だが、甲板にちらりちらりと揺れるカンテラの光。ちかちかと瞬またたくあれは、暗号だ。遠く離れた船に伝言を伝えるために使う。

　その伝言は、『紅の人魚号は我が手に取り戻した』とあった。伝言の主は『銀の獅子ガルシア』。

「ならば、その塔の上からでも身を投げるのかい？」

「ええ、そうするわ」

「へ？」

　ユベール王子のできないだろう？という言葉に、ヴィクトリアはドレスの裾すそを翻ひるがえすと、塔の低い塀の上に立つ。

「お、おい！　姫を止めろ！」

　さすがのユベール王子も慌て、命じられた兵士たちがヴィクトリアに飛びつくが、その腕は空くうを切った。

　兵士たちに捕らえられる前に、ヴィクトリアの足は塀を蹴り、宙へと身を躍おどらせる。

　そして、白い鳥が落ちるように、ドレスの裾が広がって、夜の海へと吸いこまれた。

　水に落ちた瞬間、ヴィクトリアは手足を動かして、泳ごうとした。

　泳ぎは得意だ。幼い頃から船と海に親しんできたヴィクトリアである。それこそ、ガルシア同様、イルカと並んで、泳ぐことだってできると、豪語するぐらいだ。

　しかし、水に入った瞬間、いつもと違うことに気づいた。手足に布が絡んで身動きがとれない。

　特にドレスのスカート。長い裾と何枚も重なった布は、たちまち水を吸いこんで重くなる。水面へ浮上しようと、もがけばもがくほど、下へ下へと身体は沈んでいく。

「…………！」

　息が続かない。ぶくぶくと口から漏もれる泡と、それと代わりに海水を飲んでしまって、ますます苦しくなる。

　────これが、溺おぼれるってこと？

　初めての経験だと、どこかさめた意識の片隅で思う。その意識も遠のき、ヴィクトリアの手足がだらりと下がる。そのまま、彼女の身体は深い海に吸いこまれるか……と思ったが。

　その手を力強い腕がつかんだ。彼女の身体を引きあげ支えて、上へともう片方の手が、水をかく。一緒に海面へとあがる。

「おい！　トリア！　ヴィクトリア！」

「ん……」

　ぺしぺしと頰を叩かれて、ヴィクトリアは意識を取り戻した。ゴホゴホとせきこんで、少し飲んだ海水を吐き出して。

「ガルシア？」

　目の前の男の青ざめた顔を見て、まだ状況がわからず、その名をつぶやけば。

「馬鹿野郎！」

　思いっきり怒ど鳴なられて、ヴィクトリアは海面から出していた顔が水に浸つかりそうになるほど、首をすくめた。そして、次の瞬間ガルシアに負けないほどの声をあげる。

「馬鹿とはなによ！」

「あんな塔から身を投げる奴があるか！」

「そうしなきゃ、あの気持ちの悪い王子に捕まっていたわ！」

「だいたい、お前な！　後先考えないで要塞にやってきて。俺にナイフを渡したそのあとのことなんて、考えてなかっただろう？」

「考えるわけないでしょ！　ガルシアを助けることだけで精一杯だったんだから！　あとはガルシアが、なんとかしてくれると思っていたし！　それに、こうしてちゃんとわたしを助けて……」

　ヴィクトリアの声が途中でとぎれたのは、ガルシアに強く抱きしめられていたからだ。

「お前が塔から海に飛びこんだとき、心臓が止まったぞ」

　彼らしくもない、小さな声。それに、ヴィクトリアはガルシアの広い背にそっと両手を回して、抱きついて。

「ちゃんとわたしを助けてくれたじゃない」

「まったく、お前は無茶しすぎだ」

「それは、ガルシアも一緒じゃない」

　「でも、ごめんなさい」と言えば「やっと謝あやまったな。この意地っ張り」とガルシアの顔が近づいてきて、ヴィクトリアは目を閉じた。

　そうして、二人、唇くちびるを重ねたまま抱きあい、海の上を漂っていたが……。

「あの……」

　すぐ近くで声がした。二人同時に目を開ければ、そこにはボートに乗って、紅の人魚ル・セーレーン号から迎えにきた船乗りが……。

「提督カピタン・ヘネラル、姫、感激の再会のところ、すみませんが」

「ああ、いつまでも酔よいしれてるわけにはいかねぇな」

　ガルシアは答え、先にボートにあがると、さすがに真まっ赤かになっているヴィクトリアに手を伸ばし、引きあげた。

　紅の人魚号まで向かう間、三人の乗ったボートには気まずい空気が流れかけたが。

「そういえは、トリア。なんで、お前溺れたんだ？　泳ぎは得意だろう？」

　ガルシアが尋たずねた。ヴィクトリアは顔をしかめて。

「このドレスよ！　泳ぎが得意な人魚だって、溺れると思うわ」

「なるほどな。なら、俺はスカートはくのは一生なしだな」

「ガルシアがはく機会なんてあるわけないでしょ」

「いや、お前のナイフには今回助けられたからな。銃やナイフの隠し場所には、いいと思ったんだが」

「考えてみてよ、ガルシア。船の上で、がたいのいい船乗りたち全員が、パニエにスカートつけるの？　戦いのときは、それをまくりあげて、銃や剣を取り出して戦うわけ？」

「…………」

　その珍ちん妙みような光景を思い浮かべたのだろう。ガルシアは、微妙な味付けの料理を食べた顔になり。

「なしだな、なし」

「でしょう？」

　これには、ガルシアとヴィクトリアだけではなく、ボートをこいでいた乗組員も笑った。
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　ボートから紅の人魚ル・セーレーン号に乗りこんだ、ガルシアとヴィクトリアは、要よう塞さいのある岬みさきを離れようとした。

　ところが……。

「最悪だ」

　ガルシアが舌した打うちして言った。

　夜明け前の海の向こうから、要塞へと二に隻せきのマーシアの戦せん艦かんが帰ってきたのだ。

　要塞の周りを警戒し、戻ってきた帰り、それにかちあったのだ。

　それでも、紅の人魚号が完かん璧ぺきな状態だったら、二隻の戦艦ぐらい振り切って逃にげることができたかもしれない。

　しかし、船はそのマーシアの戦艦から砲撃を受けて、ドックに入っていたものを、無理やり引っ張り出してきたのだ。

　応急処置によって、航行することはできるが、とても戦えるような状態ではない。

　当然、船ふな脚あしも遅く、これで砲ほう撃げきを受けたら船は確実に沈しずむだろう。

「トリア、あのな」

　困り果てた声こわ音ねでガルシアが言った。それにヴィクトリアは彼をまっすぐ見て答える。

「……わたし一人だけ生き残れなんて言ったら、今すぐ、目の前の海に身を投げてやるんだから」

「すぐ過激に走るのは、お前の悪い癖くせだぞ。トリア」

「目の前の海かい賊ぞくの趣味がうつったのよ。『ここは俺に任まかせて、お前たちは逃げろ』って言うかっこつけがね」

「…………」

　図星だったのか、ガルシアが一瞬沈ちん黙もくする。そんな彼を見つめて、ヴィクトリアは言う。

「死ぬときは一緒よ」

「陳ちん腐ぷなセリフだな」

　ガルシアは、風になびくヴィクトリアの髪に触れて、その骨っぽい指を絡からませる。

「こんなときになにを言えって言うの？」

「確かにな。最後までついてきてくれるか？」

　指に絡ませた髪に、ガルシアはそっと口づける。その彼を見つめたまま、ヴィクトリアはうなずいた。

「ええ」

　「それに」とヴィクトリアは続けた。

「あともう少し、時間稼かせぎしてほしいの」

「時間稼ぎ？」

「ええ、少なくとも日が昇るまで」

　ヴィクトリアが東の空を見れば、まだ水平線の向こうは暗い。だが、太陽がすぐ下まで来ていることは、海の者ならわかる。

　夜明け前の時刻がもっとも暗いのだ。

「それぐらいなら、稼げるか」

　なにかを思いついたのだろう。ガルシアが、いきなりヴィクトリアを横抱きにした。

「わっ！　な、なにっ!?」

「大人おとなしくしてろ！」

　ガルシアはそのまま、すたすたと舳へ先さきに向かって歩く。歩きながら「野郎ども、俺とトリアに命を預けてくれるか？」と聞けば、乗組員たちは「おう！」とすぐさま応える。

「なに、するつもりなの？　ガルシア」

「お前の言う時間稼ぎだ。この船には武器も弾だん薬やくもねぇ、となりゃあとは、ハッタリしかないだろう。ハッタリしかな」

　そう言ってガルシアがヴィクトリアを下ろしたのは、舳先にある人魚の彫ちよう像ぞうの上。

「しっかり、つかまっていろよ。もっとも、俺の舵かじ取りでお前を振り落とすなんて、あり得ねぇけどな」

「もちろん、信じているわ」

　ガルシアがなにをしようとしているのかわかり、ヴィクトリアは微笑ほほえむ。身を乗り出すガルシアの頰ほおに、ヴィクトリアは口づけた。

「勝利の女神のキスだな」

「なら、わたしたちは絶対に勝つわ」

　ガルシアは操そう舵だ輪りんを握にぎり言った。

「さあ、最後の戦いだ。派手にやろうぜ」

　

　

　マーシアの艦隊は、要塞から出てきた紅の人魚ル・セーレーン号の姿を確認していた。すぐに攻撃しなかったのは、かの船は、海賊たちを裏切ったゲールマンに与えると、ユベール王子が約束していたからだ。

「殿でん下かにも困ったものだ」

　艦長キヤプテンであるタウンゼントはため息一つついた。彼は今回ずいぶんとあの王子に振り回されていた。叩たたきあげの軍人であるタウンゼントとしては、いきなりやってきて、なにも知らずに命令する王子の存在が気にくわなくて当然だ。

　それでも従わなければならないのは、宮仕えの悲しさ。まして、相手が王族となれば、うかつな態度はとれない。

　すぐにカンテラの信号で、相手がゲールマンか、確認するように部下に命じた。

　ところが、カンテラでいくら連絡をとっても船からの返事はない。これは怪あやしいと、マーシアの艦隊は紅の人魚号の進路を阻はばもうとした。いまだ船体の修理が終わっていない船に、追いつくのはたやすく、艦隊はその周りを取り囲んだが。

「なっ！」

　姿を現した紅の人魚号に、タウンゼントは絶句した。

　船の舳先、その船の象徴たる人魚の彫像の背に、ヴィクトリアが腰こし掛かけていたのだ。

　彼女は、まるで大おお海うな原ばらを悠ゆう々ゆうと航海しているかのように、ゆったりと微笑んでいた。敵のマーシアの艦隊に囲まれているというのに、それを少しも気にしたふうもない。

　実際、紅の人魚号はマーシアの艦隊にまったく攻撃してこない。ただ、その艦隊の前を堂々と横切っていくのみだ。

「艦長！　海賊船を攻撃しますか？」

「いや、砲撃はならない。ヴィクトリア姫が乗っている！」

　タウンゼントはとっさに制止した。すべての艦の大砲には弾たまがこめられ、あとは点火するのみだ。その一撃で、紅の人魚号はたちまち海の藻も屑くずと消えるだろう。

　だが、タウンゼントの今回の任務は、ヴィクトリア姫を奪だつ還かんすること、これが第一の女王陛下の命なのだ。海賊船を沈めることではない。

「紅の人魚ル・セーレーン号を囲んで進め。砲撃はしてはならない。停船を要求しろ」

　「大人しく停船してくれるとは、思えんが」命令したあとに、そう艦長キヤプテンはつぶやいた。

　艦長の予想どおり、紅の人魚号は停船命令を無視した。

「海賊船に『止まれ』とはずいぶんな冗じよう談だんだ。船を止めたけりゃ、そっちで止めるんだな」

　ガルシアが笑いながらそう言う。つまりは、力ずくで止めろということだ。だが、それには砲弾を撃うちこんで船を沈めるか、それとも。

「海兵隊を出せ。海賊船に乗りこんで、船を制圧せよ。ただし、姫はけして傷つけてはならない」

　こうなったら、直接船に乗りこんで、舵を奪うばうしかないと、タウンゼントは判断した。

　しかし、そこから先が大変だった。艦を寄せても、紅の人魚号は巧たくみにに距離をとって、けして海兵隊員が飛び乗るためのロープを渡させない。二隻で挟はさみ撃ちにしても、今度は船脚を落として、その間を巧みにすり抜ける。

「相当、訓練された船乗りたちだな。まったく、海賊にしておくのは惜おしい」

　艦長はこれまで、海賊のことを所しよ詮せん、海の商人くずれの犯罪者と馬ば鹿かにしていた。だが、この海賊たちは違うようだ。

　なにより、ガルシアという男の剛ごう胆たんさはどうだ。海賊の街を襲おそったときのユベール王子を相手にしての巧みな交渉術。

　そして、今は一発の大砲も撃つことなく、船を巧みに操あやつり、マーシアの戦艦二隻から逃げ続けているのだ。揺れる船の舳先、人魚の彫像の上で楽しげに笑い声をあげているヴィクトリア姫も、相当大胆だが、それも、船の舵を握る男に全幅の信頼を寄せているからだろう。

「まったく、惜しい男だ」

　艦長はもう一度つぶやいた。

「艦長！　これでは海賊船を止められません」

「わかっている。舵をよこせ！」

　タウンゼントは操舵手を押しのけると、自みずから操舵輪を握り、思いっきり振り切った。

　とたん戦艦は紅の人魚号に傾きぶつかった。紅の人魚号も大きく揺れたが、戦艦もかなり揺れて将兵たちの幾人かが、倒れて甲かん板ぱんを転がっていくほどのものだった。

「今だ、乗り移れ！」

　タウンゼントもまた甲板を駆かけて、紅の人魚号に飛び移る。海兵隊の赤い制服を着た兵士たちも続いた。

「あの艦長、なかなかやる！」

　いよいよ船に乗りこまれたというのに、ガルシアは面おも白しろいとばかりに声をあげて笑う。

「野郎ども！　戦うな、船首に集まれ！」

　ガルシアの命令に、持ち場を放棄した海賊たちが船首に集まる。そして、人魚の像に腰掛けるヴィクトリアを守るように、人の生け垣がきを作る。

「姫君を渡してもらおうか？」

　赤い制服の海兵隊員たちを率いて、タウンゼントが海賊たちに相あい対たいする。

「嫌よ！　近寄らないで！　来たら、海に身を投げて死ぬわ！」

　それに対しヴィクトリアが叫さけぶ。しかし、その顔はとても海に身を投げるという、悲ひ愴そうな姫君の表情ではない。なにしろ、ガルシア同様不敵に口の端をつりあげている。

　しかし、海賊たちの生け垣のせいで、ヴィクトリアの表情はタウンゼントには見えない。顔色を変えるタウンゼントに、ガルシアは「取引だ」と切り出す。

「姫君の身み柄がらと引き替えに、自分たちの命を助けてほしいと？」

「そんな、ケチくさいこと、このガルシア様が言うかよ。一いつ騎き打うちだ、マーシアの艦長。アンタが勝ったら、ヴィクトリアはくれてやる」

「ガルシア！」

　ヴィクトリアがとたん声を出すが、それにガルシアは「安心しろ、トリア。俺が負けるはずないだろう」と言う。

「相当な自信だな、海賊」

「アンタも海の男なら、この挑戦受けないような腰抜けじゃねぇだろう？」

「もちろん、私とてマーシアの軍人の端くれだ。海賊ごときに負けるはずがない」

　二人とも剣を抜き、前へと出る。そして、剣が重なりあった。

　すぐに激しい剣けん戟げきとなる。その攻防に海賊たちもマーシアの海兵隊員たちも見とれるほどだった。

「海賊のくせにやる！」

「そっちこそ、マーシアの軍人のくせにやるじゃないか！」

　剣を叩きつけながら、男たちは不敵に笑う。実際、マーシア軍で一、二を争う剣の腕うでと自負するタウンゼントと、ガルシアが対等に戦ううえに、その剣は多少変則的な面があるものの、荒くれ者の剣とは思えない、優雅さを備えていた。

「貴き様さま、剣を誰だれに習った？」

「俺のすべての師は、バルタザールだ。彼以外の師などあり得ない」

「なるほど、あの〝提督カピタン・ヘネラル〟ならば、納得がいく」

〝提督カピタン・ヘネラル〟バルタザールの名は、タウンゼントも知っている。マーシアの軍人たちでさえ、かの〝提督〟の名は、尊敬をもって口にするのだ。

「かの提督とは一度、お目にかかってみたかったが、彼の育てた男と手あわせできるとは、光栄だな」

「そりゃどうも。バルタザールも、マーシアの軍人さんにそう言われて喜んでいるよ」

「だが勝つのは、私だ！」

　タウンゼントはガルシアの右の死角を狙ねらった。右目を損なっている彼は、どうしてもそちらが死角となる。だからこそ、最初は正攻法で攻めていると見せかけて、不意打ちにそちらを狙ったのだが。

「そいつは俺のセリフだ！」

　見えないはずなのに、ガルシアはそれに反応して、タウンゼントの剣をはねのけた。彼の剣は高々とはねあげられ落下し、甲板に突き刺さった。

「どうして……？」

　タウンゼントが呆ぼう然ぜんと尋ねれば、「勘かんさ」とガルシアはあっさり答える。

「こっち側を狙われるのはわかっていたからな」

「しかし、見えないのに……」

　まるで見えているかのようにガルシアはタウンゼントの剣を振り払ったのだ。それに、ガルシアは。

「だから勘だって言ってるだろう？　アンタが来るのはわかったから、だいたい、ここらへんだろうと剣を振っただけだぜ、俺は」

　その言葉に一瞬タウンゼントは啞あ然ぜんとし、やがてこの生き真ま面じ目めな艦長キヤプテンにしては珍めずらしく、声をあげて笑った。

「なるほど、私の完敗だ」

「あんたはよくやったぜ。マーシアの軍人にしてはな」

「マーシアの軍人にしては……か」

　タウンゼントが手を差し出し、ガルシアもその手に答えて握りしめた。

　そこに、唐とう突とつな砲撃が襲った。紅の人魚ル・セーレーン号は無事だったが、マーシアの戦艦のうち一隻が集中的に弾を受けて、大破して煙をあげる。

　その砲撃の相手はなんと、マーシアの艦隊三隻。

「味方を砲撃したのか？」

　さすがのガルシアが呆然とつぶやけば。

「ユベール殿下か」

　そうタウンゼントが苦々しく言う。

　

　

　時はいささか前後する。

　ユベール王子が率いる戦艦は、紅の人魚ル・セーレーン号とタウンゼント率いる戦艦に近づいていた。そして、紅の人魚号で行われている一騎打ちの結末を双眼鏡で見ていたユベール王子は、ぎりりと唇くちびるを嚙かみしめる。

「ええい！　あの艦長はなにをしている！　さっさとあの海賊船を砲撃しろ！」

　ユベール王子が叫ぶのに、一緒に戦艦に乗っている将校が、「できません！」と答える。

「なぜだ!?」

「これでは味方の船まで撃ってしまうことになります！」

「かまわん撃て！」

「なんですって!?」

「味方だろうと、かまわない、撃て！　あの海賊と握手など交わしている時点で、あの艦長も裏切り者だ。この僕に恥はじをかかせたことを思い知らせてやるんだ！」

　ユベール王子の言葉に将校は真まっ青さおな顔で押し黙る。王子は「これはマーシアの王子としての命令だと」言った。

「僕は女王陛下より、この艦隊の全権を任されている。なにより、マーシアの王子の命令が、きけないのなら、貴様は反逆罪で軍法会議にかけられるぞ！」

　「さあ、あの海賊船を撃て！　味方の船に当たろうがかまわん！」そう言った王子に、将校はなにかを振り切るように、叫んだ。

「撃て！　あの海賊船を撃て！」

　

　

「あの王子ならば、味方でも撃ちかねん」

　呆然としているタウンゼントをそのままに、ガルシアは舳先にいるヴィクトリアに歩み寄った。

「すまないな、時間切れだ」

「十分よ」

　二人は固く抱きあい、目を閉じる。ユベール王子が指揮する三隻の戦艦の大砲が、再び紅の人魚号と、タウンゼントの戦艦に狙いを定める。

　本当にこれまでかと思われたが……。

　そこに紅の人魚ル・セーレーン号ではなく、マーシアの三隻の戦艦を、激しい砲撃が襲った。三隻は、次の砲撃をすることもできず、この不意打ちに大きく傾いた。

「な、なんだ!?　なにが起こった!?」

　ユベール王子は混乱の声をあげたが、しかし、彼の乗っていた戦艦は、状況を把握できぬまま、謎なぞの砲撃に飲みこまれて、瞬またたく間に、船体に穴を開けて沈むことになった。

「馬鹿な！　このマーシアの王子たる僕が！」

　その叫び声は、沈む戦艦のなんの助けにもならなかった。

　

　

　ユベール王子の三隻の戦艦を攻撃したのは、ちょうど、昇り始めた朝日に照らされ、姿を現した船団。

　夜明け前の闇やみの中、静かにマーシアの要塞に近づいていたのだ。

　その先頭を行くのは白鯨ブラン・オルカ号。そして、その後ろには、それぞれの船の象徴である海賊旗をなびかせた、様々な大きさの船が続く。

「間にあったのね！」

　それを見て、ガルシアの腕の中にいたヴィクトリアが叫ぶ。

　彼女はヴァルバトスに頼んだのだ。自分が要塞に向かうから、ヴァルバトスには白鯨号で海にいる海賊たちに、提督カピタン・ヘネラルガルシアの危機を知らせ、助けを要よう請せいしてほしいと。

　そして、海賊たちはヴィクトリアの願いに応こたえてくれた。

「やれやれ、奴やつらに借りを返すのは大変だぞ。がめつい連中だからな」

　そう言うガルシアも、どこかうれしそうではある。ヴィクトリアを抱いたまま、操舵輪に戻って舵を切る。

　残った一隻のマーシアの戦艦。それに船体をぎりぎりまで寄せれば、タウンゼントが海兵隊を率いて、その戦艦に退ひいていく。「さらばだ」とガルシアに言い。

　ガルシアは片手をあげて、マーシアの戦艦から離れた。そのまま、少し離れた場所で待つ、海賊たちの船へと近寄っていく。

「帰ろう、わたしたちの海へ」

　舵を握るガルシアの横で、ヴィクトリアが黄金の髪をなびかせて、微笑む。「ああ」とガルシアは、うなずく。

　こうして、海賊たちの船団に迎えられた紅の人魚号は、マーシアの要塞を去っていった。
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　ユベール王子は、沈む戦艦から、タウンゼントの艦隊により救助された。助け出されるなり、王子は感謝の言葉も述べずに、艦長キヤプテンに食ってかかった。

「なぜ、奴らを行かせた！」

「行かせなければ、こちらが海賊たちに攻撃されていました。殿下は、我がマーシアの艦隊が海賊に全滅させられ、さらには要塞まで占せん拠きよされるという、不名誉を受けよと言われるのか」

　海賊たちの船は十隻以上確認できた。対してマーシア側に残っていた戦艦は二隻。艦長の言うとおり最悪、艦隊が全滅どころか、要塞さえ占領される可能性があったわけだ。

　しかし、戦いくさのことなどほとんどわからないユベール王子は、引き下がらない。もっとも、このような王子が、今回は軍の総司令官だった。そのことが問題だったわけだが。

「あのような有う象ぞう無む象ぞうの海賊の集団に、我らがマーシアの艦隊がやられるとでも!?」

「実際、三隻の戦艦が一気に沈みました。それを身をもって殿下は体験なされたはず」

「あれは、卑ひ怯きような不意打ちで……」

「戦争に不意打ちもなにもありません。すべては勝利のみです。負けた者に言い訳が許されるとでも？」

「なんだ、その言い方は!?　僕を誰だと!?」

　そう言い、艦長につかみかかろうとしたところで、ユベール王子は両脇をマーシアの兵士に拘こう束そくされた。「なにをする!?」と王子は振りほどこうとするが、彼の軟弱な力では、己より上うわ背ぜいもあり鍛きたえられた兵士の力はびくともゆるまない。

「残念ですが、殿下。殿下は大変な罪を犯されました」

「僕が罪だと!?」

「ええ、女王陛下のご命令は、ヴィクトリア姫を無事に保護し、本国へとお連れすることだったはず。それを殿下は、姫の乗る船を砲撃し、そのお命を危険にさらされた」

「っ！　それは、ひ、姫が乗っていたことを知らなかったからだ。確認できなかった」

　もちろん、真っ赤な噓うそである。が、本当にユベール王子が、船にヴィクトリアが乗っていたと知っていたことを、証明する者も逆にいないのだから、これは言い訳としては、成り立つ。

「しかし、殿下は、味方の戦艦まで砲撃なされた。これはどう言い訳されるおつもりかな？」

「そ、それは、あの凶きよう悪あく非道な海賊を捕ほ縛ばくするべく、仕方なく……」

「では最後に、女王陛下から賜たまわった貴重な戦艦を三隻沈められた。この責任はどうおとりになるおつもりかな？　これは戦争ではなく、たんなる指名手配の海賊と、それに誘ゆう拐かいされた姫君を保護する。簡単な任務だったはずですぞ」

「し、しかし、僕は全力を尽つくして……あの海賊を捕とらえようと……し、失敗は誰にでもある！」

　もはや言い訳の文もん言ごんも尽きたのか、そう言うユベール王子に、艦長キャプテンは静かに告げる。

「私は殿下の補佐の他に、女王陛下より密命を受けておりました」

「密命だと!?」

「はい、あなたがヴィクトリア姫の婚約者として、また、女王陛下の後こう継けい候補のお一人として、それにふさわしい行為をなさるのか。女王陛下はよく見ておくようにと」

「…………」

「しかし、あなたは姫の信頼を得るどころか、逃げられたうえに、三隻の戦艦まで損なわれた、非常に残念です」

「そんな……僕はマーシアの王子……」

「その地位にあなたをそのまま置かれるか、それは本国に帰って、女王陛下がお決めになることです」

　うなだれた王子は兵士たちに連れていかれた。そして、マーシアに帰った彼の姿を、このあと、見た者は誰もいなかったという。
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　旧大陸の港街。そこでカルドは、白鯨ブラン・オルカ号より降ろされた。

　あの要塞からやっと逃のがれたガルシアに、ヴィクトリア。海賊たちとそれにカルドたちは、紅の人魚ル・セーレーン号とともに、あれから別の海賊の隠かくれ港へと入った。

　そこで紅の人魚号は修理をされており、白鯨号に乗り移って、この港街に着いたのである。

　そして、陸に足をついたとたん、カルドは、ガルシアに重い革かわ袋ぶくろを渡されて、言われたのだ。

「先生、短い間だったが、うちのお転てん婆ばが世話になったな。こいつは、その礼だ。達たつ者しやでな」

「な、なんで……」

　それがお別れの言葉だとわかって、カルドは目を見開いた。ガルシアの横には、「お転婆はないでしょ」と唇をとがらせるヴィクトリアがいる。

　その彼女の姿は、初めて出会ったときのような男装ではない。瞳の色にあわせた新緑を思わせる、外出用のドレス姿。室内では後ろの裾トレーンを引きずるところを、腰のあたりで大きなリボンを結んでまとめてある。腰の後ろあたりがふっくらとふくらんで女性らしい、当世風のドレスである。

　それに、これも外出用のつばの広い大きな帽ぼう子しを被かぶっていて、ドレスの後ろの深緑色のリボンと同じ、大きなリボンが揺れていた。

　その横のガルシアも、彼女にあわせるように、いかにも海賊な服装ではない。いつもはだけているシャツの前のボタンは、しっかり閉じられて、レースのネクタイクラバツトが胸元で揺れている。そこに白に銀ぎん糸しの刺し繡しゆうが施ほどこされた裾すその長い上着に、銀の房飾りがついた黒のマント。それに羽根帽子を被った姿は、どこの高貴な貴族の紳しん士しか、異国の王子かというふうだ。

　実際、この二人の姿は港ではそうとう目立っていて、誰もが振り返りざま見ている。

「一年間の契けい約やくだったはずです!?　どうして!?」

　カルドがそう問えば「いろいろあったからなあ」とガルシアが言う。

「結論から言えば、わたしはあなたと一緒にベルンへは行かないってことよ、先生」

　答えたヴィクトリアは、横にいるガルシアと目をあわせ、笑いあう。それだけで、二人が親子に似たような関係から、新しい一歩を踏み出したのだと、カルドにはわかる。

　そして、この驚おどろくことばかりで嵐あらしのような姫君に淡あわい恋心を抱いだいていた、自分の幾度目かの恋も破やぶれたのだと。

「だったら、こんなたくさんのお金はいただけません」

「いや、先生には世話になったと言っただろう？　だから、取っておけ」

　ガルシアは、革袋を戻そうとしたカルドの胸にそれを押しつけ、「チェッタ行きの船は、もうすぐ出る」と言う。この港からは、チェッタに近い港行きの船があり、そこからチェッタは、馬車で一日の距離にある。

「もう、二度と海賊なんかに関わるんじゃないぞ、先生」

　チェッタ行きの船へと向かう渡し舟に乗りこもうとするカルドに、ガルシアがそう声をかければ。

「ええ、もう二度とお会いすることはないでしょう」

　カルドは瞳を潤うるませながらそう答えたのだった。

　

　

「いい先生だったんだがな」

　桟さん橋ばしで、カルドを乗せた小舟ボートがチェッタ行きの船に着くまで見送って、二人は別の桟橋に向かう。そこに白鯨ブラン・オルカ号に戻る小舟が待っているからだ。

　ガルシアの差し出した腕に手を絡ませて歩きだしたヴィクトリアは、くすっと笑う。

「確かに教え方は、誰かさんより、丁てい寧ねいでわかりやすかったわね」

「おい……」

　とたんガルシアが不ふ機き嫌げんそうな顔になる。それまでヴィクトリアの家庭教師代わりをしてきたのは、ガルシアだったからだ。あの彼の書しよ斎さいで。

　それにヴィクトリアは「だけど」と口を開く。

「わたしはガルシアのホラ吹きまじりのお話のほうが好きよ」

「ホラ吹きまじりは余計だ」

「なら、おとぎ話とでもしておきましょうか？」

「今夜も、寝物語にしてやろうか？」

　そんなふうに意地悪く口元をゆがめて笑うガルシアに、いつものヴィクトリアならば「子供扱あつかいしないで！」と反発するところだが。

「うん、してもらいたいかな？」

　微笑むヴィクトリアにガルシアのほうが、うろたえたように視線をさまよわせ「そうだな」とごまかすように言う。

「その前に、お酒に酔よっぱらって寝ちゃうのはなしよ。続きが気になって仕方ないんだから」

「そんなことあったか？」

「大ありよ！　あ、空飛ぶテーブルのお話。あれの結末、まだ聞いてない。今夜はあれがいい」

「へいへい、わかりましたよ、お姫様」

「なら、白鯨号で待っているわ」

　そう言い、ヴィクトリアはガルシアの腕に絡めていた手をといて、走りだした。

「おい！　トリア!?」

　小舟に飛び乗って、顔なじみの人相の悪い白鯨号の乗組員に「出して！」と言えば、ノリのいい海賊のこと「へい！」とうなずいて、ガルシアを待たずに小舟は岸を離れる。

「待ちやがれ！」

　叫ぶガルシアにヴィクトリアはキャラキャラと笑う。しかし、黙って置いてけぼりを食らうようなガルシアではない。マントと上着を同時に肩かたから落とし、シャツとズボンだけの姿となって、海へと綺き麗れいに飛びこむ。そのまま、ボートに向かって泳ぎ始めた。ひとかきごとにボートとの距離を縮める姿に、イルカと競争して勝ったというほら話を、信じてやってもいいかな？とヴィクトリアは思う。

「急いで！　ガルシアに追いつかれちゃダメよ！」

　ボートをこぐ乗組員にそう言って、ヴィクトリアも重いドレスを脱ぬぎ捨てて、コルセットとパニエだけの姿となる。白鯨号に着いて、下ろされる縄なわばしごをするすると昇って、甲板の上へ。

　裸足はだしで甲板を駆けて、メインマストの縄ばしごに足をかける。ある程度昇ると、ガルシアが、桟橋から泳ぎきって白鯨号にあがってくるのが見えた。

「遅い！　ガルシア！」

「トリア！　このお転婆！」

　ガルシアもその勢いのまま、メインマストを昇ってくる。ヴィクトリアも負けずに一番上の帆桁ヤードまで昇るが、そこで捕まった。後ろから抱きしめるようにされて、ヴィクトリアは笑う。

「この！　先にボート出す奴があるか！」

「泳いでこられたんだから、いいじゃない」

　ガルシアは声をあげたが、さほど怒っていないことは、その表情でわかる。ヴィクトリアは「見て」と指さす。
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　陽光に輝く青い海。見み慣なれている光景ではあるが、それでも。

「美しいな」

「うん」

　ガルシアの言葉にうなずき、ヴィクトリアは口を開く。

「わたしは船と海とともに生きていく。ドレスを着てお城の中ですましているお姫様になんか、ならないんだから」

「俺としては、もう少ししとやかになってほしいんだがな」

「残念。わたしはおばさんになったって、こうやってマストに昇るわよ」

　自分を後ろから抱きしめるガルシアを見る。それに、ガルシアはため息を一つ。

「じゃあ、俺はじーさんになっても、お前を追いかけてなきゃならないのか？」

「ええ、いつまでも追いかけてきて、ガルシア」

　ヴィクトリアは微笑んだ。なにげない言葉だが、それはずっとガルシアがヴィクトリアとともにいるという約束だ。

「まったくお前は、嵐みたいな奴だな」

「その言葉そのまま、ガルシアに返すわよ」

　二人は向かいあい、そして。

　海に降り注ぐ陽光の中、二つの唇が重なりあった。











〈ＥＮＤ〉
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　こんにちは、初めましての方、はじめまして、志し麻ま友ゆ紀きです。

　

　久々のグランドロマン。そして、海かい賊ぞくものです。さらには、大好きな年の差！　元気な少女に、ちょっとオヤジが入った男の人との組み合わせは、最高！

　と、思いっきり自分の好きなものを詰め込みました。詰め込みすぎかな～と思いつつ、書き上げられて満足です。

　

　……と、これだと後書きがすぐに終了してしまう。

　実は、何度も書いているのですが、後書きは苦手なのです。これなら、本編のお話をさらに十ページ書いてもいいぐらい……。

　

　さて、なにを書いたらいいのやら、いつも途と方ほうにくれます。

　なにしろ、書いては寝ての単調な生活。すべての物書きさんがそうだとは、もうしません。たんに、私が引きこもりなだけです。うっかりすると、一週間お外に出ていない……ということも。

　最近、近所にコンビニができまして、それでも、出るようにはなったんです。しかし、コンビニ通いが果たして、まともな外出と言えるかどうか、思いっきり、人間として駄だ目めな生活を送っているとしか思えません（とほ……）。

　

　コンビニ以外と言えば、これも歩いて十分以内のスーパーマーケットとなりますが、冷蔵庫が空っぽになり、明日の食材がない……という、いよいよ行かなければ……と覚かく悟ごを決めて、行く始末です。

　

　そんな私のマイブームは、一応料理なのですが、これも、冷蔵庫の残り物クッキング。食材が乏まずしいある日などは、冷蔵庫をのぞいて、卵とネギはあるから、コンビニでカニかま買ってきて炒いためて、中華風に味付けすれば一品できるな……と。これがある日の夕食です。

　

　こ、これで、いいのか？　グランドロマンの作者！

　

　いや、お外に出ればちゃんとおいしいもの食べてますよ。ふわふわで分厚くて、でもスフレみたいに軽いホットケーキとか、フルーツいっぱいのタルト、生クリームたっぷりのイチゴショート。

　……食べたくなってきた。

　

　そんな、ちょっとヘタれた作者の日常はともかく、今回の登場人物紹介を……と、唐とう突とつに話を変える。

　

　まずはヴィクトリア、元気娘！で終わっちゃうでしょうか。可愛かわいいドレス姿の女の子が、銃じゆうをぶっ放すのはいいと思います。さらに大たい砲ほうとかだとなお、カ・イ・カ・ン！

　黒光りする大砲。筒先からは煙けむりがあがり、その横で翻ひるがえるドレスにパニエのレースの裾すそ……考えるだけでロマンです。

　

　次、ガルシア。

　褐かつ色しょくの肌はだに銀髪、眼がん帯たい、上着に袖そでを通さない、豪ごう放ほう磊らい落らくと言えば聞こえはいいが、ようするにいい加減。普段はぐうたらな猫のように寝そべり、しかし、やるときはやる男！というのが、私の理想の海賊なんですが、めいっぱい詰め込みました。ただ、トリアに対してあんなにヘタレになるとは、予想外でした。

　ま、好きな娘にはめっぽう弱い！ってのも、いい男の条件？の一つですよね。

　

　そんなこんなの海賊グランドロマン！　楽しんでいただけたらうれしいです。

　

　オフィシャルサイトあります。名前は「ぐれ～す」アドレスはhttp://simayuki.net/。

　各種携帯端たん末まつからもご覧になれます。そういえば、最近スマートフォンに変えたので、それに合わせたサイトも作りたいな～ともくろみつつ、予定は未定です。

　

　最後に、この物語を最後まで読んでくださった皆様に感謝して。
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